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医師の心得
１．私たちは、皆さまの
健康状態をよくお聞きします。

２．私たちは、皆さまに
最善の医療を提供できるよう心がけます。

３．私たちは、皆さまに
医療内容をよく説明し、一緒に医療を行います。

４．私たちは、皆さまの
「知る権利」･「知りたくない権利」を大切にします。

５．私たちは、皆さまの
健康維持と医療の質の向上に尽くします。

公益社団法人 宮崎県医師会

〔表紙作品‥書〕

鷺の句

「春浅き 水を渉るや 鷺一つ」
河東碧梧桐の俳句に出会い，数年前に延岡
市美展に出品された山中正宣先生の白い鷺の
写真が目に浮びました。
鷺の写真と並べてかざっていただけたらと
思い筆をとりました。
今は引退された先生のお部屋にかざってい
ただいており大変幸せに感じています。

延岡市 岡
おか

村
むら

公
ひろ

子
こ

（瑛翠）

（平成14年３月12日制定）
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会長のページ

「公的国民皆保険制度」を守る

河
かわ

野
の

雅
まさ

行
ゆき

我が国は，世界でも冠たる長寿国となった。健康長寿が達成さ

れたのを受けて，国民生活のレベルも昔年に比べれば雲泥の差が

ある。長寿を成し遂げた要因は医学・医療の進歩，食生活の改善

や国民の健康に対する知識の向上等々，様々挙げられているが，

最大の功労者は「公的国民皆保険制度」であることは否やはない。

過去に社会保障が充分でなかった時代には，国民の健康度には悲

惨なものがあった。多くの文献・書簡・伝聞がそれらを伝え残し

ている。その様な時代に先達が苦労して作り上げたこの制度の効

果を今になり，我々は享受していることになる。後の世代にもこ

の制度は残すべきである。しかし，この貴重な制度が様々な力や理由により少しずつ侵襲され

つつある。特に国の変遷する医療費予算から生ずる政策にも拠り，制度は弱体化の危機にある。

政府は制度を守ると繰り返し述べている一方，財政的な現状では持続すること自体が困難であ

るとも述べている。如何なる形・程度の制度存続を考えているのか。小出しに出ている国の方

針をまとめて推測すると，低負担・低福祉となる可能性が強い。公的保険と民間保険の組み合

わせを考えているのであろうか。完全な補償は望むべくもないが，公的の部分が次第に薄まり

つつある感を受ける。

国の興亡は健康を基とした国民の勤勉性と向学心によると申しても過言ではない。先達の遺

産の食い繋ぎだけでは将来の展望は見えない。目先の事象のみで行動すれば将来の大計を誤り

かねない。1,000兆円にも達する国の借金を返済しようとすれば，国民が長期間に渡り汗水を流

して懸命に働かねばならない。基礎となるのが健康と，先達賢人の述べている学問である。国

民が健康になれば国も豊かになる。即ち，国力向上に繋がる。国民の健康・生命を守るのは国

の最大責務で，その役割を我々医師・医師会が担っているのであり，今こそ，「公的国民皆保険

制度」を守るために立ち上がる時である。制度を守るべき立場として，医師が先頭に立つのは勿

論で，我々はこの制度の素晴らしさを国に対して訴えると共に，広く国民に知らせる努力を怠っ

てはならない。高福祉を求めれば当然高負担が生じる。それとも「低負担低福祉」を受け入れる

のか。当事者である国民が真剣に考えるべき問題である。しかし，このような当たり前の論理

であれば政治は必要ない。「低負担高福祉」の実現を工夫するのが政治の責任であり醍醐味であ

るとも言える。昨年末の総選挙で予想通り与党が圧勝した。今なら政府が本気になれば何でも

出来る。当に，財政状況の厳しい今こそ，100年の大計の元に「公的国民皆保険制度」を堅持して

いただきたい。 （平成27年１月26日）
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今を観る

常任理事 金
かね

丸
まる

吉
よし

昌
まさ

日州医談

はじめに

医療崩壊が叫ばれ始めて10年が過ぎる。今，

果たしてその流れは止まったのだろうか。個人

的な捉え方かもしれないが，まだしっかり続い

ていると思う。しかしながら，全く改善されて

いないわけでもない。では地域医療の再興のた

めには何が更に必要なのだろうか。

今

国は莫大な借金を抱えている。また更に特別

な仕掛けで財政運営がなされている。ある意味，

現実を照らせば止むを得ないのかもしれない。

しかしながら，どこか危ない予感を感じなくも

ない。

我が国は，人口減少，少子高齢化，認知症の

増加等大変大きな課題に直面している。限られ

た財源の中で，これらの問題をどのように解決

できるのだろうか。

地域医療構想の策定，新しい医療提供体制の

構築，地域包括ケアの推進，認知症対策，新た

な専門医制度への移行等，将に国は本格的に取

組みを始めてきている。これらの政策に，現場

でどう取り組むことが出来るかが，それぞれの

地域の「まちづくり」にも直結するのではないだ

ろうか。

郡市医師会への期待

国は地方分権推進の旗印の元，大胆に市町村

合併を推進した。財政的な観点からもそうせざ

るを得なかったのかもしれない。

合併後の市町村の枠組みの中で，これらの政

策が進められ，それぞれの二次医療圏毎に，地

域での完結が期待されてくる。各市町村行政と

地域医師会である郡市医師会がこれまで以上に

深く連携していかなければ，地域包括ケアの推

進を始め，さまざまな関連する政策の実効が上

がらないのではないか。将に，地域住民の暮ら

しの安心に直接影響することになる。郡市医師

会を上げて，その期待に応えていただくことが

大変重要になってくる。

もちろん二次医療圏毎の事情は相当に違って

いる。人材も社会資源のあり方も違う。その中

でそれぞれの圏域毎に『行政を含めた多職種』が

地域に応じた姿で一つになり，これらの政策課

題に取り組んでいかなければ，その「まち」が限

りなく成り立たなくなってしまうのではないだ

ろうか。将に足下だ。

また，郡市医師会においてもそれぞれに課題

を抱えていると思う。救急体制の確保，小児科

をはじめとする休日の輪番制の確保等もきびし

くなってきている。医師会員の平均年齢も上昇

してきている。地域の中で中核的な役割を担う

病院の勤務医師の確保も困難になっている。ま

た在宅医療を推進するにも郡市医師会によって

は相当にきびしい地域もあるのではないか。

しかしながら，くり返しになるが，さまざま

にきびしい現状を抱えてはいるが，郡市医師会

が市町村行政と二人三脚で取り組むことが，そ

の地域で暮らす住民の安心に直接繋がっていく

ので，これまで以上に積極的に市町村と関わっ

ていただきたいと願っている。

医師確保

地域医療の崩壊は，医師の地域偏在と診療科

の偏在も背景にしている。これらの解決が，こ

れからの地域包括ケアの推進，認知症対策等に

も大変重要である。今，準備されている新しい

日 州 医 事平成27年２月 第786号4



専門医制度への移行は将にその解決の鍵を握っ

ているのではないか。

新しい専門医制度への円滑な移行が，目的で

はなく結果として医師の地域偏在と診療科の偏

在の解決につながることを大変期待している。

決してこれらの偏在を益々助長するような結果

にならないように準備をしていただきたいと願っ

ている。

一方，かかりつけ医機能の強化はこの新しい

専門医制度の移行後の姿においても大変重要だ。

医師会の長い歴史の中で，将にかかりつけ医と

して，地域医療の現場での活躍があったお陰で，

今日まで地域医療がぎりぎりに崩壊しなかった

のではないだろうか。この功績は大変大きなも

のがあると思う。もしもこれから，かかりつけ

医機能が強化されずに崩れる方向で進むとなる

と，皆保険制度の根幹を揺るがしかねないので

はないか。何とかそのような方向にならないよ

うにしっかりと対策していただきたい。

市民の自覚（覚悟）

以上のような現状及び将来を考えると，今ま

で以上に市民一人ひとりが医療の不確実性はも

とより，限られた社会資源（医療，介護資源）で

あることにも更に認識を深めながら，地域包括

ケアの主役として協働しなければ，地域包括ケ

アの推進だけでなく，認知症対策等のさまざま

な政策の実効を上げることはむずかしいのでは

ないか。

根源的な捉え方になるのかもしれない

が，市民一人ひとりがいかに生きるか（裏

をかえせば，いかに死を迎えるのか）に

かかってくるのではないだろうか。「ど

れほど今を感謝して暮らしているのか」

「どれだけ今が色々のお陰であるのか」を

足下で感じながら，市民一人ひとりが心

豊かに生きていくことが大切になってく

るのではないか。このことはとてもむず

かしく，机上だと言われかねないが，一

人でも多くの市民が足下でこのことに気

づき，そして多職種チームの主役として

参画していくことが大変重要となってく

ると思う。是非，国，県，市町村において，こ

れらのことも積極的に啓発を重ねていただき，

市民一人ひとりの感得へと繋がって欲しいと願っ

ている。そうなれば，感謝の思いとお陰様の捉

え方がより深くなり，今までに述べてきた政策

課題の解決のための土台となるお互いの信頼関

係の醸成にも大きな役割を果たしてくれるので

はないだろうか。

おわりに

大学での医学教育も一つの転換期を迎えてい

ると聞く。医師の人材育成はもちろん大学の担

うところが大きいが，これからは学部教育にお

いても，初期臨床研修においても，後期専攻医

としての修練においても，医師会との連携，地

域住民とのつながりも益々重要になると考えら

れる。

医師は患者を「師」とし，医師として成長して

いく。また地域住民に育まれ，育てられていく。

この基本的な原風景を今一度念頭に見据えなが

ら，我々医師会もこれまで以上に医学教育に携

わっていかねばならない。否，携わっていくこ

とが大いに期待されているのではないだろうか。

以上，今をどれだけ捉えているのかわからな

いが，現時点での私の観る今を述べさせていた

だいた。一部に偏った捉えかたの部分があった

かもしれないが，一つの観かたとしてお許しい

ただければ幸いと念じている。
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平均寿命と梅毒

宮崎市 たじり皮膚科医院 田
た

尻
じり

明
あき

彦
ひこ

今年は還暦である。開業して22年になるが，

その間大きな病気をすることもなく無事に還暦

を迎えることが出来そうだ。看護学校の講義で

最初にするのが平均寿命の話である。大正９年

（1920年）の平均寿命は男が42歳，女が43歳で

あり，現在の約半分となっている。驚くべき数

字は乳児死亡率（生後１歳未満の死亡：出生1000

対）で，現在の２に対して大正９年には150以上

である。わずか90年ほど前のデータであるが，

今では考えられない数字である。当たり前のよ

うに子供を育ててきたが，子供が無事に成人し

ていること，自分が無事に還暦を迎えられるこ

とに感謝しなければならない。

私が宮崎医科大学皮膚科に入局して与えられ

た研究テーマは梅毒であった。ペニシリンが100％

有効であることから，今では忘れられつつある

疾患であるが，梅毒は当時の平均寿命を下げた

かなりの原因になっているのではないかと考え

ている。1492年コロンブスがアメリカ大陸を発

見し，この航海で梅毒をヨーロッパに持って帰っ

たと考えられているが，その後ヨーロッパ全土

に拡大，1498年インド，1505年中国，そして僅

か20年後の1512年に日本へ伝わったとされてい

る。江戸時代には遊女の多くが梅毒に感染して

おり，一説によると江戸の感染者は人口の５割～

７割と考えられている。人類は性行為をしなけ

れば子孫を残せない。梅毒は性行為によりパー

トナーに感染し，さらに母親から胎児に感染し

て先天梅毒を発症する。先天梅毒は流産や死産

の原因となるが，東大小児科では明治40年～大

正14年の20年間に1,077例の先天梅毒を報告して

いる。正確な数字は残っていないが，かなりの

乳幼児が先天梅毒により死亡していたのではな

いだろうか。

フレミングがペニシリンを発見したのは1928

年，実用化されたのは1942年からであるが，こ

の薬剤により梅毒は100％治癒可能となった。生

命の予後は劇的に改善されたはずである。１つ

の薬剤が人類を救う。ペニシリンはまさしくそ

ういう薬剤であったと思う。梅毒は決して過去

の病気ではないが，このような歴史は後輩の医

療関係者に伝えていかなければならないと考え

ている。

新
春 随 想

（その２）

新春の随想を募集いたしましたところ，多数のご投稿をいただきありがとう

ございました。１月号にひきつづき掲載いたします。

カット
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聴くだけクラシック

日南市 日南市立中部病院 竹
たけ

中
なか

晃
こう

司
じ

大学時代に触れ始めたクラシック音楽への興

味は尽きることなく早や40年を迎えた。CDで聴

くのは手軽だが，生演奏の迫力は別次元だと思

う。宮崎では大編成のオーケストラによる演奏

会は多くはないので，毎年開催される宮崎国際

音楽祭は貴重である。昨年は日本フィル，ロー

マサンタチェチーリア管などの演奏を聴く機会

を得た。佐渡裕氏の率いるPA Cオーケストラの

“悲愴”は秀逸で，若い演奏家を率いておられる

佐渡氏の情熱ごと音になっているように感じた。

宮崎のアマチュアオーケストラ，宮崎シティフィ

ルの演奏も音楽に対する思いが伝わってくる。

年末の“第九”の演奏も楽しみにしている。自

分では楽器を演奏することはない（できない！）

ので，オーケストラのメンバーにはいつも尊敬

とともに羨望の気持ちをもってしまう。特にバ

イオリンの音色が好みで，学生時代の同級生に

も現在の同僚にもバイオリニストがおり，クラ

シック好きの自分は恵まれていると感じている。

聴くだけのクラシックも楽しみ方は人それぞれ

かもしれない。自分なりの楽しみ方をもってい

ることが大切なんだろうと思う。演奏家の方々

の練習の厳しさはコンサートではわかりにくい。

演奏の楽しみはまた別次元なのだろうと想像す

るばかりである。

聴くだけクラシックの自分なりの楽しみが何

なのかはよくわからないが，名だたる指揮者の

方々が言われる楽曲の解釈と作曲者の意図，思

いを想像しながら聴くとまた違った味わいがあ

り，癒しにつながるのかなと思う。初夢に終わ

るかもしれないと思いつつ，世界に冠たるベル

リンフィルの宮崎公演が実現することを今年も

切望したい。

挫折もまた楽し

宮崎市 森のクリニック 窪
くぼ

山
やま

美
み

穂
ほ

年女となる2015年は，開業して10年という節

目の年でもあり，感慨深いものがあります。特

別な才能のない私が，「カイギョウイ」という慣

れない職業に戸惑い，たくさんの試練に襲われ

たことは言うまでもありませんが，何度挫折し

てもまたゆっくりと進んでこられたのは，影と

なりひなたとなって支えてくれた夫の支えがあっ

たからこそと，心から感謝しています。

開業間もない頃は，医療というより雑用ばか

りの毎日でした。スタッフの労働環境や精神状

態にも気を配り，公平で正当な評価がなされて

いるかを判断し，業務改善にも取り組んではみ

るものの，新しいスタッフを雇用しては，古い

スタッフが辞めていき，何をやっているかわか

らない状況でした。スタッフも涙目，私も涙目

で管理能力のなさを痛感しました。「来るもの拒

まず，去る者追わず」という境地は必要だと思い

ますが，管理者は目標を明らかにし，企業が進

むべき方向性を明確に提示することが大切で，
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その目標の実現に誰よりも熱心で，努力を惜し

まない人間であるべきだと考えるようになりま

した。「道徳なき経済は犯罪であり，経済のない

道徳は寝言である。」という二宮金次郎の格言に

いたく感動し，自分に厳しく，他人にも厳しく，

そしてどこまでも優しくありたいと考え，突っ

走ってきた10年でした。挫折するたびに真剣に

物事と向き合うこととなり，人生を深く考える

ようになりました。腎臓内科医として透析医と

して，一人の医師にできることには限界があり，

管理栄養士，保健師，看護師，薬剤師のコメディ

カルだけでなく行政にも協力を得て，CK D予防

に関する啓発活動を継続していくことが重要だ

と痛感しています。今後は，自分にできること

の全てを社会に還元していくとともに，革新的

に進化していく医学，医工学の融合に少しでも

追いつけるよう，自分なりの努力を重ねていき

たいと考えています。皆様，今年も宜しくお願

い致します。

女川町

高鍋町 坂田病院 坂
さか

田
た

師
もろ

隣
さと

私は，昨年11月，宮城県女川町を旅行しま

した。

女川町の名前の由来は，西暦1051年の前九年

の役において阿倍貞任が阿部氏の女性を乱から

匿った事から命名されたと聞いています。

女川町は，東日本大震災以前は，宮崎の人に

は，ほとんど知られていない無名の町でした。

震災以後は多くの犠牲者と東北電力の女川原子

力発電所の存在で名を知られる様になりました。

私は，家内が女川町出身の為，震災以前と震

災以後の女川町を存じています。震災前は，リ

アス式海岸の静かな漁師町，又原子力発電所が

立地している為，東北電力より多くの援助をい

ただき公共施設等，その他色々と充実した町で

した。原発があるにもかかわらず自然を多く

残し，まさに，科学と自然の共存共栄する町で

した。

震災時には，女川原発が避難場所になったと

聞いています。

震災後，幾度か女川町を訪れていますが，徐々

に復興は進んでいる様です。しかし，以前の美

しい町には程遠いようです。

原子力発電所の再稼動については，福島原発

の事故もありいろいろ議論されています。しか

し，女川町に限っては震災前と同様再稼動をし

て，雇用をうみ人々が集まり，町が繁栄するこ

とで復興のスピードが増すのではないかと思い

ました。

東北地方の復興を願っている今日此頃です。

カット
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活字の誘惑

高鍋町 大森内科医院 大
おお

森
もり

史
ふみ

彦
ひこ

私は活字が大好きです。印刷された文字に惹

かれます。診察で患者さんが途切れた時，院内

をあちこち見回っていろいろ気付くと良いので

しょうが，ちょっと時間があると製薬メーカー

のパンフレット，医学雑誌，新聞など手近にあ

るものをついつい読み始めてしまいます。学会

出張に行く際も，移動時間をつぶすため，日頃

買い込んで積ん読にしてある本を旅行鞄に入れ

てしまいます。それで鞄が重くなり，挙げ句の

果てに肩こりと腰痛を家に持ち帰ることになり

ます。空港の搭乗待合室でも，時刻表を目にす

ると必ず一部とって端から端まで全部読まない

と気がすみません。

でも，パソコン画面の字を読むのは好きでは

ありません。じっくり考えるときは，表示内容

をわざわざプリントして，紙の上の文字を追っ

ていくと内容がよく理解できます。電子ブック

には手を出さないようにしています。

以前から，妻に言われたことは右から左に流

れて全く覚えていません。書いてあることはよ

く覚えているのです。長年連れ添った妻は，最

近やっと私の性癖に気付いたらしく，何か用件

があると必ずメモに書いて渡してきます。この

ままいくと私の周りはメモ用紙であふれてしま

うでしょう。ただしたくさんのメモ用紙がどこ

にあるか，いつの間になくなっているか，保証

はありません。

ちょっとだけ残念だったこと

高原町 ふきやま霧島東麓
クリニック 柊

ふき

山
やま

了
りょう

平成24年の年末，M RT県内版のニュースで宮

崎市内の広島通にあった宮崎カトリック教会が

移転するという話題が出たことがあった。教会

内に置かれていた碑が話題の中心で，“敬天愛人”

と銘打たれたが碑が撤去されることになった，

というものだった。

“敬天愛人”という言葉は，明治維新の功労者：

西郷隆盛のモットーである。カトリック教会

内にこの碑が残されていたというのは，意外で

あった。

明治10年，西郷軍は熊本の田原坂で政府軍に

敗戦し人吉を経由して，宮崎市のこの広島通

あたりに２か月ほど逗留したという歴史がある

が，私は，学校の社会の授業では教えてもらえ

なかった。

昭和30年生まれの我々の時代，私ども薩摩の

文化圏であった西諸の地域では，最も尊敬すべ

き人物として西郷さんのことが教え込まれてい

た。たとえば，こんな風である。西郷さんは，

生まれが非常に貧しい下級武士だったので，幼

い頃，お弁当は毎日毎日かぼちゃの煮物だった。

だからいつもまわりの子供たちにいじめられて

いた。しかし，西郷さんは決してくじけること

無く，偉大な人物になった，という具合である。

明治10年の西南戦争の前夜には，鹿児島県の

県政は西郷の私学校党が実効支配していた。明

治６年に発足したての宮崎県は，強引に鹿児島

県に編入させられ，明治９年に鹿児島県の支庁

が置かれるという状況だったらしい。

西南戦争後，この状況をはね除けるため立ち
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上がったのは，川越進という人物であった。ご

く最近，私はこの人物が安井息軒で有名な旧飫

肥藩士として教育を受けたということを知った。

川越の努力で明治16年，ようやく宮崎県は鹿児

島からの分離独立を果たしたのである。

ただ，西郷さんの痕跡が，宮崎市内のど真ん

中から消えてしまったのだと思うと，なんとな

くちょっと残念だなあと思うのであった。

オートバイと私

宮崎市 楠元内科胃腸科医院 楠
くす

元
もと

直
すなお

高校まではオートバイに特段の興味は無かっ

たが，清武町の大学に通うようになって，部活

もするので，移動手段として原付が必要になり，

Ｄ先輩から中古の原付を譲ってもらって，乗る

ようになった。スクーターでもカブでもなく，

シフトレバー付きのれっきとしたオートバイで

あった。瞬く間にオートバイの魅力にとりつか

れ，暇さえあれば，あっちこっち乗って回った。

慣れない内は路面の砂や落ち葉でスリップした

り，山道のカーブで曲がりきれずにスリップし

てバイクを崖に落としてしまったり，振り向き

過ぎて路肩の縁石に乗り上げてもんどり打って

しまったりしたが，幸い，いつもせいぜい膝の

擦過傷程度で軽く済んでいた。尤も，ヘルメッ

トやグローブ，ジャケットは着用していた。

しかしアクセル全開でもせいぜい時速60㎞程度

だったことや，エンジンがキックなので冬など

特に掛かりにくい事，ヘッドライトが暗い事，

すぐに点火プラグがかぶったり逆に灼けすぎた

りする為，交換プラグを常に携帯したり，ガソ

リンタンクが小さくて常にガス欠に気をつけな

ければいけない事など不便も多かった。熊本県

菊池市から阿蘇山に登った時はアクセル全開で

も時速10㎞しか出なくて，車にどんどん追い越

される始末だった。たまらず，自動二輪中型免

許を取って，アルバイトでお金を貯めて400㏄の

中古バイクに乗り換えた。さらに運転免許試験

場での限定解除試験を７回目で合格して中古の

ナナハンに乗り換えた。中型以上のバイクに変

わってからは立ちゴケ以外の転倒は無くなった。

社会人になってから大型バイクを３台乗り換え

今も乗る事があるが，車にはね飛ばされる事態

も想定して，エアバッグジャケットやプロテク

ターなど重装備で乗っている。それでも爽快感

は車の比ではない。泊まりがけでのツーリング

が現在の夢である。

カット
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鶴の恩返し

宮崎市 平部整形外科医院 平
ひら

部
べ

久
ひさ

彬
よし

先日，宮崎市郡医師会の忘年会があり，出席

させていただいた。産婦人科のＮ先生が来てお

られた。子供がお世話になったので，「どうです

か，先生？」と声をかけさせていただいたところ，

「もう来年診療所を閉鎖する。診療所は診療は三

分の一だ。脊柱管狭窄症で下肢が痛い」など仰っ

たので，「下肢の痛みに関しては，ダメもとで私

が開発した下肢などの血流を増加させる靴の中

敷を試用してみられませんか？」とお勧めしたと

ころ，「何でもよいから試してみたい。何曜日に

受診する」と言われました。その日は飲んでおら

れたので，憶えておられるのだろうかと危惧し

ながら職員ともども待機していたところ，先生

が来院されたので，中敷合わせ，中敷の固定を

よくする靴下の選択など行い帰っていただきま

した。様子につき電話をいただけるとのことで

お待ち申し上げたが，いただけませんでしたの

で，少し不安になり何かトラブルが発生したの

ではと気になりました。それでもさらに少しお

待ち申し上げましたが連絡いただけませんでし

た。いよいよ気になり，先生に失礼であったか

なと思い，先生の診療所に電話さしあげ，「申し

訳ございませんが，中敷と靴下はお返しいただ

いた方がよいのではないでしょうか？取りに伺

いますので，預かっておいていただけないでしょ

うか？」とスタッフの方にお願いし，家内と伺っ

て，スタッフの方に「中敷と靴下を取りに来まし

た」と申し上げたところ，先生に電話され，「使っ

ている」とのことですとの返事をいただき，びっ

くりしました。先生が出てこられ，下肢が温

かい，こむら返りがなくなった，ゴルフがス

ムーズにラウンドできたなど言われました。ま

さかの展開に驚くこともあったのですが，お孫

さんが来ておられたので，電話できなかったと

のこと。

帰りに娘さんが作られた美味しいパウンドケー

キをいただき，帰路につくことになりましたが，

その時先生が靴下の換えをと仰った時は，かな

り使用しておられるのだなーと嬉しくなりまし

た。車のなかで先生が喜んでおられる様子を家

内と話している時に，家内が言いました。「鶴の

恩返しよ。私の名前は千鶴よ。子供３人お世話

になったんだもの」

木彫りのフクロウ

串間市 みつとめ眼科 満
みつ

留
とめ

武
たけ

宣
のぶ

今年で，串間に眼科を開業して20年。

当時37歳，現在57歳。20年経っているのだか

ら当り前…なのだけど58歳という数字と体感年

齢が違うような，今でも若いと思い込んでいる

自分がいる。

しかし，若さが減ってきたのを最近実感する

ことがある。

以前ならやりたいと思ったことはとりあえず

始めていたが，今は体力と相談しながらやりき

れそうかどうかと考えてるうちにやる気が失せ
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てしまっている。これじゃいかんと思いながら

毎日毎日何かやっている，やろうとしている。

「少しは，じっとしてたら？」かみさんが投げ

かける言葉を背にしながら毎日毎日何かやって

いる，やろうとしている。

小学校の頃の通信簿に「落ち着きがない」とい

う文字が常にくっついていたのを思い出す。

この20年で確実に趣味（趣味と言っていいのか

何かやってること）の数が増えた。

小さい頃，親父（旧会員の新納武敏）の車のプ

ラグ磨きをさせられていたせいか機械いじりが

好きで，それが高じて，ひと通りの修理ができ

るくらいのリフトを備えたメンテナンスガレー

ジをつくった（日常のタイヤローテーションやオ

イル交換から重整備は蛙目のドイツ車のエンジ

ンを降ろしてミッションのオーバーホールまで），

またその横に赤い車を眺めながらソファで寛ぐ

ガレージも…物欲に取りつかれてます。

開業当初やらなかったゴルフも今じゃ毎週木

曜午後にスループレイ，毎年40回ラウンド記念

の無料券までもらっている。

現代農業を定期購読し，一時期裏山に畑を作っ

てちょっと大きめの家庭菜園作ろうと目論んだ

が今は細々と菜っ葉が生えているだけ。まだ土

に愛情を注げるまで大人になってないようだ。

溶接をやりたくて半自動溶接機を買いあっち

の鉄とこっちの鉄をくっつけたり，木工旋盤買っ

て木製ワイングラス作ったり，古いエアコンを

もらってきてガレージに取り付けたり（学生の頃

バイトでやってた杵柄で），カーポートの上にウッ

ドデッキを作ったり…。

さて，今のマイブームは木のフクロウをつく

ること。チェンソーでおおよその形をつくり，

ディスクグラインダーで仕上げていく。

10年程前，裏山の杉を切り倒してチェンソー

でくりぬいて椅子にしたり，子供たちにシーソー

を作ったりしたことがあった。今はそのチェン

ソーを使ってフクロウつくりをしている。義弟

がログハウスを建てたときに出た端材でフクロ

ウをつくり，その新築祝いにあげたらたいそう

喜ばれた。妻と娘たちも自分のが欲しいという

ので作っているうちに注文が来て７体，８体と

増えてきた。当院の入り口にもドングリの木か

ら彫りだしたフクロウがとまっている。

電気ドリル，切断機，グラインダー，インパ

クトレンチ，エアラチェット，ジグソー，スラ

イド丸のこ，ボール盤，半自動溶接機，木工旋

盤，チェンソー，トラクター，パワーショベル

等，数え切れないほどの器械や機械たち。

かみさんが今のうちから処分の心配をして

いる。
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時間感覚

宮崎市 アイレＨＤクリニック 日
ひ

�
だか

恵
けい

子
こ

あと２年で半世紀を生きていることになりま

す。年女を迎えるなんて驚きでした。前回の年

女がつい２，３年前のことのようです。年々時

が経つのが速いと感じているのは私だけではな

いでしょう。これまでの人生で長かったのは幼

稚園と小学校時代だけです。それ以前はもっと

長いのでしょうが，記憶がありません。小学校

の夏休みなど，毎日することがなく，どうやっ

てこの退屈な時間をしのごうかと毎日考えて過

ごしていました。中学生か高校生の頃，よく父

に言われていました。『時間の流れは加速度的に

速くなっていくものだ』と。当時は他人事に感じ

ていましたが，さすがに実感する歳になってき

ました。

ジャネーの法則『生涯のある時期における時間

の心理的長さは年齢の逆数に比例する』，50歳に

とっての１年は人生の50分の１，５歳にとって

は人生の５分の１を占めるという意味だそうで

す。まさにそう感じます。いつの時代もどの国

でも，人が感じることは同じなのでしょう。

50年や100年という数字は，子どものころはと

てつもなく長い年月だと思っていました。いざ

自分が50年近く生きてきたことを考えると，そ

う長い年月ではないような気がします。そう思

うと，戦国時代や江戸時代などはそんな昔のこ

とではないように感じます。

時の流れの感覚は不思議なものです。

つらい時は時間を長く感じ，楽しい時や充実

しているときは短く感じます。年齢とともに時

の流れを早く感じるということは，歳とともに

充実した毎日を過ごしていると考えてよいので

しょうか。そう考えて，楽しく幸せに生きてい

きたいと思います。

蛍の航跡

都城市 佐々木医院 佐
さ

々
さ

木
き

幸
こう

二
じ

第114回九州医学会での帚木蓬生先生の特別講

演『軍医たちの無念』の会場はほぼ満席であった。

座長から「質問した方には先生の書かれた本を差

し上げます。３人まで」とアナウンスされた。１

人目は精神科の医師から中尾先生にまつわる質

問，２人目は沖縄の医師からインパール作戦に

関する質問が出た。「ほかに？」と座長の声，本

を頂きたいのだが質問が思い浮かばない。気が

付くと手を挙げていた。

「父は昭和16年京都府立医大卒業の年，近衛師

団にて軍事訓練を受け，その後満州の牡丹江第

３陸軍病院に配属となりました。しかし，20年

８月ソ連軍の侵攻の時最後まで残ったため捕虜

となり，24年までシベリアに抑留されました。『軍

医は逃げる時はいつも最後になるんだ』と言って

おりました」使命感の赴くまま発言したが，会場

が少し響めいた。おそらく同様の処遇を受けた

父親をもつ医師も多く居られたであろう。

帚木先生から「シベリア抑留も大変だったので

すよね。無事に帰ってこられて，長生きされて

よかったですねぇ…」と優しい言葉とともに，最
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後の三人目に，毛筆サイン入りの本『蛍の航跡』

を頂いた。

平成14年３月，挿管された臨終の父に「何もで

きず，駄目な息子でごめんね」と零したが，眉間

に皺を寄せて首を横に振っていた。 死後数週

間たったある日の夕方，医局に見かけぬ黒い虫

が入ってきた。思わず叩き落としたその尾部が

床で光を放つではないか…それは紛れも無くホ

タルであった。

成仏出来ない父の無念さを感受し，自責の念

に苛まれた。幼い僕をよく蛍狩りに連れて行っ

てくれた父は多くを語らなかったが…

「お陰様で軽快しました。退院後は部隊と伴に

南方に行きます」と言ってきた兵士に父は「まだ

完全には治っていない，病院を手伝ってくれな

いか？」と彼を病院に残したそうだ。後日その部

隊は玉砕したとの報があった（一命を取り留めた

その兵士は女流奇術士松旭斎天勝の弟子で，父

に手品を教えたとの事）。

昭和20年８月ソ連軍が満州侵攻の際，戦車刺

突爆雷で爆傷した兵士は下肢の処置を受けると

「隊長，御無事で御帰国下さい。自分はもう一

度戦車遣っ付けてきます」と勇ましく戦場に散っ

ていった。また祖国を思いながら回帰熱，腸チ

フスなどで無念の死を遂げた数百の兵士達の霊

を父は背負って生きてきたと思う。

終戦のはずが，日本への帰還は叶わず，連行

された極寒の地シベリアの捕虜収容所病院で，

過酷な診療従事が待っていた。学生時代覚えた

マンドリンで負傷兵士を慰問し共々ダモイを誓

い合った。

昭和24年，映画「青い山脈」が公開の年の７

月，漸く釈放された父は京都府舞鶴の港に軍服

姿で降り立たった。医師になり８年の永き年月

が過ぎていた。軍医とは白衣を軍服に替え，青

春を散らした医師達であった。

新春早々遠い昔の話になったが，終戦後，無

実の罪で抑留され囚人同様の処遇を受け死んで

いった10万弱の人達，彼等の無念の霊は，今も

蛍となり航跡を残している。

おこのみやき パートⅡ

高鍋町 海老原総合病院 米
よね

澤
ざわ

勤
つとむ

前回，平成15年２月のこの欄で「おこのみやき」

と題し投稿させていただきました。今回も飽き

もせずお好み焼きについて語らせていただきま

す。まずは，この12年間の個人的トピックスを

羅列してみますと，＊子供たちが皆成人した，

＊父親を亡くした，＊初めてアジア以外の外国

に行った，＊一級小型船舶操縦免許を取得した，

＊ダイビングを始めた（現在A I特訓中）などがあ

りますが，平成19年には調理師免許を取得し，

お好み焼き屋開店についても私なりに準備をし

ていました。そして，今年はいよいよ「おこのみ・

よねちゃん」オープンを目指しての正念場です。

店舗の準備から始まり各種申請，仕入先確保，

経理等々，やらねばならない作業，越えなけれ

ばならない高いハードルが数多くありますが，

何とか実現を目指して精一杯努力する所存です。

「医業（いちおう医師会員です）について努力が足

りない」とおしかりを受けるかとは思いますが，

還暦＝零歳ということで「赤子の戯言」とご容赦
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いただきますようお願い致します。

さてここで，前回紙面の関係でご紹介出来ま

せんでした「亡くなった母とのエピソード」を紹

介させていただきます。私が小学生の頃，毎日

のように通っていた「みき」というお好み焼き屋

は，今から思えば70歳過ぎの「おばあさん」が

やっていました。ある日（確か日曜日）私が母に

お好み焼きを作ってあげると，準備にとりかか

りました。「みきのおばさんのやってる通りにや

るから見ててね」と言って。具材の準備が整い，

鉄板に火を入れて次の作業にとりかかった時に

それは起こりました。母が「エー，ツンちゃん（私

の愛称）ホンマにほないしよん（本当にそうして

いるのか）？」と悲鳴を上げたのです。私がした

行為は，鉄板の熱し方を確かめるために唾を鉄

板にかけた事でした。もちろん「みきのおばさん」

はそんなことはやってはいませんでした。そし

て，「おこのみ・よねちゃん」のオヤジも決して

やりませんので，首尾よく開店出来た際には安

心してお越しいただけると幸いです。

前回の未年と次回の未年を想う

宮崎市 宮崎大学医学部
産婦人科 大

おお

西
にし

淳
じゅん

仁
じ

新年あけましておめでとうございます。本年

も宮崎大学産婦人科をよろしくお願いいたし

ます。

宮崎大学産婦人科の医局長として３回目のお

正月を迎えることになりました。昨今の産婦人

科医療が抱える諸問題に日々頭を悩ませる状態

は今年も変わらないようですが，より良い年に

なるよう宮崎県の産婦人科医療に誠心誠意頑張

る所存です。

昨年末に新春随想の依頼をいただき，今年が

未年であり自分が年男であることに気づかされ

ました。そこで前回年男であった2003年と次回

年男になる2027年について少しだけ随想してみ

たいと思います。

前回未年であった2003年の元旦は福岡の実家

で迎えました。なぜ12年前のことを記憶してい

るのかと言うと，前年12月末に米国のポスドク

から約２年半ぶりに帰国し，職場復帰する直前

の正月だったからです。干支の未（羊）つながり

ではありませんが，米国での研究テーマは長期

高地低酸素環境が羊の胎仔の心機能に与える影

響についてでした。そのため実験の準備で妊娠

羊の毛刈りをたくさんしましたが，帰国時には

自分も２年半伸ばし続けた髪をばっさり切って

首もと寒い正月でした。あの頃は黒かった髪も

現在はすっかり銀色（微妙に白色ではない）にな

り，12年という年月は思いの外自分に変化をも

たらしたようです。これを想うと，先の12年後

にどのような世界（または自分）がまっているの

かは想像がつきません。しかし次の未年である

2027年にリニアモーターカー東京－名古屋間が

開業であることは，予測可能な未来かもしれま

せん。もちろん，予定ですので前後するかもし

れませんが，自分たちが子供のころかならず絵

本に載っていた未来の乗り物リニアモーターカー

がついに開業するとなるとわくわくしますし，

次の12年への希望にもなります。今年も未（羊）

に導かれて宮崎の産婦人科にとって良い年にな

るよう頑張ります。
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寄 稿

自賠責保険における諸問題

宮崎市 尾田整形外科医院 尾
お

田
だ

朋
とも

樹
き

はじめに

国民皆保険制度の開始から遡ること５年，急

増する交通事故が社会問題となり，1956年（昭和

31年）に自動車損害賠償責任保険（自賠責保険）が

施行されました。国民健康保険とは異なり，「基

本的な対人賠償を確保し，加害者が負うべき経

済的負担を補填すること」を目的としています。

自賠責保険では，被害者に７割未満までの過失

があっても支払い限度額（120万円）まで給付され

ますが，７割以上の過失があれば２割減額，10

割過失では保険金は支払われません。交通事故

に係る医療は自由診療とされ，休業補償や慰謝

料など手厚い給付が受けられる反面，医療機関

による治療費の価格高低により，損保会社との

間で支払いの際の様々なトラブルが発生しまし

た。そこで大蔵大臣（当時）の諮問を受けた自動

車損害賠償責任保険審議会（自賠責審議会）が，「新

たな診療報酬基準案を早期に決定することが肝

要である」と答申し，これを受けて日本損害保険

協会，自動車保険料率算定会（現在の損害保険料

率算出機構）が日本医師会の協力を得て協議を重

ねた結果，1989年（平成元年）６月に自賠責保険

診療費算定基準（以下，「新基準」）が策定されま

した。

診療費請求の実際

「新基準」は現行の「労災診療費算定基準」に準

拠し，薬剤など「モノ」については１点単価12円，

技術料については20％を加算した額が上限とさ

れ，実際は労災基準をやや上回る診療報酬となっ

ています。診療費の支払いについては，自賠責

保険の場合は請求書類受理日から２か月以内，

自賠責・任意一括の場合は翌月末日までに支払

うことを原則とし，各地域の実情に応じて協議，

決定されています。これら「新基準」は，現在で

は山梨県を除く全国46都道府県において採用さ

れており，実際の診療費請求は個々の医療機関

の裁量に任され（手挙げ方式），独占禁止法に抵

触しない形として医療側，支払い側が認識して

います。「新基準」は交通事故診療費の請求基準

であると同時に，診療費の請求・支払いに関す

る周辺問題の解決を図るという役割も担ってい

ましたが，策定から既に四半世紀が経過しよう

としている現在もなお，特に健康保険使用に係

るトラブルは後を絶ちません。

健康保険使用の状況

加害者が任意保険に加入していない場合，自

賠責保険の限度額を「超えた分」，あるいは入院

や手術の必要性から限度額を超えることが明ら

かであれば，加害者，被害者双方の負担を軽減

するために必要に応じて健康保険を使うことは

納得できます（日医）。交通事故に健康保険を使

用すると，患者の「損害」として算定されるのは

「窓口負担金のみ」であり，かつ患者の過失分は

「私病」として健保が負担するため，医療機関が

健保使用を承諾すれば「患者の損害額」から治療

に係るコストを大幅に節約できます。

しかし，加害者が任意保険に加入している場

合は自賠責限度額を超える分は任意保険から給
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付されますので，健保や医療機関にツケを回し

てまで加害者，被害者の負担を考慮する必要は

ありません。患者にも過失があり，その減額

（過失相当）分を「自己責任」として納得できなく

ても，患者が「人身障害補償保険」に加入してい

れば過失相当分も補償されます。現在，人身障

害補償保険はほとんどの自動車保険（任意保険）

にセットされているため，入院のように治療費

が高額になる場合でも健康保険を積極的に使用

する必然性はありません。

自賠責保険制度概要の周知

交通事故診療における健保使用は，本来，医

療機関，損保会社が患者にとってのメリット，

デメリットを十分説明し，患者自身の意志によっ

て決められなくてはなりません。これは医療側

（県医自賠委員会），損保会社（損害保険同業会），

自賠責損害調査事務所（損害保険料率算出機構）

で構成される宮崎県損害保険医療協議会（三者協

議会）における確認事項であり，「健保使用を強

制してはならない」というのは医療側，支払い側

の共通認識です。

しかし，患者のみならず自賠責診療や労災診

療に馴染みのない医療機関においても「難解な問

題」であり続けているため，前述の三者協議会に

おいて繰り返し「確認と合意」が得られているに

も拘らず，「健保を使用すると治療費を安く抑え

ることができる」「医療機関は保険証を窓口で提

示されれば（診療）拒否できない」「過失があるの

で健康保険を使う」などといった文言が飛び交い，

あろうことか「患者が健保使用に同意したのに診

療拒否ですか？」といった暴言さえも珍しくない

のが実情です。自賠責保険制度，特に健康保険

の使用については，医師会主催の自賠責保険研

修会などでその問題点に触れる機会は従来から

ありました。このような現実的な医療者への周

知，教育は，「指導」を行う立場の行政には期待

できず，今後も様々な機会を用意して医師会側

が行っていくべきだと考えます。

まとめ

今回は「自賠責保険における諸問題」と題して，

交通事故診療における原則論を紹介させていた

だきました。これに「過失相殺」，「人身障害補償

保険」の取扱いや医業類似行為業者（柔道整復師，

あん摩，鍼・灸）の参入が絡むと更に問題が複雑

化します。現在，TPP問題で金融庁の俎上に上

がっている「民間保険の現物給付化」問題は，医

療側と支払い側（民間保険会社）の様々なトラブ

ルの可能性を含んでいます。交通事故診療に限

らず，その対応については到底個々の医療機関

だけで解決できる問題ではないのです。

おことわり

本原稿は，宮崎市郡医師会報「醫友しののめ」

の平成26年３月号に掲載されたものですが，宮

崎市郡に限らず多くの方々に目を通していただ

きたいと考え，本誌への掲載をお願いしたもの

です。
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エ コ ー ・ リ レ ー

（474回）

（南から北へ北から南へ）

〔次回は，都城市の永野 由起先生にお願いします〕 〔次回は，日向市の首藤 敏秀先生にお願いします〕

スキューバダイビング

都城市 池之上整形外科 池
いけ

之
の

上
うえ

貴
たかし

開業を振り返って

日向市 やまうち泌尿器科内科 山
やま

内
うち

正
まさ

倫
みち

日向で開業して，もうすぐ

３年を迎えようとしており

ます。

振り返ればあっという間だ

なあと感じます。何もわから

ないところからスタートして

日々あたふたとしている間に

時間が過ぎていきました。

よく開業するとお金の回りが良くなるような

夢のような話を聞きますが，まず思い知ったの

は，働いても通帳残高が減っていくことがある

ということでした。勤務医時代（サラリーマン時

代）は仕事量にかかわらず，どんなことがあって

も給料の単位がマイナスになることはなかった

わけで，サラリーマンのころは感じなかった給

料というもののありがたみをしみじみと感じた

ものです。

と，マイナスイメージばかりではありません。

勤務医時代とは全く違う，楽しみもあります。

自分でも驚きましたが，学会会場にいる時間

が長くなったのもいい変化の一つです。少し，

宮崎市からはなれた所で開業してしまったので

普段なかなか勉強会に参加する機会がありませ

ん。昔は，学会と言えば少し観光気分（だいぶ…？）

で楽しみにしていたものです（もしかして僕だけ

でしょうか？？？）。が，勉強する機会が少なく

なると少し不安な気持ちがするもので学会で勉

強しようとする気持ちが強くなるのです（自分で

も意外です…）。取り留めのない文章になってし

まいましたが，いろいろ勉強しながら自分自身

を成長させていかなければいけないなと思う今

日この頃です。

私がスキューバダイビング

を始めたのは26歳です。こ

れまでに，国内，国外問わず

様々なダイビングスポットを

訪れました。なかでも20年前

のパラオ諸島でのダイビング

は衝撃的でした。30メートル

以上の透き通った海中で，魚

の大群，サメ，ウミガメ等が大挙して目の前を

通り過ぎていくのです。あの瞬間には日々の雑

踏なんか頭の中から全て消え去ってしまいます。

それ以来パラオには何度も通っています。透明

度でいえば，サイパンが群を抜いています。40

メートルぐらいの透明度で，少しの濁りも感じ

させないあの海は格別です。初めての海外ダイ

ビングを経験したのがヤップ島でした。当時（平

成８年頃）のヤップ島はまだまだ未開の地で，飛

行場に降り立つと，木枠牢屋の様な税関の中で

ヤップ人が気怠そうに入国スタンプを押してい

たのを覚えています。ヤップ島の海で初めてマ

ンタに遭遇したのですが，マンタが目前に現れ

た瞬間は時が止まっている様で，優雅に泳いで

いる姿は圧巻でした。いろいろと南方の島を訪

れる度に感じるのですが，太平洋戦争中，日本

軍がこの島で基地・飛行場を作り，荒れ地を開

拓して必死で頑張っていたのだなあと思うと感

慨深くもなります。パラオのペリリュー島では

壮絶な銃撃戦があり，海が真っ赤に染まったそ

うです。当時の戦車，大砲がそのままの姿で残っ

ていたのを覚えています。そして，つくづくこ

のまま平和な日本であってほしいと願うこの頃

です。
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あなたできますか？
―平成25年度 医師国家試験問題より―

（解答は85ページ）

１．診療情報を第三者に開示する際の個人情報の保護
として適切なのはどれか。
ａ 保険会社の同意が必要である。
ｂ 利用目的の特定は不要である。
ｃ 死者の情報の保護は不要である。
ｄ 特定機能病院では本人の同意は不要である。
ｅ 法に基づく保健所への届出に本人の同意は不要
である。

２．医療安全支援センターの機能について正しいのは
どれか。
ａ 医師と患者の利害調整
ｂ 医療訴訟の際の証拠保全
ｃ インシデントレポートの集計
ｄ 患者からの苦情や相談への対応
ｅ 医療過誤に対する民事責任の追及

３．過敏性腸症候群でみられるのはどれか。
ａ 嘔 吐
ｂ 下 血
ｃ 脱 水
ｄ 発 熱
ｅ 便 秘

４．聴診法による血圧測定について正しいのはどれか。
ａ マンシェットの中に聴診器のチェストピース全

体を差し込んで測定する。
ｂ 上腕動脈の上に聴診器を置き，血管雑音を確認

してから加圧を開始する。
ｃ 70㎜�まで速やかに加圧し，その後10㎜�ずつ

加圧しながら測定する。
ｄ K orotkoff音の第１点が確認できない時は，一

度完全に減圧してから再度測定する。
ｅ 減圧を進めてK orotkoff音が消失したら，すぐ

にバルブを全開にして急速に減圧する。

５．直腸指診で前立腺癌を疑う所見はどれか。
ａ 圧 痛
ｂ 石様硬
ｃ 弾性硬
ｄ 血液付着
ｅ 表面平滑

６．全体状態・疾患とそれに伴う貧血の原因の組合せ
で誤っているのはどれか。
ａ 妊婦 葉酸不足
ｂ 肝硬変 脾機能亢進
ｃ 子宮筋腫 鉄欠乏
ｄ 慢性腎不全 エリスロポエチン低下
ｅ 胃全摘後５～10年 ヘプシジン高値

７．80歳の女性。肺炎のため入院中である。症状が改
善したため退院を計画している。75歳で脳梗塞によ
り左不全麻痺となったが，リハビリテーションによ

り屋内杖歩行が可能である。排泄や食事も自立して
いる。主な介護者である夫は，自宅療養にあたって
経済的な不安を訴えている。
担当医が夫に勧める相談者として最も適切なのは
どれか。
ａ 薬剤師
ｂ 管理栄養士
ｃ 作業療法士
ｄ 理学療法士
ｅ 医療ソーシャルワーカー

８．36歳の女性。転倒し右膝部挫創を生じたため救急
外来を受診した。創部洗浄などの処置が行われ，抗
菌薬と鎮痛剤とが処方された。医師と看護師による
説明の後，処方薬を手渡す窓口で患者が薬剤師に質
問をした。
患者の質問で薬剤師が医師に確認すべきなのはど
れか。
ａ 「副作用はありますか」
ｂ 「傷は何日で治りますか」
ｃ 「薬の名前を教えてください」
ｄ 「お茶で飲んでも良いですか」
ｅ 「薬は冷蔵庫で保管するのですか」

９．２歳の男児。発熱と皮疹とに気付いた母親に連れ
られて来院した。前日の夜から胸部と腹部とに皮疹
が出現し，今朝から38.0℃の発熱がある。同居して
いる祖父が２週前に右頬の帯状疱疹に罹患している。
体温38.2℃。直径２～５㎜の紅斑が顔，胸部，腹部
および四肢に散在し，一部は水疱を伴っている。
この患児が４日後に再診したときに最も多く見ら
れる皮疹はどれか。
ａ 丘 疹
ｂ 水 疱
ｃ 痂 皮
ｄ びらん
ｅ 苔癬化

10．50歳の男性。右足先が上がらないことを主訴に来
院した。昨夜，泥酔して右脚を上にして脚を組んだ
状態で寝込んでしまったところ，今朝，目覚めたと
きに右の足関節を背屈できなくなっていた。徒手
筋力テストでは，左下肢はすべて正常，右下肢では
膝関節の屈曲伸展と足関節の底屈とは正常，足関節
の背屈は２と低下している。右下�外側と足背とに
感覚低下を認める。下肢の腱反射は左右とも正常で
ある。
障害されているのはどれか。
ａ 大�神経
ｂ 閉鎖神経
ｃ 坐骨神経
ｄ 脛骨神経
ｅ 総腓骨神経
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■全数報告の感染症
１類：報告なし。
２類‥�結核20例‥保健所別報告数を【図１】に示した。

患者が８例，無症状病原体保有者が12例であっ
た。患者はいずれも肺結核であった。性別は男
性８例・女性12例で，年齢別報告数を【表１】に
示した。

３類‥�腸管出血性大腸菌感染症２例‥宮崎市保健所及
び中央保健所管内で各１例ずつ報告された。
・１～４歳で，主な症状として腹痛，血便がみら
れた。原因菌の血清型はO121（V T2産生）。

・20歳代で，主な症状として腹痛，発熱がみられ
た。原因菌の血清型はO111（V T1，2産生）。

４類‥�Ｅ型肝炎１例‥宮崎市保健所管内で報告された。
50歳代で，主な症状として全身倦怠感，食欲不
振，黄疸，肝機能異常がみられた。

�つつが虫病17例‥宮崎市保健所管内４例，都城
保健所管内２例，日南保健所管内５例及び小林
保健所管内６例であった。年齢別報告数を【表２】
に示した。主な症状として頭痛，発熱，刺し口，リンパ節腫脹，発疹がみられた。

�日本紅斑熱２例‥宮崎市保健所管内及び日南保健所管内で各１例ずつ報告された。
・60歳代で，主な症状として発熱，刺し口，発疹，D IC，肝機能異常がみられた。
・70歳代で，主な症状として発熱，発疹がみられた。

５類‥�後天性免疫不全症候群１例‥宮崎市保健所管内
で報告された。40歳代男性でA ID S。指標疾患は
ニューモシスティス肺炎であった。

�侵襲性肺炎球菌感染症１例‥宮崎市保健所管内で
報告された。70歳代で，主な症状として発熱，嘔
吐，意識障害，項部硬直，髄膜炎，菌血症がみら
れた。ワクチン接種歴は１回であった。

�水痘（入院例）１例‥宮崎市保健所管内で報告され
た。０歳で，臨床診断例であった。主な症状は発
熱，発疹で，ワクチン接種歴はなかった。

�梅毒３例‥宮崎市保健所管内，都城保健所管内
及び日向保健所管内で各１例ずつ報告された。い
ずれも無症状病原体保有者で，男性１例・女性２
例であった。年齢別は20歳代２例，60歳代１例で
あった。

�播種性クリプトコックス症１例‥宮崎市保健所管
内で報告された。70歳代で，主な症状として発熱，
意識障害，項部硬直がみられた。

■５類定点報告の感染症
定点からの患者報告総数は5,901人（定点あたり151.1）

で，前月比238％と大幅に増加した。また，例年の105％と
多かった。
前月に比べ増加した主な疾患はインフルエンザと感染性
胃腸炎で，減少した主な疾患はヘルパンギーナであった。
また，例年同時期と比べて報告数の多かった主な疾患はイ
ンフルエンザとRSウイルス感染症であった。

宮崎県感染症発生動向 ～12月～
平成26年12月１日～平成26年12月28日（第49週～52週）

70歳代
５

80歳代
６

50歳代
１

60歳代
３

30歳代
１

５～９歳
１

表２ つつが虫病 年齢別報告数（例）

図１ 結核 保健所別報告数

宮
崎
市

都
城

延
岡

日
南

小
林

高
鍋

高
千
穂

日
向

中
央

報
告
数（
例
）

14

６

４

２

０

10

８

12

2014年12月 2014年11月
報告数
（人）

定点当
たり（人）

報告数
（人）

定点当
たり（人）

インフルエンザ 1,746 29.6 5 0.1
RSウイルス感染症 222 6.2 183 5.1
咽 頭 結 膜 熱 145 4.0 122 3.4
※溶レン菌咽頭炎 384 10.7 243 6.8
感 染 性 胃 腸 炎 2,775 77.1 965 26.8
水 痘 258 7.2 238 6.6
手 足 口 病 126 3.5 77 2.1
伝 染 性 紅 斑 4 0.1 1 0.0
突 発 性 発 し ん 130 3.6 144 4.0
百 日 咳 0 0.0 0 0.0
ヘルパンギーナ 35 1.0 67 1.9
流行性耳下腺炎 32 0.9 28 0.8
急性出血性結膜炎 1 0.2 0 0.0
流行性角結膜炎 41 6.8 35 5.8
細 菌 性 髄 膜 炎 0 0.0 0 0.0
無 菌 性 髄 膜 炎 1 0.1 0 0.0
マイコプラズマ肺炎 0 0.0 0 0.0
クラミジア肺炎 0 0.0 0 0.0

例年
との
比較
★
★

★

★

感 染 性 胃 腸 炎
（ロタウイルス） 1 0.1 0 0.0

★ 例年同時期（過去３年の平均）より報告数が多い
※ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

前月との比較

70歳代
３

80歳代
４

50歳代
１

90歳代
１

40歳代
１

60歳代
５

30歳代
２

20歳代
２

１～４歳
１

表１ 結核 年齢別報告数（例）
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インフルエンザの報告数は1,746人（29.6）で，
前月の約350倍，例年の約8.3倍であった。日南
（118.0）保健所からの報告が多く，年齢別では５
歳未満が全体の14％，５～９歳が32％，10～14
歳が29％，15～19歳が６％，20～59歳が16％，
60歳以上が３％を占めた。
RSウイルス感染症の報告数は222人（6.2）で前
月の約1.2倍，例年の約2.0倍であった。高千穂
（11.0），都城（9.2）保健所からの報告が多く，年
齢別では１歳が全体の約４割を占めた。
感染性胃腸炎の報告数は2,775人（77.1）で前月
の約2.9倍，例年の約0.9倍であった。小林
（175.7），日南（117.3）保健所からの報告が多く，
年齢別では１～２歳が全体の約４割を占めた。

■月報告対象疾患の発生動向〈12月〉
□性感染症
【宮崎県】定点医療機関総数‥13
定点医療機関からの報告総数は37人（2.9）で，
前月比106％と増加した。また，昨年12月（2.3）
の約1.2倍であった。
《疾患別》
�性器クラミジア感染症‥報告数25人（1.9）で，前月と同程度，昨年12月の約1.3倍であった。年齢
別では20歳代が全体の約4割を占めた（男性18人・女性７人）。

�性器ヘルペスウイルス感染症‥報告数１人（0.08）で，前月の約0.3倍，昨年12月の約0.1倍であっ
た（男性１人）。

�尖圭コンジローマ‥報告数１人（0.08）で，前月と同じ，昨年12月の0.5倍であった（女性１人）。
�淋菌感染症‥報告数10人（0.77）で，前月の2.0倍，昨年12月の5.0倍であった。10歳代及び30歳代
がそれぞれ全体の３割を占めた（男性10人）。

□薬剤耐性菌
【宮崎県】定点医療機関総数‥７
定点医療機関からの報告総数は21人（3.0）で前月比100％と横ばいであった。また昨年12月（2.7）の約
1.1倍であった。
《疾患別》
�メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症‥報告数19人（2.7）で，前月と同程度，昨年12月の約1.1倍
であった。70歳以上が全体の７割を占めた。

�ペニシリン耐性肺炎球菌感染症‥報告数１人（0.14）で，前月及び昨年12月と同じであった。
�薬剤耐性緑膿菌感染症‥報告数１人（0.14）であった（前月及び昨年12月報告なし）。

（宮崎県衛生環境研究所）

検 出 病 原 体 件

ウ
イ
ル
ス

インフルエンザウイルス A H 3型 ６

細

菌

Bordetella pertussis（百日咳菌） ４

Salm onella Schwarzengrund（O 4‥d‥1,7） １

ライノウイルス ７

EHEC（腸管出血性大腸菌）（O 111‥H-V T1,2） １

EPEC（腸管病原性大腸菌）（O 55‥H 7 eae） １

EHEC（腸管出血性大腸菌）（O 121‥H 19 V T2） １

EPEC（腸管病原性大腸菌）（O 20‥H 6 eae） １

RSウイルス 11

O 111抗原凝集抗体（×40倍） １

コクサッキーウイルスA 10型 １

コクサッキーウイルスA 16型 １

EPEC（腸管病原性大腸菌）（O 145‥H U T eae） １

Salm onella Infantis（O 7‥r‥1,5） １

報
告
数（
人
）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

性器クラミジア
12

6
4
2
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8
10 報

告
数（
人
）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

性器ヘルペス

1

0

2

報
告
数（
人
）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

淋菌
3
2
1
0

4報
告
数（
人
）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上

尖圭コンジローマ2

0

1

男 女

■病原体検出情報（微生物部）
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メディアの目

子どもの貧困を取材して

共同通信社 宮崎支局長

池
いけ

谷
たに

孝
たか

司
し

「この子，前歯がないな。親の経済状態は大丈

夫か」。子どもを見ると，ついそんなことを考え

る。厳しい家計は健康を直撃する。高熱の子に

「我慢しなさい」という親はいないが，歯の治療

は後回しにされがちだから，「虫歯は家計のバロ

メーター」になってしまう。

昨年７月，宮崎に異動するまで東京の社会部

で教育担当デスクをしていた。2009年，政権が

自民党から民主党に移る少し前から「子どもの貧

困」を取材し，１年間新聞連載した。それを「ル

ポ 子どもの貧困連鎖－教育現場のSO Sを追っ

て」（光文社）という本にまとめてもうすぐ３年。

子どもの貧困が常に頭にあるのはそのせいだ。

赴任先が決まり，宮崎日日新聞の連載「だれも

知らない～みやざき子どもの貧困」を読み返した。

毎回，悲惨な事例が出てきて「地方はより深刻か

も」と思えた。

「だれも知らない」というのは，その通りだ。

今も「日本にあるの？ごく一部だよね」と言われ

る。６人に１人の子が平均的な所得の半分未満

で暮らし，貧困状態にあるのに。それでも「子ど

もの貧困対策推進法」ができ，やっと広く認識さ

れるようになった。

貧困が見えにくいのは，見ようとしないと見

えない上，当事者が隠すからだ。子どもだって

貧乏だと思われるのは嫌だ。今は百円ショップ

やユニクロで安くてそこそこの物は買える。ス

マホだって皆持っている。外見だけでは分から

ない。だからこそ，「あれ？」と思ったら「大丈夫？」

と声を掛けることが大切だ。

私が取材した定時制高校の女子生徒は家庭の

事情でアルバイトを三つ掛け持ちし，深夜も働

いて，終電後，駅前の多目的トイレで寝泊まり

していた。半年取材を重ねると「親にも言ってな

いんですが」と話してくれた。腹痛でも病院に行

けない無保険の子，親の借金から保育園児が車

上生活していたケース，前日の給食のパンと牛

乳を朝食として出す保健室に集まる小学生も取

材した。どれも献身的な教師が支えたから見え

た貧困だ。服の汚れを見つけ，「おなかがすいた」

という声を聞いても見逃す教師は少なくない。

それでも，気づく機会が一番多いのは学校だろ

う。特に保健室の養護教諭は貧困や虐待に気づ

く機会が多い。

医師や歯科医もその可能性が大きい。「おかし

い」と感じたら，ぜひ「お節介」をお願いしたい。

解決は容易でないが，親に「大丈夫ですか」と声

を掛け，関係者と連絡を取って子どもの生活が

少しでも改善できれば，貧困の連鎖を断つこと

に一歩近づくはずだ。
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応用生理学分野（旧 生理

学第二講座）は宮崎医科大学

創設に伴い教室開講40周年

を迎え，また，平成７年よ

り丸山眞杉先生が教授に就

任されて20年目となります。

教室の近状として去年平成

26年４月より基礎臨床研究棟３階南に位置して

いた教室が５階東に移転しました。施設として

は，P2レベルの遺伝子組換え生物も扱える部屋

を新設し，分子生物学的な研究にさらに重きを

置けるようになりました。同じ５階フロアには，

統合生理学分野（旧 生理学第一講座），遺伝子

組換え動物の短期飼育・動物実験も行えるフロ

ンティア科学実験総合センター・生体生理機能

解析ラボと集約され，従来の“生理学”的な研

究手法も健在で，研究活動がし易い環境が整っ

たのではないかと思います。

また，教室員のご紹介として，丸山教授が去

年平成26年４月より医学部長に就任されました。

新しい教授室に落ち着かれる間もなく，医学部

長としての公務に加え，学生の講義，教室員と

の研究打ち合わせと多忙な毎日を送られていま

す。他の顔ぶれとしては，准教授の中島，助教

のラダ・マジェスタ（インド），ハリシュクマー

ル・マジェスタ（インド），教務職員の大村さゆ

りがスタッフとして在籍しています。また，大

学院生として山口優也，ユッタナ・ペンジャム

（タイ王国），チャヤポン・ジュタポン（タイ王国）

と，教室員の半数が外国籍の国際色豊かな教室

の１つです。また来年度から新たに外国籍の留

学生・大学院生が加わり，ついに教室の日本人

よりも外国人が多くなる予定です。このような

環境ですので，タイ王国のPrince of Songkla

U niversityや中国・上海交通大学からの医学部

生の短期留学受け入れや，インドのIndian Coun-

cilofM edicalResearchとの共同研究等，国際

交流にも積極的な参加をしています。

研究面においては，各教室員は「自分の興味あ

るテーマを，自由に，楽しく」をモットーに以下

の研究を，細胞から実験動物を使用した生体レ

ベルで行っています。

細胞線溶と細胞運動：線溶酵素の役割には血

栓の溶解以外にも，細胞の運動性や機能亢進と

いった細胞線溶機構が存在し，癌細胞の浸潤・

転移，炎症，血管新生，創傷治癒などの現象に

深く関わっています。現在，線溶酵素やその阻

害因子と糖尿病罹患における創傷治癒遅延など

の病態との関連性や制御機構の解明を進めてい

ます。

希少糖の生理活性：希少糖とは，自然界に大

量に存在する「天然型単糖」に対して，微量しか

存在しない単糖類と定義されています。この中

で，新規のリボース誘導体を用いて，その生理

活性機能を探求しています。今まで，ある種の

固形癌に対する増殖抑制や転移・浸潤抑制効果

が確認できました。この希少糖の癌の微小環境

内における間質細胞や炎症細胞との間で癌代

謝や相互作用への関与に対する研究を進めてい

ます。

学生教育においては，２年生の医科生理学の

講義・実習を担当しています。学生の間では進

級の鬼門であるとか，ウサギを使った深夜まで

続く実習の過酷さが伝承されているようですが，

学問としての医学・生理学への探求心と，その

基礎知識が臨床へと繋がるように考えられる応

用力を持てる学生を１人でも多く輩出したいと

考え，学生と接していきたいと思います。

（准教授 中
なか

島
じま

融
ゆう

一
いち

）

丸
まる

山
やま

眞
ま

杉
すぎ

教授

機能制御学講座
－応用生理学分野－

宮崎大学医学部だより
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南 那 珂 医 師 会

南那珂医師会では，毎月日南と串間でそれぞれ「在宅ケア研究会」を開催している。日南で

は今年１月で235回目の研究会だったので約20年前から継続していることになる。20年も前か

ら在宅医療の必要性に着目していたのかと驚いたが，当時，当医師会が「かかりつけ医モデル

事業」を担当，その事業の一環としてかかりつけ医とはどうあるべきかを検討し，在宅医療に

も目を向けるべきとこの研究会が設けられたようである。初期の頃の姿は不明であるが，現

在は医師会，歯科医師会，薬剤師会，社会福祉協議会，地域包括支援センター，訪問看護ス

テーション，居宅介護支援事業所，行政から日南保健所，日南市地域医療対策室等の担当者

が参加しての会である。内容は活動状況や具体的事例の報告，抱えている問題，取り組むべ

き課題の提言等を事業所や団体ごとにしてもらい，全体で意見を出し助言をしたり，あるテー

マを決めておいて，グループごとにその対応策を考えたり，講師を招いて勉強会をしたりと

他職種間のコミュニケーションと情報共有の場を提供している。

これとは別に日南市が事業主体となって昨年設置された「日南市在宅医療・介護連携推進協

議会」に医師会として参加している。在宅医療，介護をするにあたり，関係者が必要な情報，

欲しい情報を円滑に共有できるITシステムの開発を目的とした事業で，協議会の中で「ネット

ワーク構築W G」に参加して市の事業を支援しているが，ここに在宅ケア研究会20年の経験，

成果が活用されるであろうと期待している。

国の医療政策方針からみて，在宅医療は増々重視されるであろう。関係者に役立つ情報を

提供できる研究会に発展していくことを願う。 （中村 彰伸）

宮 崎 市 郡 医 師 会

宮崎市夜間急病センター小児科が内科・外科

と分かれ，県立宮崎病院敷地内に移転して９か

月が経過しました。移転前には様々なご意見，

ご批判がありましたが，小児科医会と宮崎大学

小児科，県立宮崎病院小児科の先生方のご尽力

と工夫で，何とか大過なく年を越すことができ

ました。特に快く二次救急の患者を受け入れて

いただいている，県立宮崎病院小児科の先生方

には感謝を申し上げます。また，宮崎市郡薬剤

師会，宮崎県放射線技師会の先生方にもご協力

いただき，誠にありがとうございます。時間外

の小児診療はたくさんの方々に支えられている

ということが実感できる９か月でした。今後と

もよろしくお願いいたします。 （�村 一志）

都城市北諸県郡医師会

新医師会病院の４月開院に向け準備を進めて

おりますが，現在の医師会病院と同時に診療が

出来ないので色んな問題があります。入院患者

さんの数を減らし，その間の入院や手術が何時

各郡市医師会だより
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まで可能か？ CT，M RI等検査，救急センターの

運営は続けられるか？など移転となると多くの

課題が出てきてます。今，苦しいですが，きっ

と笑顔で４月１日を迎えられるよう会員・スタッ

フ皆で頑張ります。 （山路 健）

延 岡 市 医 師 会

延岡市医師会病院は現在の地に10年前に移転

してきました。その時購入したM RIやCTが更

新の時期を迎え，昨年はM RIを1.5Ｔから３Ｔに，

本年はCTを16列から320列に更新します。最初

の購入は全額補助金で可能でしたが，今回は１

億円ほどの手出しが必要でした。この10年間で

医師会病院の資金は次第に減少してきており，

更なる減少はとても辛いものでしたが，投資し

なければじり貧になりますので，ここは頑張っ

て利用件数を増やす手を考えなくては，と思っ

ております。 （溝口 直樹）

日向市東臼杵郡医師会

年末の12月24日に看護学校の職員会議を開催

いたしました。協議事項は，２学期の反省を中

心に，学業成績，実習の状況報告が主なもので

した。状況報告を聞いて感じることは，高校か

ら現役で入学してきている学生の学習意欲や実

習意欲の低下です。中には，卒業間近のこの時

期に進路選択の間違いを口にする学生もいます。

当看護学校では，このような学生が出ないよ

う入試段階での面接チェック，入試科目の変更，

入学後のこまめな面談を行っているところです

が，改善につながらないのが現状です。

来年度は，将来を見据えた進路指導をしてい

ただけるよう高校と連携を取っていきたいと考

えています。 （渡邊 康久）

児 湯 医 師 会

年末の衆議院選，県知事選のダブル選挙で，

県医師会の推薦する候補者が全員当選され，ホッ

としたところで新しい年を迎えました。

今年はアベノミクスはどうなるのかなど，我々

の業界もまだまだ先行き不安なことばかりです

が，どうかこの一年が良い年になりますように

と願ってやみません。 （内田 俊浩）

西都市西児湯医師会

正月明けからインフルエンザの大流行で宮

崎県はついに定点あたりの患者発生数全国１位

となりました。西都地区では内科夜間救急外来

の体制が取れなくなった状況での大流行です。

休日明けは特に高熱の患者さんが朝早くから受

診されます。宮崎市夜間急病センターを受診さ

れた患者さんも多くいます。内科夜間外来が休

診となってもう２年近くなるため，早急に何ら

かの形で地域住民への救急医療体制を整える

必要があります。宮崎市郡医師会の先生方には

ご迷惑をおかけしており申し訳なく思っており

ます。 （杉尾 克徳）

西 諸 医 師 会

小林看護医療専門学校が今春の開校に向けて

最終段階に入りました。医師会，二市一町と学

校が一丸となって３年近く協議を重ね，また卒

後の地元定着のための独自の奨学金制度の設立

等，会員の意見を集約しつつ準備を進めて参り

ました。小林駅南の，遠くに霧島連山を望む素

晴らしい地に，将来の看護職を担う若者が集う

ことを期待しています。 （矢野 裕士）
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介 護 保 険 委 員 会

と き 平成26年11月17日a

ところ 県医師会館（テレビ会議：西諸）

金丸常任理事により開会，河野会長の挨拶が

あった。

まず，任期満了に伴う委員改選により，委員

長に石川智信先生，副委員長に三股俊夫先生の

就任，他の委員メンバーについて報告があり，

自己紹介があった。

また，河野会長より石川委員長へ「地域包括ケ

ア・認知症への対応」について諮問した。

その後，石川委員長の司会進行により以下の

とおり報告，協議が行われた。

１．主治医研修会について

石川委員長より毎年県から委託を受けて行

う介護保険主治医研修会について説明があり，

実施要領を確認の上，企画を行った。

２．地域包括ケアシステム構築に向けての各郡

市医師会の取組みについて

３．認知症への取組み（認知症地域医療支援事業

等）について

金丸常任理事より県からの委託事業「認知症

地域医療支援事業」等について説明があり，一

括して意見交換を行った。

４．特養入居者に係る医療行為について

立元常任理事よりアンケート実施について

説明があり，集計結果の途中報告があった。

５．県医師会在宅医療協議会について

６．在宅医療推進のための連携・スキルアップ

研修事業について

一括して牛谷常任理事より説明があった。

連携・スキルアップ研修事業については補助

金分配の説明，各郡市医師会の企画等につい

て協力を依頼した。

出席者－石川委員長，三股副委員長，牛谷・

山路・榎本・上山・川越・矢野・

鳥取部委員

（県医）河野会長，富田副会長，立元・牛谷（重複）・

金丸常任理事，米澤理事，竹崎次長，

鳥井元課長補佐

健 康 ス ポ ー ツ 医 学 委 員 会

と き 平成26年11月27日b

ところ 県医師会館

佐藤理事より開会，河野会長の挨拶に続き，

本会全理事協議会において，本委員会委員長に

押川紘一郎先生，副委員長に田中俊正先生，

帖佐悦男先生の就任が承認されたことが報告さ

れた。

次に，河野会長から諮問事項「スポーツメディ

カル医療機関ネットワーク（スポメディネット）

の再検討について」が示され，任期中に協議・答

申することとなった。その後，押川委員長の進

行で報告・協議が行われた。

―各種委員会―
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報 告

１．平成25年度県民健康セミナーについて

２月16日に開催した県民健康セミナー「豊か

な人生のために」について報告があった。

２．平成25年度県医健康スポーツ医学セミナー

について

平成26年２月８日に開催した県医健康スポー

ツ医学セミナーについて報告が行われた。

協 議

１．平成26年度県民健康セミナーについて

健康教育委員会との合同の講演形式で本年

度も健康スポーツ医学委員会から講演を１題

提案して行うことが承認され，テーマ・講師

案等について検討を行った。健康教育委員会

において最終決定される。

２．平成26年度県医健康スポーツ医学セミナー

について

テーマ・講師案について様々な意見が出さ

れた。執行部で検討し，平成27年２月中に開

催することが承認された。

３．宮崎県スポーツドクター連盟について

本連盟役員について，会則にしたがい県医

スポーツ医学委員会委員が務めることが承認

された。また，平成25年度の歳入歳出決算，

平成26年度事業計画・予算について協議し承

認された。

４．諮問事項「スポーツメディカル医療機関

ネットワーク（スポメディネット）の再検討

について」

スポメディネットの今後の方針について，

まずは委員宛てにパンフレット等を送付し，

実際どのくらいの利用があるか把握すること

となった。

５．みやざき東京オリンピック・パラリンピッ

クおもてなしプロジェクトとの関わり方に

ついて

県が立ち上げた同プロジェクトへの関わり

方について，今後の動きをみて検討していく

こととなった。

出席者－押川委員長，宮永・柳田・名越・

森委員

（県医） 河野会長，濱田副会長，佐藤・

川野理事，久永課長，�山主事

健 康 教 育 委 員 会

と き 平成26年12月１日a

ところ 県医師会館

小牧常任理事より開会，河野会長の挨拶に続

き，本会全理事協議会において，本委員会委員

長に中山健先生，副委員長に帖佐悦男先生の就

任が承認されたことが報告された。次に，河野

会長から諮問事項「県民への健康教育のすすめ方

について」が示され，任期中に協議・答申するこ

ととなった。その後，中山委員長の進行で報告・

協議が行われた。

報 告

１．平成25年度健康教育事業について

昨年度宮崎県医師会が開催した健康教育事

業（宮日新聞への掲載等），会員，各専門分

科医会が行った健康教育事業について報告を

行った。

２．平成25年度宮崎県医師会県民健康セミナー

について

「豊かな人生のために」をテーマに平成26年

２月16日に開催した。183名の参加があり大変

好評であった。

３．健康教育事業費補助事業について

本年度より開始した同補助事業について説

明があり，来年度も引き続き実施予定である

ことが報告された。
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協 議

１．平成26年度宮崎県医師会県民健康セミナー

について

本年度の県民健康セミナーの企画を協議し

た。開催時期は平成27年２～３月の日曜また

は祝日の予定で，テーマを「あなたの身体大丈

夫ですか？」とし，講演内容を健康スポーツ医

学委員会からの１題，もう１題を「感染症につ

いて」とすることが承認された。

２．諮問事項「県民への健康教育のすすめ方に

ついて」

任期中の答申のため，今後検討を重ねてい

くこととなった。

出席者－中山委員長，帖佐副委員長，�橋・

松本・竹中・糸数・楢原・谷口委員

（県医） 河野会長，濱田副会長，小牧常任理事，

久永課長，�山主事

医 学 賞 選 考 委 員 会

と き 平成26年12月25日b

ところ 県医師会館

上田理事より開会，濱田副会長の挨拶に続き，

本会全理事協議会において，本委員会委員長に

中山健先生，副委員長に松岡均先生の就任が承

認されたことが報告された。その後，今年度の

医学賞について協議した。

昨年発行された37巻第１号および第２号を対

象とし，各専門分科医会に事前に論文の推薦を

依頼したところ，４つの論文について推薦があっ

た。この４つ以外の論文も含め検討した結果，「過

疎地域に位置する当院の高齢者胆道内視鏡治療

の現状と問題点」（井上龍二先生他 第37巻第１

号）の１論文について，地域に特化した内容であ

る点等が評価され，医学賞受賞候補論文として

河野県医師会長に推薦することとなった。

出席者－中山委員長，松岡副委員長，河野・

濱田・小牧・上田・鮫島委員

（県医） 牧野課長補佐，�山主事

宮崎県医師会医療情報コーナー

県医師会館１階の「医療情報コーナー」では，分かりやすい医療や介護の本，闘病記のほか，

難病・認知症・健康増進や子育てに役立つ本・雑誌・D V Dなどを幅広く取り揃えています。

県民の皆様への貸出もしておりますので，お気軽にお立ち寄りください。パソコン情報検索，

ビデオ・D V Dの視聴もできます。

開室時間‥月～金曜日 10‥00～19‥00，土曜日 10‥00～18‥00

休 館 日‥日曜・祝日，12月29日～１月３日，８月14～15日，特別整理期間（３日間）

〒880-0023 宮崎市和知川原１丁目101番地

TEL 0985-22-5118 E-m ail‥tosho＠m iyazaki.m ed.or.jp
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「保険管理表」作成サービス
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県福祉保健部・病院局と県医師会との意見交換会

と き 平成26年12月２日c

ところ 県医師会館

今回は県医師会の主催であることから立元常

任理事の司会により開会。河野会長，佐藤福祉

保健部長，渡邊病院局長の挨拶の後，事前に郡

市医師会の意見も踏まえ，取りまとめた下記項

目について要望し，意見交換を行った。これに

対し県は現状を説明した上で，予算確保・維持

に全力で取り組んでいくとの回答があった。

要望事項

１．医師確保について（富田副会長）

・県内医師会病院における医師確保の整備に

ついて（宮崎市郡医師会）

・延岡市における医療体制の確保について

（延岡市医師会）

・医師輸出県からの脱却と「人財」の地産地消

による医師不足対策（西諸医師会）

２．子どもの発育段階に応じた医療の充実に

ついて（d村常任理事）

３．宮崎県周産期医療体制の維持のために

（濱田副会長）

４．スポーツランドみやざきについて（佐藤理事）

５．女性医師等の勤務環境改善策について（荒木

常任理事）

６．看護学校の運営について（佐藤理事）

・看護学校の運営，環境整備を含めた看護師

等養成所運営費補助金の基準額の見直しに

ついて（宮崎市郡医師会）

・看護学校運営にかかる補助金の増額及び早

期交付について（延岡市医師会）

・臨地実習における実習指導者確保に対する

補助金の増額，看護教育教材備品充実に

対する新たな事業の追加について（延岡市

医師会）

・看護学校運営助成金について（児湯医師会）

７．在宅医療推進のための提言（牛谷常任理事）

・在宅医療について（宮崎市郡医師会）

８．救急医療について（小牧常任理事）

・民間救急指定病院に対する公的補助金支給

について（南那珂医師会）

９．その他

・エボラ出血熱患者に対応する第一種感染

症指定医療機関の整備について（宮崎市郡

医師会）

・肝炎ウイルス検査および陽性者フォローアッ

プ事業の推進について（宮崎市郡医師会）

・地域災害拠点病院の高台移転に係る用地買

収及び造成並びに建設費用の交付金制度の

創設について（宮崎市郡医師会）

・県西地区の支援について（都城市北諸県郡

医師会）

・非営利ホールディングカンパニー型法人に

ついて（延岡市医師会）

出席者

【県福祉保健部】

佐藤部長，高原（福祉担当）・

日高（保健・医療担当）次長，

長倉医療薬務課長，松田長寿介護課長，

川原障害福祉課長，瀧口健康増進課長，

片平感染症対策室長
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【病院局】

渡邊局長，緒方次長兼経営管理課長，

松元県立病院整備対策監，

横山経営管理課課長補佐（総括）・

米良課長補佐（経営・財務担当）

【教育長】

内山スポーツ振興課健康教育担当

【医療薬務課】

重盛課長補佐，津田主幹（医務担当），

徳地主幹（地域医療担当），

児玉主幹（医師確保担当），

坂本副主幹（看護担当）

県医師会

河野会長，富田・濱田副会長，立元・吉田・

小牧・荒木・池井・牛谷・金丸・佐々木・

�村常任理事，上田・峰松・川野・佐藤・

佐々木・岩村・米澤・鮫島・糸数・内村

理事，大重事務局長，小川・竹崎次長，與・

久永課長，田e主事，杉田国保次長

県医師会在宅医療協議会入会のご案内

県医師会在宅医療協議会は，在宅医療に携わる医師の知識向上，情報交換，並びに在宅医療の

普及を目的に平成24年５月に会員130名をもって設立されました。

年数回の研修会開催のほか，現在は地域ごとの在宅医療ネットワーク構築に向け，役員，世話

人が奔走しています。また，在宅で困っていること，多職種連携の方法など会員同士の情報交換

のためにメーリングリストを運用しています。

ご興味のある先生は，ぜひご入会いただき，いっしょに在宅医療を推進していきましょう。ご

入会につきましては，県医師会地域医療課に入会申込書をご請求ください。

＊協議会に入会済みでメーリングリストに加入されていない先生は，事務局までメールアドレス

をお知らせください。

お問い合わせ先‥宮崎県医師会 地域医療課

TEL 0985-22-5118
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医師会立看護学校担当理事連絡協議会

と き 平成26年12月８日a

ところ 県医師会館

佐藤理事の司会進行のもと，河野会長から，「本

県の地域医療は医師会立看護学校の卒業生なし

には成り立たない。医師会立看護学校の厳しい

経営状況や新入生の確保の問題を県にご理解し

ていただき，今後も県と医師会が協力して努力

していきたい」という旨の挨拶があり，報告と協

議に入った。

報 告

１．平成27年度県に対する要望事項について

２．平成25年度看護学校卒業生および平成26年

度入学生の状況について

３．医師会立看護学校卒業者就業状況（平成17～

24年度）について

４．医師会立看護学校運営状況について

５．医師会立看護学校入学試験案内広告に

ついて

６．平成25年度看護教育充実支援事業費補助金

について

７．第45回中四九地区医師会看護学校協議会に

ついて

協 議

１．平成26年度看護師等養成所に係る補助金に

ついて

県医療薬務課より，看護師等養成所運営費

補助金と看護師等教育環境整備事業と看護教

育充実支援事業の３つの説明が行われた。看

護師等養成所運営費補助金は今年度から国庫

補助事業が廃止され，地域医療介護総合確保

基金を財源として実施される。ただし，本年

度は補助基準額の見直しをしないことが国の

条件の一つでもあったため，昨年度の条件と

同様に実施している。県内就職率の高い養成

所に少しでも多くの補助金がいくように，

県では平成25年度から独自に５段階の調整率

（0.96～1.04）を導入し，平成27年度まではこ

の調整率の幅で予算を確保する。全国の調整

率とあまり変わらない形で設定しており，３

年間，状況や実績等を整理して，調整率の幅

について考えていく。

看護師等教育環境整備事業については，県

医師会から強い要望があり，地域医療介護総

合確保基金による新規事業として確保した。

この補助額は県内就職率に応じて３段階（80％

以上が200万円，70％以上80％未満が150万円，

60％以上70％未満が100万円）で設定し，医師

会立の全課程が対象となる。地域医療介護総

合確保基金は，いわゆる新たな基金である。

出所が変わったので増額の可能性はあるが，

基金の財源がとても少なく，増額できるか未

定である。

看護教育充実支援事業は平成27年度が最終

事業年度であり，教員等養成支援と臨床実習

充実支援については，増額する方向で検討す

る。地域医療再生基金の積み増し分で配置し

たものであり，積極的な活用をお願いしたい。

２．看護学校に関する問題点について

看護学校の現状について意見が交わされ，

入学者の確保，新卒者の減少，男子学生の増

加，入学者の学力，教員のメンタルケア，実

習時間の減少，専任教員の確保等が課題とし
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て上げられた。

実習施設の調整が厳しいとの意見も多く，

県は「基本的には既存の学校が使っている実習

施設は侵さないという暗黙の了解のはずであ

る。医師会立の養成所には，１割を超えて入

学者を入れてはいけないと厳しい指導をして

いるが，５年一貫の所はあまり厳しくなく定

員の1.5倍を入れたりしており，実習施設の調

整が難しくなっている。医師会立の養成所を

侵してもらっては困ると，新しくできている

３年課程の養成所には厳しく話している。必

要があれば県からルールを守ってほしいと話

す」と回答した。

専任教員養成講習会について県から説明が

あった。県内の専任教員のうち未受講者12名

は来年度以降受講の必要があるが，宮崎での

開催の目処は立っていない。今年度は12の都

道府県で開催される。来年度は九州では福岡

のみが実施する。福岡には宮崎から２～３人

を受け入れてもらっていたが，各県から１人

のみの受け入れになるかもしれない。７月の

九州各県看護担当係長会議にて，福岡県以外

の九州各県で持ち回りでの開催を検討してい

くべきではないかとの議題が上がった。宮崎

県も将来的に実施しなければならない。宮崎

で開催する場合は，e-ラーニングを最大限導

入して，専任教員の負担を減らして実施した

い。受講料の助成も課題である。九州・関西

での開催や１年間の通信制コースのご利用も

検討いただきたい。

新たな基金になり県の負担が1/3あるから専

任教員養成講習会の開催が厳しいという県の

主張に対しては，消費税から社会保障に充て

るという約束で基金ができ，医療や介護に使

うように新たな予算が県に来ているので，負

担を理由に開催ができないのはおかしいので

しっかり主張してほしいとの意見があった。

平成31年までに看護職員を50万人増やすと

の大目標だが，養成の規制の厳しさは矛盾し

ているとの意見に対しては，県は「国が定めた

カリキュラムや規則等に基づき実施している。

看護教育の質は維持する。資格を持っていて

も今は働いていない人たちを働く場に引っ張

り出そう（掘り起こし）と国も力を入れようと

している。宮崎の場合，養成所の定員を増や

し過ぎても実習施設の取り合いの問題もある

ので，指導しながら行う」と回答した。

出席者―

宮崎―弘野・白尾副校長，中村事務長

都城―野田副校長・担当理事，若松事務係長

延岡―野田学校長，佐藤副校長・担当理事，

井野内事務長

日向―渡邊学校長，椎葉事務員

児湯―坂田学校主事（医師会理事），

黒木事務長

西諸―内村校長，遊木事務局長

県医療薬務課―坂本副主幹，村田主査，

丹波主任技師

（県医） 河野会長，富田副会長，立元常任理事，

佐藤（重複）・内村（重複）理事，

久永課長，瀬戸山主事
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九州医師会連合会第108回臨時委員総会

と き 平成26年11月21日�

ところ 大分オアシスタワーホテル

九州医師会連合会長である近藤大分県医会長

の挨拶の後，横倉日医会長が来賓祝辞を述べら

れた。

来賓祝辞 横倉日医会長

各地で様々な災害が発生している。特に８月

の広島市における大規模な土砂災害や９月末の

木曽御嶽山の噴火など多くの方々が犠牲になっ

た。被災された方々に心からお見舞いを申し上

げるとともに，お亡くなりになられた方々，ご

家族，関係者の皆様に衷心よりお悔やみ申し上

げる。また，これらの災害では，地域医師会，

会員が避難所での健康管理や検案などでご活躍

された。国民の生命を守るのは医師の専門家集

団である我々医師会であると強く実感をした。

本日，衆議院が解散をした。消費税増税先送

りの判断を国民に問うということが理由の一つ

である。増税すると経済成長が腰折れをすると

いう心配からであるが，経済成長がないと社会

保障財源が枯渇してしまう。非常に残念なこと

であるが，財源確保に向けて政府に訴えていく。

一方，控除対象外消費税の問題については，も

う少し詰める時間が出てきた。医療機関の立場

によって消費税の負担率が違い，課税転換を主

張する意見と，非課税のままの方がいいという

意見など，様々な立場がある。10％時に税制上

の解決を図るという表現で意見を取りまとめた

が，時間が出来たので解決策を作っていかなけ

ればならないと考えている。

産業界からの医療への参入の圧力がかかって

いる。一方で我々は公的医療保険で医療をして

いるがその財源が厳しいのも事実である。この

二つの間でどう対応していくか，国民の健康を

守るために医療を行っているという視点を忘れ

ずに対応をしていきたい。

報告

第344回常任委員会について

直前に開催された常任委員会について報告が

あった。

第114回九州医師会連合会医学会および関連行事

について

翌日，翌々日に開催される医学会及び関連行

事について日程の説明があった。

議事

第１号議案 第114回九州医師会連合会総会にお

ける宣言・決議（案）に関する件

翌日開催される総会に上程する宣言・決議（案）

について検討し，原案通り承認された。

講演

いわゆる「非営利ホールディングカンパニー型法

人」構想について

今村日医常任理事

複数の医療法人や社会福祉法人等について，

一体的な経営を可能とする「非営利ホールディン

グカンパニー型法人制度（仮称）」を創設すること

が「日本再興戦略」の中に盛り込まれ，１年間を

かけて制度上の措置を目指すこととされた。

これに対して日医は，この名称自体が株式会

社の持株会社を想起させ医療側にとっては抵抗

感があり時期尚早である等と反対しているが，

すでに閣議決定されており，構想自体を覆すこ
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とは不可能という当局の強い主張であった。

そこで日医は別の考え方を対峙させることで，

この制度を日医の考えのものにしていきたいと

考えている。私が出席をしている厚労省検討会

の案では，名称は「地域連携型法人」に，地域医

師会が積極的に関与できる制度とし，事業範囲

が都道府県単位から二次医療圏に狭められるな

ど，ある程度日医の考えが反映されてきた。参

加できる法人は医療法人だけでなく社会福祉法

人も対象であるが，社会福祉法人の中でも医療

を行っている社会福祉法人だけに限定するよう

主張している。今後も医療の非営利性を堅持し

た制度になるよう国に要請していく。

出席者―河野会長，富田・濱田副会長，

立元・吉田常任理事，大重事務局長，

小川・竹崎次長，與・久永課長，

大野課長補佐，喜入主事

女性医師メーリングリストのご案内

仕事や育児のちょっとした悩み相談やお役立ち情報の提供など，女性医師同士で気軽に情

報交換を行いませんか。女性医師であればどなたでも参加できます。医師会の会員・非会員，

現在の仕事の有無などは問いません。

≪お申し込み≫

E-m ail：w dr-adm in@m iyazaki.m ed.or.jp

FA X：0985-27-6550

※「女性医師メーリングリスト申込書」は，宮崎県医師

会ホームページのD octors Pageからダウンロードで

きます。

≪お問い合わせ≫

宮崎県医師会

TEL 0985-22-5118

FA X 0985-27-6550

担当 野尻・竹崎
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九州医師会連合会委員・九州各県医師会役員合同協議会

と き 平成26年11月22日	

ところ 大分オアシスタワ－ホテル

挨 拶 近藤稔九州医師会連合会長

みなさんおはようございます。早朝からの合

同協議会にご出席いただきまして有難うござい

ます。昨夜の大分の夜はいかがでしたでしょう

か。また，今日お越しいただきました方には，

ゆっくりと大分の温泉に入りながら，日頃お疲

れになっているお体を癒していただければ，幸

いに存じます。

日本医師会長の横倉先生には，大変お忙しい

中にもかかわらず九州医師会連合会にご出席い

ただきまして大変有難く思っております。また

今日は，合同協議会で中央情勢につきまして，

ご報告をいただくことになっております。この

合同協議会では，予め日医に対する意見・要望

等を九州各県に照会し，それらに対する日医の

回答・見解も含めてお話をしていただくことに

なっております。

今年度も各県より５題のご意見・ご要望がご

ざいます。

① A iにおける諸問題（熊本県）

②児童生徒の健康情報の管理分析が必要

（熊本県）

③医師臨床研修制度の見直しについて

（鹿児島県）

④「地域包括診療料」と「地域包括診療加算」に

ついて（沖縄県）

⑤柔道整復師の諸問題（熊本県）

現在は，少子高齢化社会が進んでおり，過疎

化におきましては消滅する危険のある状況の自

治体がございます。地域医療を我々が支えてい

くには大変難しい問題があるのではないかと考

えております。これからは現場の声を日医と共

に上げ，日医からも適切なご指導をいただきな

がら努めて参りたいと思っております。また，

講演終了後にいくつかの質問をお受けしてもい

いということですので，後程，ご発言いただき

ますようお願い申し上げます。どうぞ最後まで

ご清聴お願いいたしまして，簡単ではございま

すがご挨拶とさせていただきます。

座長選出

座長については，慣例として九州医師会連合

会長が務めているとの説明により，近藤会長が

座長に選出された。

中央情勢報告

座長である近藤会長により，横倉日医会長の

ご略歴の紹介の後，会が進められた。事前に照

会のあった質問等を踏まえ，横倉会長より「中央

情勢報告」と題し講演が行われた。

私たち医師というものは，国民の健康・生命

を守るということが一番である。そういう仕事

をしている専門職が一致団結して，強い医師会
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という集団を作っていかなければならない。医

師会というものを医学生にも理解してもらうた

め，全国の医大生宛てにD O CTO R -A SEとい

う雑誌を６万部無料配布し，最近では，高校か

らの要望も増えてきている。ただ一方では，学

校には届いているが学生には届いていないとい

う現状もあるようだ。会員が増えると，医師会

独自の情報収集・分析能力の強化や，機動力を

発揮できる体制が強化される等の利点が増えて

くる。まずは，郡市医師会のみに加入している

会員が全国に約35,000人もいるので，この人達

を日医まで入会させたいと思っている。

2025年という団塊の世代の方々が75歳以上に

なる年であり，その時を見据えて，どういう地

域医療体制を作っていくか，その中心にはかか

りつけ医が必要ということを我々は国民にいか

に理解をしてもらうかである。人が住める街，

これには国土交通省が調査したところ，人口500

人が住める街には何の施設があるのかという結

果で，郵便局と診療所であった。医師会活動と

いうのは，郡市区医師会の活動が基本であると

思っている。この郡市区医師会が，国民にいち

ばん身近なところにあるので，国民に信頼され

るようにしたい。我々の目標は，国民にとって

必要とする医療が過不足なく受けられる社会を

作り上げていくことである。

意見交換

講演終了後，意見交換に入った。熊本県より

A iにおける諸問題，児童生徒の健康情報の管理

分析等の説明がなされた。また柔道整復師の諸

問題として，打撲・ねんざ・挫傷のみに原則限

られている保険請求が，慢性疾患・変性疾患に

も施術保険請求されているのが現状とし，保険

請求を正しく行っているか保健所の立ち入り検

査を定期的に行う，保険診療の受領委託払いの

廃止，保険診療を全般的に廃止，養成校の新設

を認めない，施術所は一代限りとして新規開業

を禁止する，の５点について政府に働きかけを

求めた。これに対し横倉会長は，柔道整復療養

費は厚労省に専門の柔道整復療養検討専門委員

会を設置し，適切な療養費になるように検討し，

療養費の改定を行ってきている。これまではこ

のような審議会の場が全くなかったことからす

れば，少しは進歩したと考えている，とした。

出席者―河野会長，富田・濱田副会長，

立元・吉田・荒木・池井・金丸・

佐々木（幸）・�村常任理事，上田・

峰松・米澤理事，大重事務局長，

小川・竹崎次長，與・久永課長，

大野課長補佐，喜入主事
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第114回九州医師会連合会総会・医学会

と き 平成26年11月22日	

ところ 大分オアシスタワーホテル

総 会

開会の辞，国歌斉唱の後，平成25年11月１日

から平成26年10月31日までに逝去された，九医

連会員257名の御霊に対し黙祷が捧げられた。引

き続き，近藤九医連会長の挨拶，横倉日医会長・

広瀬大分県知事・釘宮大分市長の祝辞があった。

挨 拶 近藤稔九州医師会連合会長

九州医師会医学会は，古くは明治25年より開

催され，以来今日に至るまで実に120年以上にわ

たり，我が国における医学の向上発展に寄与し

て参りました。今日における九州医師会医学会

の発展があるのも，九州各県先人の並々ならぬ

ご尽力と結束力の賜物であり，本日，ここに第

114回目の歴史ある大会を無事迎えることができ

ましたことに対し，九州各県医師会の諸先輩方

並びに関係各位へ，改めて敬意と感謝の意を表

します。

さて，政府は成長戦略に医療を掲げ，安全で

安心な医療を格差なく公平に提供できるように

する規制を「岩盤規制」と称し，これを打破しよ

うとしています。混合診療等の解禁を意図して

おります。また，医療と介護などを一体的に提

供する非営利ホールディングカンパニー型法人

制度の創設も検討されております。市場経済社

会は営利を第一に考えています。医療に営利を

導入すれば，安全で安心な医療は提供できず，

地域医療の衰退が危惧されます。かかる状況の

中，我々は国民の健康と安心を担う専門家集団

として日医綱領に則り，医師としての高い倫理

観と使命感を胸に人間の尊厳が大切にされる社

会の実現のために邁進しなければならないと考

えております。

後程，その実現に向けて宣言・決議案を上程

いたしますので，会員各位の絶大なるご理解と

ご支援をお願い申し上げます。

来賓祝辞

１．横倉義武日本医師会長

私は２期目の会長就任にあたって，「地域を

支え，組織を強化し，将来の医療を考える」と

いう３つの基本方針を掲げました。今後，団

塊の世代が75歳以上となる2025年を見据え，

地域包括ケアを推進していくことが求められ

ております。その中心を担っていかなければ

ならない地域の医師会には，「かかりつけ医」

を中心として，地域行政と一体となって，地

域の実情を反映した，地域に即した形での「ま

ちづくり」に大きな期待が寄せられています。

一方，国の債務は1,000兆円を超え，我が国

の経済成長は伸び悩み，労働力人口も今後減

少することが見込まれています。また，高齢

化と医療技術の進歩によって医療費の増加に

も歯止めがかからない状況となっており，今

後も財政を緊縮しようとする立場から，規制

改革や成長戦略の名のもとに，公的医療保険

給付の範囲を狭める圧力が続いていくことが

予測されますが，その一方で，経済を再生す

るために，経済界は年間約40兆円に上る医療

費に何とか参入しようと様々な仕掛けをして

きます。その一つとして「選択療養」という提

案がありましたが，医療における規制の多く
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は，国民の生命と健康を守るためであり，我々

医療提供者側を守るものではありません。し

かし，一方で医療提供への自由度を少し広げ

てほしいという要望があることも事実ですの

で，そこをよく見極めて，変えるべき規制は

変え，守るべき規制は守らなければなりませ

ん。最終的には「患者申出療養」という名称

になり，また，安全性・有効性の確認と将来

的な保険収載が組み込まれたことで，我々と

しては従来の保険外併用療養における評価療

養の一つという落としどころを見出すことが

できたと思っております。今後，この制度が

蟻の一穴にならないように，健康保険法改正

の仕組み及び中医協の議論の中でしっかりと

手当していくよう準備しているところであり

ます。

こうした中，安倍首相は来年10月の消費税

率10％への引き上げを17年４月に１年半先送

りするとともに，衆議院を解散し，来月14日

に総選挙を実施すると発表しました。日本医

師会としましては，社会保障が雇用などを通

じて日本経済を支えている現実があり，社会

保障と税の一体改革は予定どおり実施すべき

であるとの見解に変わりはありません。引き

続き政府に対し，社会保障財源の確保に向け

て強く圧力をかけ続けてまいりたいと考えて

おります。

今後，先行き不透明な局面を迎えることが

想定されますが，いかなる状況になりまして

も，国民医療を守るという立場から執行部一

同，不退転の覚悟で立ち向かってまいります。

２．広瀬勝貞大分県知事

素人から見ても医療を巡る環境が随分変わっ

てきていると感じます。医療技術は日進月歩

し診断や治療も複雑化・多様化しております。

また，少子高齢化が進み，疾病構造も変わっ

てきています。人口減少が進んでおり，医療

提供体制の偏在，すなわち過疎・過密の問題

をどうするかも課題であり，見直しをしない

といけない状況です。地方も色々なことに取

り組んでおりますが，何と言っても医師・看

護師の絶対数が足りません。人材の育成，そ

して各地に定着していただくよう動いており，

その一例として大分大学医学部に地域枠を作

り，奨学金を出しています。また，無医地区

の問題もあり，へき地医療の充実に頭を悩ま

せていますが，大分県内の隅々まで医療が行

き渡るよう努力しております。今が非常に大

事な時期だと考えておりますので，九州医師

会連合会総会の成果に心からご期待申し上げ

ます。

３．釘宮盤大分市長

日本の人口減少は大きな課題で，合計特殊

出生率が1.43と若干回復したと言えますが，

このまま推移すれば2100年には人口が半減す

ると言われています。これは支えられる世代

が支える世代より多いことになり，医療・介

護といった社会保障費が増額となるのは誰

の目にも明らかです。人口減少による2040年

ショックが九州市長会の大変大きな課題で，

1,800の自治体のうち，半分がなくなると言わ

れております。最大の要因は働く場所がない

ことです。若者は仕事を求めて都会に出て行

きますが，都会は子どもを産み育てる環境が

整っていないので子どもを持つことを躊躇す

るのです。こういった状況をこれまで放置し

てきた国に最大の責任があると思っておりま

す。安倍政権は「地方創生」ということでよう

やく重い腰を上げましたが，衆議院解散選挙

のためこの問題は先送りされそうです。地方

自治体は保育園を増やしたり医療費の無料化

などできることは全てやってきましたが，人

口増加とはなりませんでした。都道府県別の

合計特殊出生率を見ると九州は上位10位以内
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に６県入っており，子どもを育てやすい状況

にあると言えます。東京に一極集中している

大企業の本社を地方に強制的に移すくらいの

ドラスティックな改革が必要で，それが日本

再生に繋がるものと思います。また，今後，

高齢化に伴い医療・介護の比重は大きくなり

ます。介護や医療が必要とならないよう予防

対策をどう取るかも自治体の課題です。

宣言決議

宣言決議の前に，議長の選出が行われ，

九医連会則第18条第２項の規定により九医

連会長で大分県医師会長の近藤稔先生を議

長とすることが決定した。

続いて，宣言・決議文（案）が朗読され，

採決の結果，賛成多数で原案を承認するこ

ととなった。

最後に，蒔本長崎県医師会長から，次回

の九州医師会連合会総会・医学会は，平成

27年11月14日	，15日
に長崎県をメイン

会場に開催をする旨挨拶があった。

医学会

特別講演Ⅰ 軍医たちの無念

作家・精神科医 帚木 蓬生

戦時中，大学に籍がありながら出陣したい

わゆる学徒出陣は，10万人いると言われてい

る。生存者最後の軍医は94歳ぐらいだろう。

医学部生の学徒出陣は，昭和20年から始まっ

た。４月に相模原の軍医学校に集まれという

命令があり，全国から1,650人が集まった。軍

医学校は大隊‐中隊‐区隊編成からなり，区隊長

によって訓練・教育が違った。

陸軍軍医になる道として，陸軍衛生部依託

学生の道がある。毎月手当をもらいながら，

１年生の時から訓練を受け，卒業後は軍医

学校へ，優秀生は陸軍学校でさらに訓練を受

けた。

当時，軍医補充制度によって45歳以下の医

師は軍医の道を選ばざるを得なかった状況で

あった。戦死者は卒業生の２～３割にのぼる

が，そうした戦没の先輩医師を弔う気運は，

どの大学の医学部でも極めて稀である。唯一，

東大医学部同窓会の有志が，先輩や同級生医

師たちの戦地と死地を調査し，寄付を募り2000

年に銅版のレリーフが完成した。戦没者の棺

を後輩が運び東大を目指すというレリーフで，

有志たちは医学部内の建立を希望したが，当

時の東大医学部教授会の反対にあい，医学部

構内ではなく，医学部に近い弥生門を出て道

ひとつ隔てた民家の石塀に張り付けられた。

私たち後世の医師は，先輩医師たちのこう

した無念の思いや歴史を決して忘れてはなら

ない。

特別講演Ⅱ おひとりさまの最期

社会学者・東京大学名誉教授

NPO 法人ウィメンズアクションネットワーク

理事長 上野 千鶴子

最期まで在宅で過ごしたいと希望する人が

増えている。自宅に居続けたいというのは高

齢者の悲願であるのに，介護の大変さなどか

ら，高齢者本人の持ち家であっても，本人で

なく家族が意思決定を行い，自宅から出され

て施設へ入居させられてしまう。このように，

「家族が居るばかりに在宅死出来ない」現状が

ある今の時代，家族の居ない「おひとりさま」

でも，外付けの介護・医療サービス（24時間対

応の巡回訪問介護，訪問医療，訪問看護等）さ

えあれば，在宅死は充分に可能であると考え

る。「在宅ひとり死」を支えるため，個人の経

済力や能力に関わらず誰でも利用できるシス

テム作りを急ぐ必要がある。

自宅でひとりで亡くなったら一括りに「孤独

死」と言われるが，大きなお世話である。在宅

ひとり死は，自分が選択すれば他の誰の意思

決定も要らない。キーワードは「“ぐずぐず，
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だましだまし”家に居続ける」。高齢で介護が

必要になっても，外付けの介護・医療サービ

スを利用しながら，何となく今日も明日も自

宅に居て，ある朝ひとりで亡くなっていた，

でいいのではないかと感じる。

決 議
我々九州医師会連合会は，政府に対し，次の事項を強く要求する。

一，国民皆保険制度の堅持
一，混合診療の全面解禁反対
一，TPP 条約批准反対
一，医療の営利産業化阻止
一，控除対象外消費税問題の抜本的解決
一，地域医療提供体制の整備充実
一，勤務医，女性医師の勤務環境改善・就業支援強化による医師不足・偏在の解消
一，看護師・准看護師の積極的養成
一，介護療養型医療施設の存続と地域医療に必要な病床の確保
以上，決議する。

平成26年11月22日
第114回九州医師会連合会総会

宣 言
我が国は国民皆保険制度によって，いつでも，どこでも，だれでも質の高い医療が受けられ，
健康長寿社会が支えられている。
少子高齢社会を迎え，政府は成長戦略に医療を掲げ，大胆な規制改革による医療費抑制策を検
討，提言している。
しかし，医療費支出目標上限設定は，管理医療の強化につながり，適切な地域医療の提供を阻
害する恐れがある。
TPPや非営利ホールディングカンパニー型法人制度（仮称）は，株式会社の医療経営参入を招き，
医療の非営利性を損なう危険性が大きい。
医療介護総合確保法により，全ての病院・有床診療所は病床機能を報告し，得られた情報にも
とづいて地域医療構想策定が義務づけられた。人口減少の現在，データ優位の机上再編は医師の
偏在，看護師不足に拍車をかけ地域医療の衰退を生じ兼ねない。
控除対象外消費税の抜本的解決がない限り，医療機関の健全経営と存続が脅かされ続ける。
以上のように，我が国の医療を取り巻く環境は極めて厳しく，全ての国民が安心して質の高い
医療を平等に受ける機会が失われる危機的状況にある。
我々九州医師会連合会は，医師としての高い倫理観と使命感を礎に，国民皆保険制度の形骸化
と地域医療の衰退を阻止し，国民の生命と健康を守るために一致団結して遁進することをここに
宣言する。

平成26年11月22日
第114回九州医師会連合会総会
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■国家戦略特区の医学部新設に警戒感
―横倉会長―

横倉義武会長は新年に当たってメディファク
スの取材に応じた。今後懸念される課題のうち，
国家戦略特区による医学部新設問題について「今
後の医師の養成数を，国としてどう考えるかに
ついて先行して議論しないといけない」として政
府内で“新設ありき”で議論が進められること
に警戒感を示した。
昨年末の衆院選で与党が大勝したことを受け，
医療界では医学部新設の議論が加速することを
懸念する声が出ている。そのような中，横倉会
長は昨年12月25日，首相官邸で安倍晋三首相と
会談し，医学部新設に関する問題点を直接説明
しながら，日医がこの問題に反対であるとの立
場に理解を求めた。
横倉会長は日医が医師国家試験合格者数と，
25歳人口から独自に算出した「同年齢のうち医師
になる割合」について言及。1976年で437人に１
人だった医師の割合が2014年には162人に１人と
なり，現在の定員が継続すれば30年には132人に
１人にまで割合が高まる点について触れ，「この
割合が社会全体の構成として良いのかどうかを
議論しないといけない」と指摘。「それでも必要
だと言うなら養成しないといけないだろうが，
まずはそういう議論を先行すべき」として，手順
を踏んだ検討を求め，“結論ありき”の議論を行
わないよう牽制した。
また，国会議員の中で医学部新設の問題点が
十分に認識されていない点にも懸念を見せ，医
学部新設に消極的な省庁などとの連携も視野に，
懸念材料についての情報発信を強める考えも示
した。

●改定幅は物価，人件費に見合ったものを
今年から議論が本格化する次期診療報酬改定
については「従来，診療報酬は物価および人件費
の上昇分をしっかり手当てすることとして改定
幅が決められるもの。アベノミクスの成功，地
方創生のためにも医療機関の地方経済への果た
す役割は大きい。物価上昇，人件費に見合った
ものは不可欠になる」と指摘。初・再診の議論に
ついては「医療機関の経営基盤は初診，再診，入
院基本料も含めて基本診療料でしっかり手当て
すべきだというのが基本的な考えだ。地方で医
療を確保しなければ地方に人が住めなくなる。
基本診療料を重視するというのが当然の姿勢」と

述べた。
昨年末にまとまった15年度税制改正大綱にも
言及。控除対象外消費税問題への対応について
は，医療界の見解として昨年秋に発表した文言
の中身がある程度反映され，問題解決に向けて
14年度大綱より踏み込んだとして一定の評価を
見せた。 （平成27年１月９日）

■財源確保・消費税問題の解決求め決議
―日医など40団体が総決起大会―

医療関係40団体でつくる国民医療推進協議会
（会長＝横倉義武・日本医師会長）は１月15日，
東京都千代田区の憲政記念館で「国民医療を守る
ための総決起大会」を開き，国民に十分な医療・
介護を提供するための適切な財源の確保や，医
療をめぐる消費税問題の抜本的解決を求める決
議を採択した。横倉会長は「政治家が財政を立て
直すという大きな役割を担っているのと同様，
医療従事者は国民の生命と健康を守る使命があ
る」と述べ，政府・与党に決議内容の実現を強く
求めた。
横倉会長は挨拶で，規制改革や成長戦略の一
環として公的医療保険給付範囲を狭める圧力が
今後も続くとの見方を示した上で「医療には国民
の安全を守り，健康を維持するための規制が設
けられている。そこを経済最優先の名の下に改
革しようとするなら，毅然として反対の声を上
げていく必要がある」と主張。「国民皆保険を堅
持し，国民が医療を過不足なく受けられる社会
を，持続可能なものにすることが重要。社会保
障・税一体改革を着実に進め，先延ばしされた
消費税が引き上げられるまでの間も必要な財源
を確保し，社会保障の充実に充てることを政府
に要望し続ける」と強調した。

●消費増税財源「すべて還元を」
会場では中川俊男，今村聡両副会長が大会の
趣旨を説明。中川副会長は国民医療を守るには
▽社会保障財源の確保▽国民の安全と安心のた
めに必要な規制を守ること▽適正な医療人材の
確保―が不可欠だと解説。このうち社会保障財
源の確保では，2015年度の消費税増収分のうち
２割を充てる「社会保障の充実」の中に，14年度
診療報酬改定による国庫負担分が含まれている
点を指摘。「15年度予算でいえば，その前の診療
報酬改定で増えた国庫負担は（充実分以外の）社
会保障を維持する分の財源を充てるべきではな
いか。社会保障充実の財源から持っていくと，

日医インターネットニュースから
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16年度は消費税率もそのままなので，診療報酬
プラス改定財源は無いということにならないか」
と訴えた。「消費税率引き上げは社会保障給付費
の公費負担財源が大幅に不足しているとの共通
認識があった。引き上げを決めた時，政府はそ
のすべてを国民に還元すると明言した。国民と
の約束を守るよう強く要望したい」とも述べた。
今村副会長は控除対象外消費税問題について
言及。消費税率の10％への引き上げが先送りさ
れたことには「解決策を講じるための環境整備を
する時間ができた，と捉えることもできる」と述
べ，10％に引き上げられる時に抜本的解決が図
られるように検討を重ねる必要があるとの認識
を披露。「国民が安心して良質な医療を受けら
れるには医療機関などの健全な経営は大前提。
消費税が10％になる17年４月，医療の消費税問
題に決着を付けようではないか」と結束を呼び掛
けた。
大会は約750人が出席。副会長の大久保満男・
日本歯科医師会長と山本信夫・日本薬剤師会長，
坂本すが・日本看護協会長が決意表明した。日
本臨床衛生検査技師会の宮島喜文会長が決議文
を読み上げ，日医の松原謙二副会長のコールに
合わせ気勢を上げた。 （平成27年１月20日）

■定額負担「まずは特定機能病院から」
―紹介状なし受診で中川副会長―

中川俊男副会長（医療保険担当）は，紹介状な
しで大病院を受診した場合の定額負担を導入す
る方針が決まったことについて，まずは特定機
能病院のみを対象とし，「その効果や影響を検証
しながら対象となる病院の拡大を検討していく
べき」と述べ，対象病院を段階的に広げていくの
が望ましいとの考えを示した。メディファクス
の取材に応えた。
中医協診療側委員を務める中川副会長は，紹
介状なしに大病院を受診した際の定額負担につ
いて，通常国会に提出予定の健保法等改正案な

ど「国会での審議状況を見ながら中医協で運用を
きちんと議論すべき。現時点では対象病院を特
定機能病院から始めるべきと提案したい。その
効果を確認した上で，一定規模以上の例えば500
床以上の病院，地域医療支援病院まで拡大でき
るかを議論すべき」との考えを示した。

●初診「１万円程度」，再診「5,000円程度」
さらに「勤務医の負担軽減につながることが重
要だ。選定療養である程度の高い金額を設定し
ても，都市部では患者の減少という効果が得ら
れるかは疑問。定額負担の負担額は１万円程度
が妥当ではないか」とした。その上で「問題は再
診患者であり，逆紹介しても当該病院を受診し
た場合の定額負担の仕組みをしっかり議論して
いくべきだ」と指摘。再診患者の定額負担として
は5,000円程度を目安に挙げた。
紹介状なしの大病院の受診時の定額負担につ
いては，選定療養で義務化する方針で，具体的
な運用は療養担当規則などで定める方向になっ
ている。
中川副会長は「選定療養で対応することは支持
する。ただ，中医協での健保法改正などの制度
改革の議論は，診療報酬改定論議とは切り分け，
十分な時間を確保した上で議論させてもらいた
い」と指摘した。
また，医師国保組合への国庫補助率の引き下
げについては，「日医としても大変厳しい結果と
受け止めている」との認識を示した。その上で「日
医は市町村国保を都道府県単位で統合すること
や，保険者間の財政調整が重要であり，財政面
での一体的な運用を提案してきた。医師国保に
ついても，こうした提案を踏まえて今後の在り
方を検討していただきたい」とした。医師国保の
今後の在り方は，日医内の医師国保組合に関す
る検討委員会で引き続き議論を進める見通しだ。

（平成27年１月27日）

このコーナーの記事は“日医インターネットニュース”から抜粋して掲載していますので，詳
細を知りたい方は日本医師会ホームページでご覧ください。毎週火・金に更新していますので全
ての記事が閲覧できます。
日医インターネットニュースへのアクセス方法
日本医師会（http://w w w.m ed.or.jp/）にアクセス
日本医師会ホームページ右上のメンバーズルームをクリック
メンバーズルームに入る方法
ユーザー ID‥会員 ID 番号（日医からの送付物の宛名シール下部に印刷されている10桁の数字）

を０も含め，全て半角で入力
パスワード‥先生の生年月日の６桁の数字を半角で入力

例）1961年５月１日生まれの場合，610501
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新薬紹介（その75）
今回は11月に薬価収載された持続型G -CSF製
剤ジーラスタ皮下注3.6㎎（一般名‥ペグフィル
グラスチム〔遺伝子組換え〕）と抗悪性腫瘍剤ボシュ
リフ錠100㎎（一般名‥ボスチニブ水和物）につい
て紹介いたします。
ジーラスタ皮下注3.6㎎（一般名‥ペグフィル
グラスチム〔遺伝子組換え〕）
ジーラスタ（一般名‥ペグフィルグラスチム〔遺
伝子組換え〕）はA m gen Inc.（米国）が創製した持
続型顆粒球コロニー形成刺激因子（G -CSF）製剤
です。遺伝子組換え技術によって大腸菌で産生
されたヒトG -CSFであるフィルグラスチムの
Ｎ末端にポリエチレングリコールを共有結合さ
せた蛋白質修飾体で，血中半減期が延長し，が
ん化学療法の１サイクルごとに１回の投与で効
果を発揮しますので，患者さんの負担軽減が期
待されます。顆粒球・マクロファージ系造血前
駆細胞の細胞表面に発現しているG -CSF受容
体に特異的に結合して好中球前駆細胞から好中
球への分化を促し，末梢血中の好中球数を増加
させると推察されます。
本剤は，2002年１月に米国で初めて「好中球減
少症の期間短縮または発熱性好中球減少症に代
表される感染症の発現頻度の減少」の適応が承認
され，現在は世界107の国と地域において承認さ
れています（2014年３月31日時点）。本邦では，「が
ん化学療法による発熱性好中球減少症の発症抑
制」を効能・効果として，2014年９月に承認され，
11月に協和発酵キリン株式会社から発売されま
した。
国内臨床試験の安全性評価対象例632例中，副
作用（臨床検査値異常を含む）の発現例は474例
（75.0％）でした。主な副作用は，LDH上昇162例
（25.6％），背部痛121例（19.1％），発熱91例（14.4
％），関節痛90例（14.2％）等でした［承認時］。ま
た，重大な副作用として，ショック，アナフィ
ラキシー（頻度不明），間質性肺疾患（0.5%），急
性呼吸窮迫症候群（頻度不明），芽球の増加（頻度
不明），脾腫（0.3％）・脾破裂（頻度不明），毛細
血管漏出症候群（頻度不明），Sw eet症候群（頻度
不明），皮膚血管炎（頻度不明）が起こることがあ
ります。

ボシュリフ錠100㎎（一般名‥ボスチニブ水
和物）
ボシュリフ錠（一般名‥ボスチニブ水和物）は，
慢性骨髄性白血病の発症及び進行に関与するBcr-
A blチロシンキナーゼ及び Srcファミリーキナー
ゼの選択的かつ強力な阻害剤です。Bcr-A blチ
ロシンキナーゼのA TP結合部位にA TPと競合的
に結合することにより，基質のチロシンリン酸
化を阻害するとともに，Bcr-A blチロシンキナー
ゼの直下に位置するSrcファミリーキナーゼ等の
下流のシグナル伝達系の数か所のポイントにお
いてもリン酸化を阻害し，BCR -A BL融合遺伝
子陽性の腫瘍の異常増殖を抑制します。また，
A bl及びSrcチロシンキナーゼに対する選択性が
高く，血小板由来増殖因子受容体（PD G FR）及び
K itチロシンキナーゼに対する阻害作用は低いこ
とから，PD G FRあるいはK itチロシンキナーゼ
阻害に起因すると考えられる有害事象を軽減で
きると考えられ，開発されました。
本剤は，2014年５月現在，米国，欧州連合諸
国をはじめとする世界35か国で承認されていま
す。本邦では，「前治療薬に抵抗性又は不耐容の
慢性骨髄性白血病」を効能・効果として，2014年
９月に承認され，12月にファイザー株式会社か
ら発売されました。
国内第Ⅰ/Ⅱ相試験において，安全性評価対象
例63例中，63例（100％）に副作用（臨床検査値
異常を含む）が認められました。主な副作用は，
下痢59例（93.7％），発疹30例（47.6％），A LT

（G PT）増加24例（38.1％）等でした（承認時）。ま
た，重大な副作用として，肝炎（頻度不明），肝
機能障害（60.3％），重度の下痢（12.7％），骨髄
抑制（57.1％），体液貯留（9.5％），ショック，ア
ナフィラキシー（頻度不明），心障害（6.3％），感
染症（36.5％），出血（15.9％），膵炎（3.2％），間
質性肺疾患（頻度不明），腎不全（頻度不明），肺
高血圧症（頻度不明），腫瘍崩壊症候群（頻度不
明）が報告されています。
〈参考資料〉

ジーラスタ皮下注3.6㎎，ボシュリフ錠100㎎
各添付文書・インタビューフォーム

（宮崎県薬剤師会薬事情報センター
永井 克史）

薬事情報センターだより（333）
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平成26年12月９日�第23回常任理事協議会

医師会関係

（議決事項）

１．日医社会保険診療報酬検討委員会への日医会

長諮問に対するご意見等について

平成26年度診療報酬改定の評価について，

専門分科医会，郡市医師会，理事の意見を

募集し，広く意見を確認し提出することと

なった。

２．１/８�（JA-AZM）新規集団指導（医科）の実

施について

７医療機関を対象に行われる新規集団指導

の後，県医師会主催で「指導・監査について」，

「県医師会の活動について」等の説明会を開催

することが承認された。

３．２/25a（県医）県医師会創立126周年記念医学

会について

毎年２月25日に開催している記念医学会に

ついて，例年通り，医神祭に引き続き医学賞

受賞者の講演と特別講演を行うこと並びに人

選等が行われた。

４．会費減免申請について

20年以上在籍かつ満年齢83歳に達するとし

て，高齢による会費減免（日医）４件並びに20

年以上在籍かつ満年齢80歳に達しているとし

て，高齢による会費減免（県医）１件が承認さ

れた。

５．業務委託について

①県訪問看護ステーション等整備調査事業に

ついて

→県内における訪問看護サービスに関する

ニーズ等の調査を行い，サービスの提供体

制が不十分な地域等を把握することにより，

整備等に活用することを目的とする委託契

約で，契約を締結することが承認された。

６．平成27年度特定健康診査等の集合契約に係る

提案について

診療報酬改定に伴う料金の変更を行った委

託料単価（基本的な健診項目8,300円）で，

例年通りの方法で契約を進めることが承認さ

れた。

７．宮崎県高齢者保健福祉計画の素案について

３年毎に見直しされている計画で，県の作

成した素案を，郡市医師会，介護保険委員会

委員，理事に確認し，意見を提出することと

なった。

（報告事項）

１．週間報告について

２．12/３a（ホテル中山荘）都城市北諸県郡医師

会忘年会について

３．12/５c（日医）日医地域医療対策委員会に

ついて

４．12/２�（県医）母体保護法指定医師審査委員

会について

５．12/６d（日医）日医家族計画・母体保護法指

導者講習会について

６．12/２�（県医）県福祉保健部・病院局と県医

師会との意見交換会について

７．12/８e（県庁）広域医療搬送訓練研究会に

ついて

８．12/７f（佐賀）女性医師支援センター事業

九州ブロック別会議について

９．12/９�（県医）治験審査委員会について

10．12/８e（県庁）県難病医療連絡協議会に

ついて
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11．日本プライマリ・ケア連合学会第10回九州支

部総会・講習会について

12．12/６d（福岡）九州学校検診協議会専門委員

会について

13．12/６d（福岡）九州各県学校保健担当理事者

会について

14．宮崎県内の医師会病院における医師確保に

関する請願の審査結果について（県議会議

長より）

医師連盟関係

（議決事項）

１．衆議員議員選挙九州比例区の推薦依頼対応に

ついて

九州比例区への次世代の党の推薦について，

執行委員による書面表決の結果，推薦を見送

ることが承認された。

平成26年12月16日�第９回全理事協議会

医師会関係

（議決事項）

１．１/15�（JA-AZM）九州厚生局及び宮崎県に

よる社会保険医療担当者（医科）の新規個別指

導の実施に係る立会について

７医療機関を対象に行われる新規個別指導

で，上田理事を立会人として派遣することが

承認された。

２．２/12�（日医）日医総研シンポジウム開催案

内および参加者派遣のお願いについて

「日本における医療ビッグデータの現状と

未来」をテーマに開催されるシンポジウムで，

荒木常任理事の参加と，日医から参加要請も

きていることから，各郡市医師会に案内する

ことが承認された。

３．３/５�（日医）医療政策シンポジウム開催案

内および参加者派遣依頼について

「少子高齢時代を乗り切れるか～医療・介

護の挑戦～」をテーマに開催されるシンポジ

ウムで，立元・金丸・佐々木（幸）常任理事の

参加と，日医から参加要請もきていることか

ら，各郡市医師会に案内することが承認さ

れた。

４．本会外の役員等の推薦について

①宮崎県小児慢性特定疾病審査会委員の推薦

について

→来年１月の改正児童福祉法の施行に伴

い，現在の県小児慢性特定疾患対策協議会

を改変し，新たに審査会を設置することに

なり，三宅和昭先生，�村理事に就任いた

だくことが承認された。

②宮崎県指定難病審査会委員の推薦について

→来年１月の難病医療法の施行に伴い，現

在の県特定疾患治療研究専門委員会を改変

し，新たに標記の審査会を設置することに

なり，神経内科及び脳神経外科領域の２名

の専門委員について，現委員の赤嶺俊彦先

生，河野寛一先生に就任いただくことが承

認された。

５．後援・共催名義等使用許可について

①３/８	（県医）日本保育園保健協議会九州

ブロック研修会の後援名義使用について

→保育園，医師，看護師，保育関係者等の

会員からなる非営利団体の九州ブロック研

修会が本会で開催されるものであり，名義

後援を行うことが承認された。

６．平成27年九州各県花粉情報の観測について

例年通り，花粉検索器を宮崎，都城，延岡

の３か所に設置し，関係機関の協力のもと観

測に協力することが承認された。なお，調査

期間は１/31～４/30，報道期間は２/１～４/

15となっている。

７．平成27年度地域医療介護総合確保基金に係る

事業提案について

県から事業提案募集実施要領に沿った事業
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の提案依頼があり，郡市医師会，専門分科医

会，病院部会，有床診療所連絡協議会に対し

て，１月末までに提案いただくよう依頼する

ことが承認された。

８．１/27�（県医）宮崎県地域医療・福祉推進

協議会代表者会について

１/15
（東京）国民医療を守るための総決

起大会を受けて代表者会を開催し，本国民運

動の目的に沿った内容の決議等を提案するこ

とが承認された。

９．２/28d（日医）平成26年度学校保健講習会

及び２/22f（日医）母子保健講習会の開催に

ついて

学校保健講習会へは�村常任理事が，母子

保健講習会へは濱田副会長が出席することと，

各郡市医師会に案内することが承認された。

10．宮崎県医師会医学賞選考委員会委員について

県医委員会規程の第５条により，医学賞選

考委員会の委員長に中山健先生，副委員長に

松岡均先生を全理事協議会で選出し，会長が

委嘱することが承認された。

11．１・２月の行事予定について

１月の追加行事と２月の行事について確認

が行われた。

（報告事項）

１．12/10a（支払基金）支払基金幹事会について

２．12/11�（ホテルメリージュ延岡）延岡市医師

会忘年会について

３．12/15e（江戸長）西都市西児湯医師会忘年会

について

４．12/10a（日医）都道府県医師会医事紛争担当

理事連絡協議会について

５．12/13d（県医）日医生涯教育協力講座セミナー

（TV会議）について

６．12/11�（県医）生活習慣病検診従事者研修会

（TV会議）について

７．12/11�（沖縄）・12c（東京）県外臨床研修病

院視察について

８．12/11�（宮崎市）社会保険医療担当者（医科）

の個別指導について

９．12/15e（県医）感染症危機管理・予防接種

実務担当研修会について

10．12/５c（県医）勤務医委員会について

11．12/10a（日医）子宮頸がんワクチンシンポ

ジウムについて

12．12/８e（県医）医師会立看護学校担当理事連

絡協議会について

13．12/16�（宮大医学部）県ドクターヘリ運航調

整委員会について

医師協同組合理事・運営委員合同協議会

（報告事項）

１．医協理事・運営委員合同協議会について

医師連盟関係

（議決事項）

１．１/９c（宮観ホテル）公明党宮崎県本部新春

の集いについて

平日の午前中の開催であるので，欠席する

こととなった。

（報告事項）

１．11/25�日医連執行委員会での自見英子候補

の挨拶文について

平成27年１月６日�第24回常任理事協議会

医師会関係

（議決事項）

１．厚生功労に係る平成27年秋の叙勲及び褒章候

補者の推薦について

郡市医師会に照会の結果，１名の申請があ

り，県医師会として推薦することが承認さ

れた。
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２．１/24d（大分）九医連第２回各種協議会に

おける提案事項に対する回答について

救急・災害は小牧常任理事，地域医療は池

井常任理事，医療保険は濱田副会長，在宅医

療は牛谷常任理事，介護保険は金丸常任理事

が中心に取りまとめを行い，回答することが

承認された。

３．４/４d（日医）ダライ・ラマ法王来日記念

講演会の開催について

県医師会役員への案内であり，出席希望者

は事務局に申し出ることが承認された。

４．後援・共催名義等使用許可について

①３/７�（宮日会館）宮崎県言語聴覚士会学

術集会の名義後援について

→テーマを「脳神経外科医そしてリハドク

ターからみる嚥下障害」として開催される

公開講演会であり，名義後援を行うことが

承認された。

②５/15�・16�（延岡・高千穂）第29回地域

医療現地研究会の後援依頼について

→保健・医療・介護福祉の連携による地域

包括ケアの向上を図るため，国保診療施設

の関係者が一堂に会し，施設視察，研究協

議を行う全国大会であり，名義後援を行う

ことが承認された。

③６/19�・20�（福岡）第12回アジアメディ

カルショー後援のお願いについて

→医療・ホームケア・福祉に関する機器及

び設備等の普及・促進を目的として４年に

１回福岡で開催されるものであり，名義後

援を行うことが承認された。

５．１/30c（神奈川）全国メディカルコントロー

ル協議会連絡会の開催について

担当理事の出席を検討することが承認さ

れた。

６．宮日新聞社生活情報誌「きゅんと」への寄稿文

のお願いについて

主に毎月２回，独身女性，既婚女性及びファ

ミリー層を対象に発刊している情報誌で，健

康教育の一環として専門分科医会等の協力を

得ながら，「H EA LTH（健康）欄」に引き続き

協力することが承認された。

７．平成26年度日医女性医師支援事業連絡協議会

の開催について

担当理事２名の出席が承認された。

８．地域医療介護総合確保基金に係る事業提案（介

護関係）について

平成27年度から新たに追加される介護分野

の事業について，県から事業提案募集実施要

領に沿った事業の提案依頼があり，市町村と

の関係が重要なことから，郡市医師会に対し

て案内することが承認された。

９．平成26年度日医臨床検査精度管理調査報告会

の開催について

調査結果の分析・検討を行うことによって

参加施設の質的向上を目的に開催される報告

会で，関係機関に人選を依頼し，派遣するこ

とが承認された。

（報告事項）

１．週間報告について

２．12月末日現在の会員数について

３．12/17a（ホテルシーズン日南）南那珂医師会

忘年会について

４．１/５e（宮観ホテル）新年賀詞交歓会に

ついて

５．12/18�（日医）日医医療秘書試験委員会に

ついて

６．12/24a（九州厚生局宮崎事務所）九州地方社

会保険医療協議会宮崎部会について

７．12/20d（県医）生活習慣病検診従事者研修会

（TV会議）について
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８．12/23�（日医）日医Ai学術シンポジウムに

ついて

９．12/17a（県庁）県DV被害者保護支援ネット

ワーク会議について

10．12/18�（県医）広報委員会について

11．12/25�（日医）日医医療IT委員会について

12．１/６�（県医）治験審査委員会について

13．12/20d（日医）がん登録推進法に関する

シンポジウムについて

14．12/20d（サンホテル）指導医のための教育

ワークショップについて

医師連盟関係

（議決事項）

１．２/20c（宮観ホテル）自由民主党宮崎市支部

新春政経懇談会のご案内について

野田聖子衆議員議員が演者となり開催され

る懇談会であり，協力することが承認された。

平成27年１月13日�第25回常任理事協議会

医師会関係

（議決事項）

１．１/29�（都城）九州厚生局及び宮崎県による

社会保険医療担当者（医科）の個別指導の実施

に係る立会について

１病院を対象に行われる個別指導で，佐々

木（幸）常任理事を立会人として派遣すること

が承認された。

２．２/５�（都城）九州厚生局及び宮崎県による

社会保険医療担当者（医科）の個別指導の実施

に係る立会について

１病院を対象に行われる個別指導で，上田

理事を立会人として派遣することが承認さ

れた。

３．本会外の役員等の推薦について

①宮崎県母子保健運営協議会委員の推薦に

ついて

→引き続き，濱田副会長の推薦と県産婦人

科医会，県小児科医会に推薦を依頼するこ

とが承認された。

４．後援・共催名義等使用許可について

①２/17�（シーガイア）第１回宮崎県民生委

員児童委員大会に対する名義後援の使用許

可について

→住民の立場にたって活動している内容等

を共有するとともに意見交換を行い，活動

の一層の充実をめざすことを目的に開催さ

れる大会であり，名義後援を行うことが承

認された。

②３/28�（K ITENビル）春の「すいみんの日」

市民公開講座2015宮崎に対する名義後援の

使用許可について

→睡眠の重要性に関する正しい知識の普及

啓発を図り，県民の心身の健康維持・増進

に役立てることを目的に開催される公開

講座であり，名義後援を行うことが承認さ

れた。

５．２/13c（東京）医療関連サービス振興会第24

回シンポジウムの案内について

「医療・介護総合確保体制への改革と医療

関連サービス－地域包括ケアシステムにおけ

る医療と介護の連携とは－」をテーマとして

開催され，担当の池井常任理事が出席するこ

とが承認された。

（報告事項）

１．週間報告について

２．１/７a（日医）日医生命倫理懇談会について

３．１/13�（宮観ホテル）九州地区健康教育研究

大会実行委員会について

４．１/８�（JA-AZM）新規保険医療機関への

説明会について

５．１/10d（日医）都道府県医師会「警察活動に協

力する医師の部会（仮称）連絡協議会・学術大

会について
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６．１/９c（第一宮銀ビル）県後期高齢者医療広

域連合運営懇話会について

７．１/10d（県医）日医生涯教育協力講座セミナー

（TV会議）について

８．１/７a（宮大医学部）県がん診療連携協議会

について

９．１/７a（宮観ホテル）病院部会・医療法人部

会合同理事会並びに新年会について

10．１/11f（県医）緩和ケアチーム研修会に

ついて

11．１/９c（日医）日医勤務医委員会について

医師連盟関係

（議決事項）

１．１/30c（東京）江藤拓衆議院議員政経セミナー

開催について

「希望ある未来を拓く」と題して開催される

政経セミナーについて，協力することが承認

された。

（報告事項）

１．１/10d（宮観ホテル）三師会合同新春懇談会

について

宮崎県医師会では，県医師会館で開催される

講演会・研修会に参加される医師（医師会員でな

くても可）のお子様を対象に本会館１階に臨時の

無料託児ルームを設置いたします。県医師会が

契約した保育士が対応いたします。

ご利用の場合は，事前の予約が必要となりま

すので，ご希望の方は開催日の２週間前までに

県医師会までご連絡ください。

お問合せ先

宮崎県医師会

TEL 0985-22-5118

FA X 0985-27-6550

担当 野尻・竹崎

宮崎県医師会無料託児サービスのお知らせ
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�� 県 医 の 動 き

１ （年始休業）

２ （年始休業）

３ （年始休業）

５
新年賀詞交歓会（会長）
仕事始め式（会長）

６
治験審査委員会（富田副会長他）
第24回常任理事協議会（会長他）

７

日医生命倫理懇談会（日医）（会長）
県がん診療連携協議会（池井常任理事）
病院部会・医療法人部会合同理事会並びに
新年会（池井常任理事）

８
社会保険医療担当者（医科）の新規集団指導
新規保険医療機関への説明会（会長他）

９
県後期高齢者医療広域連合運営懇話会

（小牧常任理事）
日医勤務医委員会（日医）（金丸常任理事）

10

都道府県医師会「警察活動に協力する医師の部会」
（仮称）連絡協議会・学術大会（日医）

（立元常任理事）
日医生涯教育協力講座セミナー（TV会議）

（会長他）
三師会合同新春懇談会（会長他）

11 緩和ケアチーム研修会（牛谷常任理事）

13
九州地区健康教育研究大会実行委員会（会長）
医協打合せ会（立元副理事長）
第25回常任理事協議会（会長他）

15

社会保険医療担当者（医科）の新規個別指導
（上田理事）

県高齢者サービス総合調整推進会議
（金丸常任理事）

国民医療を守るための総決起大会（東京）
（立元常任理事他）

特定健康診査等従事者研修会（TV会議）（会長他）
県産婦人科医会常任理事会（濱田副会長他）
広報委員会（富田副会長他）

16

地方公務員災害補償基金県支部審査会
（吉田常任理事）

宮崎市郡医師会新年例会しののめ医学会特別
講演会（会長）

17
産業医研修会（TV会議）（佐々木常任理事他）
医療メディエーター研修会視察（愛媛）

（富田理事長他）

19
医師国保組合定例事務監査（秦理事長他）
県内科医会会誌編集委員会（小牧常任理事他）

20

県感染症対策審議会（吉田常任理事）
都道府県医師会長協議会（日医）（会長）
日医連執行委員会（日医）（河野委員長）
都道府県医師会長協議会・日医連執行委員会合
同新年会（日医）（会長）
医協理事会（富田理事長他）
第26回常任理事協議会（富田副会長他）
医師国保組合ロコモ啓発推進委員会

（�村常任理事他）

21
日本プライマリ・ケア連合学会九州支部総会・
講習会実行委員会（金丸常任理事他）

22 県内科医会学術委員会（小牧常任理事）

23

日医公衆衛生委員会（日医）（吉田常任理事）
医師国保組合理事会（秦理事長他）
宮崎サブユニットセンター地域エコチル調査
運営協議会（延岡保健所）（濱田副会長）
県外科医会理事会

24

九医連各種協議会（第一部）（大分）（富田副会長他）
九医連常任委員会（大分）（会長）
九医連各種協議会（第二部）（大分）（富田副会長他）
九医連各種協議会報告会（大分）（会長他）

26 広報委員会（荒木常任理事他）

27

県地域医療・福祉推進協議会代表者会（会長他）
九州地方社会保険医療協議会宮崎部会

（濱田副会長）
第10回全理事協議会（会長他）
医協理事・運営委員合同協議会（会長他）
各郡市医師会長協議会（会長他）

28
労災診療指導委員会（川野理事）
労災部会役員・労災診療指導委員・自賠委員と
の懇談会（川野理事他）

30

日医「2020.30」推進懇話会（日医）
（荒木常任理事他）

全国メディカルコントロール協議会連絡会
（神奈川）（佐々木常任理事）

相続税対策セミナー（TV会議）（富田理事長他）

31
自賠責保険研修会（会長他）
県産婦人科医会冬期総会（濱田副会長他）
綾部隆夫先生叙勲受章祝賀会（会長）

（１月）
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本日，ここに故高山淳先

生の告別式が執り行われる

にあたり，宮崎市郡医師会

を代表して，謹んで哀悼の

意を表し，お別れの言葉を

申し上げます。

この度の先生のご訃報に接し，会員一同深い

悲しみに包まれております。

今，こうして葬送の列に加わり，奥様をはじ

め，ご親族の皆様方のご心中をお察し申し上げ

ますとき，お悲しみは如何ばかりかと胸塞がる

思いでございます。

先生は，大正13年１月16日，佐土原町におい

てお生まれになり，幼少にしてその才誉れ高く，

長じて医学の道に志を立てられ，昭和23年３月，

旧制九州高等医学専門学校，現在の久留米大学

医学部を優秀な成績でご卒業になり，同大学医

学部や県立宮崎病院においてご研鑽をつまれ，

昭和38年１月にお父様の故高山虎太郎先生が院

長であられた佐土原病院にお勤めになりました。

その後，平成11年６月，当時病気療養中のお兄

様故高山正巳先生より院長職を引き継がれ，医

師として長年にわたりひたすら医療現場の第一

線において，昼夜の別なくご診療に従事され，

地域医療の充実と地域住民の健康福祉の向上発

展にご尽力されてこられました。先生の誠実で

飾り気のない，そして温かいお人柄は，地域の

人々にも親しまれ，多くの患者さんから信望を

集めて，地域に根ざした診療活動を展開され，

我々医師会員にとりまして，正に範たるもので

ありました。

また，ご多忙な診療の傍ら学校保健活動にも

ご尽力され，佐土原小学校の校医として児童の

健康管理と健康増進に積極的に取り組まれ，学

校保健の向上に多大のご貢献をいただきました。

一方，診療を離れましては，カメラ，旅行，

寒蘭がご趣味であったと伺っており，よくカ

メラ持参で旅行をされていたとお聞きしており

ます。

ご家庭にありましては，一男一女に恵まれ，

ご長男の孝治先生は，ご立派に先生のご意志を

継がれておりますので，後顧の憂いなきものと

存じます。

高山先生，惜別の情，尽くし得ませんが，こ

こに謹んで先生のご霊前に哀悼の意を捧げ，地

域医療に対する永年のご功績に心から感謝と敬

意を表し，ご冥福をお祈り申し上げ，お別れの

言葉といたします。

先生どうぞ安らかにお眠り下さい。

平成27年１月13日

公益社団法人宮崎市郡医師会

会長 川 名 隆 司

追 悼 の こ と ば

宮崎市郡医師会

高
たか

山
やま

淳
きよし

先生

（大正13年１月16日生 90歳）

弔 辞
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今日の治療指針，治療薬マニュアル
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ニューメンバー

住 所 宮崎市清武町

専門科目 外科，精神科

家 族 母（68），猫（1）

略 歴

平成12年 宮崎医科大学医学部卒業

同 年 宮崎医科大学第１外科入局

平成26年10月 あけぼの診療所

趣 味 読書

抱 負 宮崎医科大学卒業後，宮

崎大学第１外科で外科医として勤務し，

大学院時代には精神科病院で修行をし

ました。外科専門医・精神科専門医と

いうユニークな経歴の持ち主です。

平成26年10月宮崎市田野町にあけぼ

の診療所を開設しました。一般診療な

らびに在宅医療・緩和医療において地

域医療に貢献していきたいと考えてお

ります。ご指導・ご鞭撻のほど宜しく

お願い申し上げます。

���������������������������������������������������������������

宮崎市
あけぼの診療所

國
くに

枝
えだ

良
よし

行
ゆき

新入会員と新規開業会員をご紹介するコーナーです。

医師国保組合だより

宮崎県医師国保組合員の皆様へ

第19回歩こう会について（予告）

保健事業の一環として，毎年恒例の「歩こう会」を実施します。

◎詳細については，後日，組合員宛にお知らせしますので，その

際にお申込みください。

日 時 平成27年３月15日f
※時間は前後する可能性がありますが，県医師会館に集合して

貸切バスで９時出発，16時頃会館到着予定となります。

（県北方面の方は現地集合可）

場 所 道の駅北浦（延岡市北浦町）
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日本医師・従業員国民年金基金のご案内
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団体所得補償保険

（SJN K 14-10785平成26年10月28日作成）
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ドクターバンク情報
（無料職業紹介所）

本会では，会員の相互情報サービスとしてドクターバンク（求人・求職等の情報提供）を設置しておりま
す。登録された情報は，当紹介所で管理し秘密は厳守いたします。
現在，下記のとおりの情報が寄せられております。お気軽にご利用ください。
お申込み，お問合せは当紹介所へ直接お願いいたします。
また，宮崎県医師会ホームページでも手続きと情報のあらましを紹介しておりますのでご覧ください。

３．求人登録 85件 326人 （人）

募 集 診 療 科 目 求 人 数
内 科 103
外 科 33

精 神 科 19
循 環 器 科 ８

消 化 器 内 科 12

呼 吸 器 内 科 10
リハビリテーション科 ４
総合診療科・内科 ７
神 経 内 科 ７

整 形 外 科 25

脳 神 経 外 科 12

救 命 救 急 科 ８

小 児 科 ２

泌 尿 器 科 １

麻 酔 科 11

健 診 ３

そ の 他 32

検 診 ４
皮 膚 科 ３
人 工 透 析 ４

産 婦 人 科 １

眼 科 ６
放 射 線 科 10

在 宅 担 当 医 １

常 勤 非 常 勤
76 27
27 ６
20 ５
17 ２
７ １
９ ３
10 ２
８ ３
５ １
９ １
１ １
９ １
４ ―
６ １
６ １
８ ―
１ ２
１ ―
― １
２ ２
２ １
４ ―
１ ―
27 ５

合 計 326 260 66

１）男性医師求職登録数 ５人 （人）

希 望 診 療 科 目 求 職 数
内 科 ４

常 勤 非 常 勤
２ ２

外 科 １ １ ０

１．求職者登録数 ５人

平成27年１月16日現在

２）女性医師求職登録数 ０人

２．斡旋成立件数 49人

男性医師
平 成 26 年 度 １

女性医師 合 計
１ ２

平成16年度から累計 35 14 49
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求 人 登 録 者（公開）
※求人情報は，申し込みが必要です。宮崎県医師協同組合，
無料職業紹介所（ドクターバンク）へお申し込み下さい。

登録番号 施 設 名 求人数 勤務形態募 集 診 療 科所 在 地
160011 赤十字血液センター 宮 崎 市 検診 ３ 常勤・非常勤
160013 医）三晴会 金丸脳神経外科病院 宮 崎 市 脳外，整，放，麻，内 10 常勤・非常勤

160020 財）弘潤会 野崎病院 宮 崎 市 精，内 ２ 常勤

160031 社医）同心会 古賀総合病院 宮 崎 市 呼，神内，眼，総診，呼外，
臨病，乳外，整外，麻酔 11 常勤

160033 医）如月会 若草病院 宮 崎 市 精 ２ 常勤

170046 医）社団善仁会 市民の森病院 宮 崎 市 消内，内泌糖内，呼，リウマチ，
神経内,健診 ６ 常勤・非常勤

170048 医）慶明会 けいめい記念病院 国 富 町 内，放，在宅医療 ３ 常勤
180082 国立病院機構宮崎東病院 宮 崎 市 内，神内，整，消内 ５ 常勤
190087 宮崎市郡医師会病院 宮 崎 市 消内，呼内，総診 ６ 常勤
190094 医）耕和会 迫田病院 宮 崎 市 内，外，整 ８ 常勤・非常勤

200104 医）社団善仁会 宮崎善仁会病院 宮 崎 市 内，外，救急，呼外，婦人 ７ 常勤
200105 医）誠友会 南部病院 宮 崎 市 内，外，放 ３ 常勤
210110 医）幸秀会 大江整形外科病院 宮 崎 市 整 １ 常勤

230146 財）潤和リハビリテーション振興財団 潤和会記念病院 宮 崎 市 内，神内，外，整外，脳外，
リハ，麻酔，救急，緩和ケア 10 常勤

160010 特医）敬和会 戸嶋病院 都 城 市 内，消内,整,神内 ７ 常勤・非常勤

170057 医）清陵会 隅病院 都 城 市 内，外，整 ３ 常勤

210118 慈英病院 宮 崎 市 内，外,整 12 常勤・非常勤

160018 医）宏仁会 メディカルシティ東部病院 都 城 市 内，救急，放射，脳外，外，
眼,透内,皮膚 ８ 常勤

230128 医）真愛会 高宮病院 宮 崎 市 内，精 ２ 常勤
230132 医）康友会 青島クリニック 宮 崎 市 内 １ 常勤

160017 医）ブレストピアブレストピアなんば病院 宮 崎 市 乳外，内，麻 ３ 常勤

190095 医）慶明会 宮崎中央眼科病院 宮 崎 市 眼 １ 常勤

230139 介護老人保健施設サンフローラみやざき 国 富 町 内，外 ２ 常勤
230143 医）社団孝尋会 上田脳神経外科 宮 崎 市 脳外,内 ２ 常勤

230144 宮崎生協病院 宮 崎 市 総内,呼吸内,消化器内,
健診 ８ 常勤・非常勤

190096 医）晴緑会 宮崎医療センター病院 宮 崎 市 消化，麻，循,リハビリ ５ 常勤・非常勤

230148 医）コムロ美容外科 宮 崎 市 美外，形成外，外，麻酔 ８ 常勤・非常勤

160008 医）正立会 黒松病院 都 城 市 泌 １ 非常勤

180081 医）恵心会 永田病院 都 城 市 精 １ 常勤
190092 都城市郡医師会病院 都 城 市 内，呼 ６ 常勤

180064 国立病院機構都城病院 都 城 市 消内，内，呼内，総合内 ４ 常勤

230134 医）慈光会 宮崎若久病院 宮 崎 市 精 １ 常勤

230161 医）建心会 滝口内科医院 宮 崎 市 内 ２ 常勤・非常勤
230164 宮崎県保健所 宮 崎 市 公衆衛生 ３ 常勤

210114 藤元病院 都 城 市 精，内 ３ 常勤

230165 野崎病院健診センター 宮 崎 市 健診 １ 非常勤

230127 医）倫生会 三州病院 都 城 市 外，内，整 ７ 常勤・非常勤
230133 介護老人保健施設すこやか苑 都 城 市 不問 １ 常勤
230137 医）宏仁会 海老原内科 都 城 市 内 １ 常勤

※下記の医療機関は，公開について同意をいただいております。
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登録番号 施 設 名 求人数 勤務形態募 集 診 療 科所 在 地

160034 特医）健寿会 黒木病院 延 岡 市 外，内，緩ケア ６ 常勤・非常勤

160036 医）久康会 平田東九州病院 延 岡 市 内，外，麻，精，神内，
脳神経，老施，心内 ５ 常勤・非常勤

190086 早田病院 延 岡 市 内 １ 常勤
200100 医）育生会 井上病院 延 岡 市 産婦，内,小 ３ 常勤
200102 延岡市医師会病院 延 岡 市 消内，消外，内 ５ 常勤
210109 延岡市夜間急病センター 延 岡 市 内，小 ２ 非常勤

160039 医）誠和会 和田病院 日 向 市 外，内，整，神内 ６ 常勤

160006 都農町国保病院 都 農 町 内，放，外 ３ 常勤

160023 医）宏仁会 海老原総合病院 高 鍋 町 整，内，総合診療，麻，眼，
健診，循，脳 10 常勤・非常勤

230170 介護老人保健施設なでしこ園 高 鍋 町 内 １ 常勤

150002 医）慶明会 おび中央病院 日 南 市 内 ４ 常勤・非常勤

160022 医）愛鍼会 山元病院 日 南 市 内 ２ 常勤
160037 医）十善会 県南病院 串 間 市 精，内（いずれか） １ 常勤

180071 串間市民病院 串 間 市 内，外 ２ 常勤

160019 医）相愛会 桑原記念病院 小 林 市 内，皮膚 ４ 常勤・非常勤
170043 医）和芳会 小林中央眼科 小 林 市 眼 ２ 常勤・非常勤
180067 小林市立病院 小 林 市 救急，総合診療，放 ５ 常勤
180076 医）友愛会 園田病院 小 林 市 外，循内，整，脳外 ９ 常勤・非常勤
190090 特医）浩然会 内村病院 小 林 市 精，内 ３ 常勤
190091 医）友愛会 野尻中央病院 小 林 市 整，内 ４ 常勤・非常勤

180070 高千穂町国保病院 高千穂町 内，透 ３ 常勤
190088 日之影町国保病院 日之影町 内，整 １ 常勤

150003 医）同仁会 谷口病院 日 南 市 精 １ 常勤

160021 医）建悠会 吉田病院 延 岡 市 精 ３ 常勤・非常勤
160012 医）伸和会 共立病院 延 岡 市 外,整,放,内 ６ 常勤

230138 小玉共立外科 日 南 市 不問 ２ 常勤・非常勤

210111 宮崎県済生会 日向病院 門 川 町 内 ３ 常勤

230142 医）魁成会 宮永病院 都 城 市 内，リハビリ ２ 常勤

230147 美郷町国民健康保険西郷病院 美 郷 町 内，整 ２ 常勤

230149 介護老人保健施設おびの里 日 南 市 内 ２ 常勤・非常勤

230151 介護老人保健施設エクセルライフ 延 岡 市 内 １ 常勤

230152 美郷町国民健康保険南郷診療所 美 郷 町 内 １ 常勤

230153 都城健康サービスセンター 都 城 市 内 １ 非常勤
230157 医）一誠会 都城新生病院 都 城 市 精，内 ４ 常勤・非常勤

230156 医）中心会 野村病院 延 岡 市 内，外 ２ 常勤

230155 医）三和会 池田病院 小 林 市 脳外，内，放射，外，リハビリ ６ 常勤・非常勤

170047 日南市立中部病院 日 南 市 内，外，整，リハビリ，在宅診療 ５ 常勤

230160 日向市立東郷病院 東 郷 町 内 １ 常勤

170049 五ヶ瀬町国民健康保険病院 五ヶ瀬町 内，外 ２ 常勤

230162 藤元総合病院 都 城 市 内，透，循内，救急，放射，
病理，呼吸内，精 16 常勤

230163 堺胃腸科内科クリニック 延 岡 市 内 １ 非常勤

230166 医）秀英会 英医院 串 間 市 内 １ 常勤

230167 介護老人保健施設さわやかセンター 小 林 市 内 １ 非常勤

160024 医）隆徳会 鶴田病院 西 都 市 内，外 ２ 常勤

230168 医）月陽会 きよひで内科クリニック 日 南 市 内 ７ 常勤・非常勤

230169 医）連理会 せの内科クリニック 小 林 市 内 ２ 常勤
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病医院施設の譲渡・賃貸

◆譲渡，賃貸希望の物件を紹介いたします。

平成27年１月16日現在

１．譲渡物件
① 宮崎市阿波岐ヶ原町前田2633番，2634番

土地のみ：593.57坪（2022.17㎡）

�所有者‥児湯医師会員

（医）
雲会 林クリニック�

２．譲渡又は
賃貸物件

② 宮崎市大字本郷南方4071番

建物‥鉄筋コンクリート２階建（905㎡）

※駐車場‥14台分

別途職員専用駐車場有り

�黒岩医院跡�

ドクターバンク無料職業紹介所利用のご案内
１．取扱範囲は宮崎県内全域です。但し，求職者は県外でも結構です。
２．紹介受付は，月～金の午前９時～12時及び13時～17時です。
３．申込み方法は，所定の用紙「求職票」「求人票」にご記入後登録させていただきます。
４．ご希望に沿った先を斡旋させていただきます。
５．求職者の紹介時には各医療機関で医師免許等のご確認をお願いいたします。
６．斡旋成立時の紹介料は，「求人」「求職」いずれも無料です。

お問合せ先 ドクターバンク無料職業紹介所
〒880-0023宮崎市和知川原１丁目101番地（宮崎県医師協同組合）

℡ 0985-23-9100㈹･� 0985-23-9179
E-m ail：isikyou＠m iyazaki.m ed.or.jp
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１ 日

２ 月

３ 火

14‥00 県ナースセンター事業運営委員会
16‥00 県立病院事業評価委員会
18‥00 治験審査委員会
19‥00 第27回常任理事協議会

４ 水 13‥30 新人看護職員研修推進協議会

５ 木

13‥30 社会保険医療担当者（医科）の個別
指導

14‥00 産業医研修会
18‥00 県認知症高齢者グループホーム連絡

協議会理事会

６ 金 14‥30（日医）日医地域医療対策委員会

７ 土
15‥00 母体保護法指定医師研修会
15‥00 産業医研修会（実地）
15‥45 健康スポーツ医学セミナー

８ 日 13‥00 日医医療秘書認定試験

９ 月

16‥30 県感染症発生動向調査委員会
18‥00 H TLV-1母子感染対策協議会
19‥00 日本プライマリ・ケア学会九州支部

総会・研修会実行委員会

10火

11‥00 地域医療現場における働きやすい
環境を考える会検討会

14‥00 県社会福祉審議会
18‥00 新生児聴覚検査・療育体制連携強化

事業協議会
19‥00 第28回常任理事協議会

11水 （建国記念の日）

12木

13‥00（日医）日医総研シンポジウム
15‥00（日医）日医予防接種・感染症危機

管理対策委員会
16‥00 支払基金幹事会
19‥30 県産婦人科医会常任理事会

13金

13‥00 医療関連サービス振興会シンポ
ジウム

13‥30 宮崎大学大学院医学獣医学総合研究
科設立５周年記念シンポジウム

13‥30 県歯科保健推進協議会成人期部会
14‥00 県献血推進協議会
19‥00 県外科医会冬期講演会

宮 崎 県 医 師 会 行 事 予 定 表
平成27年１月27日現在

※都合により，変更になることがあります。
行事予定はホームページからもご覧になれます。

２ 月

14土

13‥00 認知症サポート医養成研修
14‥30 日医生涯教育協力講座セミナー（TV

会議）
15‥00（日医）日医医療情報システム協議会
15‥00 九州地区医師国保組合連合会理事会
15‥30 九州地区医師国保組合連合会全体協

議会
15‥40 県内医師会病院連絡協議会

15日 ９‥00 認知症サポート医養成研修
９‥30（日医）日医医療情報システム協議会

16月
19‥00 介護保険に関する主治医研修会（TV

会議）
19‥30 広報委員会

17火 18‥20 医協打合せ会
19‥00 第29回常任理事協議会

18水 19‥00 自殺対策うつ病研修会（TV会議）

19木
18‥30 社会保険医療担当（医科）の更新時

集団指導（TV会議）
19‥00 県内科医会理事会

20金

11‥30 県国保連合会理事会
13‥00 県国保連合会通常総会
15‥00（日医）日医医療秘書認定試験委員会
19‥00 産業医研修会

21土

14‥00 かかりつけ医認知症対応力向
上研修（TV会議）

18‥00 日本プライマリ・ケア連合学
会九州ブロックプレ講習会

22日
９‥00 日本プライマリ・ケア連合学会

九州ブロック総会・講演会
10‥00（日医）日医母子保健講習会

23月 19‥00 広報委員会

24火

14‥00 宮崎産業保健総合支援セン
ター運営協議会

18‥15 医協理事会
19‥00 第11回全理事協議会
終了後 医協理事・運営委員合同協議会

25水 15‥00 労災診療指導委員会
19‥00 創立126周年記念医学会

26木 15‥00（日医）日医医療IT委員会
19‥00 医師国保組合理事会

27金

14‥00（日医）日医女性医師支援事業連絡
協議会

18‥00 九州地方社会保険医療協議会宮崎
部会

28土
10‥00（日医）日医学校保健講習会
15‥00 勤務医部会理事会
16‥00 勤務医部会後期講演会

国

保

審

査社

保

審

査

日 州 医 事 平成27年２月第786号 63



１ 日 10‥00 レジナビフェア

２ 月 19‥00 県内科医会評議員会

３ 火
18‥00 治験審査委員会
19‥00 第30回常任理事協議会

４ 水
全国国保組合協会九州支部総会

15‥00（日医）都道府県医師会生涯教育担当
理事連絡協議会

５ 木 13‥00（日医）日医医療政策シンポジウム

６ 金
全国国保組合協会通常総会

19‥00 医療安全対策セミナー（TV会議）

７ 土

15‥00 県産婦人科医会ひむかセミナー
各郡市内科医会長会

11‥30 県認知症高齢者グループホーム連絡
協議会理事会

13‥30 県認知症高齢者グループホーム連絡
協議会総会・全体研修会

８ 日 ９‥00 県産婦人科医会ひむかセミナー

９ 月 19‥00 医学会誌編集委員会

10火 19‥00 第４回理事会

11水 16‥00 支払基金幹事会

12木

19‥00 糖尿病診療のための地区別小講習会
19‥00 医師国保組合通常組合会
19‥30 県産婦人科医会全理事会
19‥30 広報委員会

13金

14土

13‥40 臨床検査制度管理調査に基づく
勉強会

14‥30 産業医研修会（実地）
16‥00 県内科医会総会・会員発表・学術

講演会
16‥00 H TLV-1母子感染対策研修会

宮 崎 県 医 師 会 行 事 予 定 表
平成27年１月27日現在

３ 月

15日 医師国保組合歩こう会

16月 19‥00 県感染症危機管理研修会（TV会議）

17火 19‥00 第31回常任理事協議会

18水

19木

20金 15‥00（日医）日医公衆衛生委員会

21土

（春分の日）

15‥30 病院部会・医療法人部会医療

従事者研修会

22日 15‥00 県民健康セミナー

23月 19‥00 広報委員会

24火 19‥00 第32回常任理事協議会

25水

15‥00 労災診療指導委員会

15‥30 県地域医療支援機構代表者

会議

26木

27金
18‥00 九州地方社会保険医療協議会宮崎

部会

28土

15‥00 養護教諭のための性教育研修会

15‥50 全医秘協常任委員会

16‥10 全医秘協運営委員会

29日

９‥00（日医）九州ブロック日医代議員連絡

会議

９‥30（日医）日医臨時代議員会

30月

31火 19‥00 第33回常任理事協議会

国

保

審

査

社

保

審

査

※都合により，変更になることがあります。
行事予定はホームページからもご覧になれます。
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日州医事へのご意見・ご感想をお待ちしています

宮崎県医師会広報委員会
E -M ail‥genko＠ m iyazaki.m ed.or.jp

FAX‥0 9 8 5 -2 7 -6 5 5 0

TEL‥0 9 8 5 -2 2 -5 1 18

日州医事では，読者の皆様から広くご意見・ご感想・ご要望をお待ち

しています。本誌に対するご感想や，読みたい記事のご提案など，忌

憚のないご意見を是非お寄せください。

なお，いただいたご意見は「読者の広場」として日州医事上で匿名に

て紹介させていただくことがあります。掲載を希望されない場合はそ

の旨お知らせください。

注‥FAXの際は，このページを切り取り，

������������
裏面の原稿用紙もご利用になれます。

き

り

と

り

せ

ん
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宮崎県医師会広報委員会 行 FA X‥０９８５-２７-６５５０

と

り

せ

ん

り

き

お名前‥

ご所属‥

ＴＥＬ‥ ＦＡＸ‥
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医 学 会 ・ 講 演 会
日本医師会生涯教育講座認定学会

単位‥日本医師会生涯教育制度認定単位数，CC‥カリキュラムコード（当日，参加証を交付）

がん検診‥各種がん検診登録・指定・更新による研修会。（○胃・大腸・○肺・○乳 ）

※アンダーラインの部分は，変更になったところです。

名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第34回宮崎感染症

研究会

２月３日�

19‥00～20‥30

宮崎観光ホテル

肺炎診断の最新知見とガイドラインに基づく治療

戦略

産業医科大学呼吸器内科学教授 迎 寛

他一般演題

参加費‥1,000円

◇共催
宮崎感染症研究会
※第一三共㈱


0985-23-5710

単
位

１

CC
・
がん
検診

45

47

宮崎県医師会産業

医研修会

２月５日


14‥00～16‥00

県医師会館

�メンタルヘルス対策

アサーション－はじめの一歩は聞くことから－

都城新生病院 前原 正法

生涯研修の専門研修会‥２単位

◇共催
宮崎産業保健総合支援センター
※宮崎県医師会


0985-22-5118

２

３

６

８

13

西諸医師会・西諸

整形外科医会・西

諸内科医会合同学

術講演会

２月６日�

18‥45～20‥00

ガーデンベルズ

小林

人工股関節再置換から見た人工股関節の歴史と治療

戦略

鹿児島大学医歯学総合研究科

医療関節材料開発講座特任准教授

石堂 康弘

◇共催
※西諸医師会


0984-23-2113
西諸整形外科医会
西諸内科医会
日本臓器製薬㈱

１
９

61
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

延岡医学会学術

講演会

２月６日�

19‥00～20‥00

延 岡 ロ イ ヤ ル

ホテル

臨床医のためのインフルエンザ学

九州保健福祉大学薬学部臨床生化学講座

教授 佐藤 圭創

◇共催
延岡医学会
※第一三共㈱


0985-23-5710

産業医研修会

２月７日�

15‥00～17‥00

新都城市郡医師会

病院等建築現場

�職場巡視と討論

職場巡視における作業環境の体験

都城市北諸県郡医師会・西諸医師会

産業医部会長 大岐 照彦

基礎研修・生涯研修の実地研修会‥２単位

◇主催
※都城市北諸県郡医師会


0986-22-0711

単
位

1

２

CC
・
がん
検診

11

28

２

９

11

38

平成26年度宮崎県

医師会健康スポー

ツ医学セミナー

２月７日�

15‥45～18‥00

県医師会館

スポーツドクター連盟総会（15：45～16：00）

健康スポーツ医学セミナー（16‥00～18‥00）

心臓リハビリテーション

－Q O Lを考えた心臓とのお・つ・き・あ・い－

宮崎江南病院内科医長 渡邊 玲子

ドクターとしての国体帯同経験とその問題点

藤元総合病院整形外科部長 園田 典生

◇主催
※宮崎県医師会


0985-22-5118

２

１

２

10

11

第127回宮崎県皮膚

科懇話会・第10回

日本臨床皮膚科医

会宮崎県支部会

２月７日�

18‥30～19‥30

県立宮崎病院

けんみや皮膚科の日常診療－より気軽にご紹介頂け

るように－

県立宮崎病院皮膚科医長 井上 知宏

◇主催
宮崎県皮膚科医会
◇共催
日本臨床皮膚科医会
宮崎県支部
（連絡先）
たじり皮膚科医院


0985-84-1110

１
１

２

日 州 医 事平成27年２月 第786号68



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

延 岡 医 師 漢 方

研究会

２月10日�

19‥00～20‥15

延岡市医師会病院

精神科領域の漢方治療について

久留米大学医学部先進漢方医学講座

教授 惠紙 英昭

◇共催
延岡医師漢方研究会
※㈱ツムラ


0985-28-9663
◇後援
延岡市医師会
延岡市西臼杵郡薬剤師会

宮崎県内科医会学

術講演会－CKDに

おける脂質代謝異

常と動脈硬化－

２月12日


19‥00～20‥30

宮崎観光ホテル

病診連携システムを用いたCKD診療のコツ－腎臓専

門医への紹介の流れとその後の治療経過－

県立宮崎病院臨床工学科部長 上園 繁弘

CKDにおける脂質異常の特徴と管理のコツ

福島県立医科大学腎臓高血圧・糖尿病

内分泌代謝内科学講座主任教授 渡辺 毅

◇共催
宮崎県内科医会
※武田薬品工業㈱


0985-24-6763

平成26年度宮崎

県外科医会冬期

講演会

２月13日�

19‥00～21‥00

県医師会館

当科における噴門側胃切除

宮崎市郡医師会病院外科 和田 敬

他会員発表11題

◇主催
宮崎県外科医会

単
位

１

1.5

２

CC
・
がん
検診

69

83

２

75

82

１

15

84

延岡医学会学術

講演会（第14回宮

崎県北耳鼻咽喉科

臨床会）

２月13日�

19‥00～21‥00

ホテルメリージュ

延岡

上気道感染症に対する抗菌薬療法の位置付け

県立延岡病院耳鼻咽喉科 後藤 隆史

宮崎県新生児聴覚スクリーニング事業の成果

宮崎大学医学部附属病院難聴支援センター

白根 美帆

アレルギー性鼻炎の診断と治療

産業医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部外科

教授 鈴木 秀明

◇共催
延岡医学会
宮崎県北耳鼻咽喉科臨床会
日耳鼻宮崎県地方部会
※大正富山医薬品㈱


080-1005-9453 ２

１

31

38

39

日 州 医 事 平成27年２月第786号 69



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第45回宮崎救急

医学会

２月14日�

13‥00～18‥50

県立宮崎病院

日本赤十字社の災害救援－東日本大震災を中心に－

日本赤十字医療センター国際救援部長

槙島 敏治

他一般演題

参加費‥500円

◇主催
※県立宮崎病院


0985-24-4181
◇後援
宮崎大学医学部附属病
院救命救急センター

日医生涯教育協力

講 座 セ ミ ナ ー

「CO PD診療にいか

に取り組むか－新

ガイドラインに沿っ

た診断と治療－」

２月14日�

14‥30～17‥40

県医師会館（TV会

議‥都城・延岡・

日向・児湯・西都・

南那珂・西諸）

テーマ‥実践CO PD診療

－かかりつけ医におけるCO PDの診断と治療に

ついて－

CO PDの病態と治療 最近の話題

鹿児島大学医学部医歯学総合研究科

呼吸器内科学教授 井上 博雅

他 パネルディスカッション

◇共催
日本医師会
※宮崎県医師会


0985-22-5118
グラクソ・スミスクライン㈱

単
位

５

３

CC
・
がん
検診

５

10

13

16

17

18

19

32

50

57

５

13

19

45

73

82

第30回宮崎県リウ

マチ研究会・第23

回宮崎リウマチの

ケア研究会

２月14日�

15‥30～17‥30

エアラインホテル

リウマチのトータルマネジメント‥

チームで取り組むリハとケア

神戸大学保健学研究科

リハビリテーション科学領域

准教授 三浦 靖史

他一般演題

参加費‥1,000円（医師）

◇共催
宮崎県リウマチ研究会
宮崎リウマチのケア研究会
参天製薬
※エーザイ㈱


0985-27-4981
２

10

61

日 州 医 事平成27年２月 第786号70



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

平成26年度介護保

険に関する主治医

研修会

２月16日�

19‥00～22‥00

県医師会館（TV会

議‥都城・延岡・

日向・児湯・西都・

南那珂・西諸・西

臼杵）

介護保険改定，地域支援事業の取組み状況等

事例検討

いしかわ内科理学療法士 田原 公彦

古賀総合病院地域連携室副室長

長内 さゆり

竹内病院連携室長 長友 あかね

◇共催
※宮崎県医師会


0985-22-5118
宮崎県

単
位

３

CC
・
がん
検診

２

７

10

13

14

29

都城市北諸県郡医

師会外科医会学術

講演会

２月18日�

18‥45～20‥15

都 城 ロ イ ヤ ル

ホテル

ドラッグデリバリーシステムのトランスレーショナ

ルリサーチへの展開

－中性子捕捉療法の臨床研究への応用－

明治薬科大学がん先端治療学教授

柳衛 宏宣

◇共催
※都城市北諸県郡医師会外科医会


0986-22-0711
アステラス製薬㈱

1.5

51

53

81

平成26年度宮崎県

医師会自殺対策う

つ病研修会

２月18日�

19‥00～21‥00

県医師会館

自殺対策としての睡眠障害，うつ病へのアプローチ

大分県こころとからだの相談支援センター

所長 土山 幸之助

産業医研修会，生涯研修の専門研修会

�メンタルヘルス対策２単位

◇共催
※宮崎県医師会


0985-22-5118
宮崎県

２

12

13

69

70

臨床医のための循

環器疾患研究会

２月17日�

19‥00～20‥30

宮崎観光ホテル

JSH2014のひとつ先を行く降圧療法

－上手なβ遮断薬の使い方入門編－

久留米大学医学部心臓・血管内科部門

准教授 甲斐 久史

◇共催
宮崎県内科医会
臨床医のための循環器疾患研究会
※トーアエイヨー㈱


080-5576-5209
1.5

１

９

15

日 州 医 事 平成27年２月第786号 71



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第17回宮崎心エコ

ー研究会

２月19日


18‥50～20‥20

宮崎観光ホテル

心臓弁膜症‥「まわり」の重要性

産業医科大学第２内科学教授 尾� 豊

◇共催
※宮崎市郡医師会病院


0985-24-9119
第一三共㈱

都城市北諸県郡医

師会内科医会学術

講演会

２月19日


19‥00～20‥30

ホテル中山荘

機能性消化管障害‥便秘症への対応

－アミティーザの臨床使用経験も踏まえて－

福岡市医師会成人病センター

院長 壁村 哲平

◇共催
※都城市北諸県郡医師会内科医会


0986-22-0711
アボットジャパン㈱

第12回宮崎G ERD

研究会

２月20日�

18‥50～21‥00

M RT-m icc

ピロリ菌感染症と上部消化管疾患の最前線

慶應義塾大学医学部内科学

准教授 鈴木 秀和

他一般演題

◇共催
宮崎県内科医会
宮崎 G ERD 研究会
※アストラゼネカ㈱


092-283-8150
第一三共㈱

単
位

1.5

1.5

２

CC
・
がん
検診

２

９

15

２

５

54

１

２

50

52

第24回宮崎臨床

免疫研究会

２月20日�

18‥50～20‥30

ホテルJA Lシティ

宮崎

SLE難治性病態の診断と治療

京都大学医学研究科臨床免疫学

教授 三森 経世

参加費‥1,000円（学生無料）

◇共催
宮崎県内科医会
宮崎臨床免疫研究会
※旭化成ファーマ㈱


0985-28-2736 １
26

28

日 州 医 事平成27年２月 第786号72



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第95回宮崎市郡医

師会心臓病研究会

２月20日�

19‥00～20‥30

宮崎観光ホテル

日本におけるスタチン療法のエビデンス（仮）

熊本大学生命科学研究部循環器内科

教授 小川 久雄

◇共催
※宮崎市郡医師会病院


0985-24-9119
アストラゼネカ㈱
塩野義製薬㈱

宮崎県医師会産業

医研修会

２月20日�

19‥00～21‥00

県医師会館

�メンタルヘルス対策

事業所におけるメンタルヘルス事例（Ⅱ）

西都病院 植田 勇人

生涯研修の専門研修会‥２単位

◇共催
宮崎産業保健総合支援センター
※宮崎県医師会


0985-22-5118

単
位

1.5

２

CC
・
がん
検診

２

９

15

５

６

69

70

都城市北諸県郡

医師会学校医部会

講演会

２月20日�

19‥00～20‥30

都 城 ロ イ ヤ ル

ホテル

こどもの低身長と肥満について

宮崎大学医学部小児科学分野講師

澤田 浩武

◇主催
※都城市北諸県郡医師会学校医部会


0986-22-0711

1.5

23

72

82

延岡医学会学術講

演会

２月20日�

19‥00～20‥30

ホテルメリージュ

延岡

上部消化管疾患の診断・治療における最近の進歩

自治医科大学消化器病内科学部門

准教授 大澤 博之

◇共催
延岡医学会
大塚製薬㈱
※武田薬品工業㈱


0985-24-6763
1.5

11

51

52

○胃

日 州 医 事 平成27年２月第786号 73



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第33回宮崎呼吸器

乳腺懇話会

２月20日�

19‥00～21‥00

ガーデンテラス

宮崎

胸腔内視鏡下肺切除にて診断し得た肺硬化性血管腫

の一切除例

県立日南病院外科医長 米井 彰洋

当科での肺癌治療と膵転移例に対するアプローチ

宮崎大学医学部循環呼吸・総合外科学分野

川越 勝也

感染症を取り巻く最近の話題

昭和大学医学部臨床感染症学部門

教授 二木 芳人

◇共催
宮崎呼吸器乳腺懇話会
※協和発酵キリン㈱


0985-22-8801

かかりつけ医認知

症対応力向上研修

２月21日�

14‥00～18‥10

県医師会館（TV会

議‥延岡・日向・

児湯・西都・南那

珂・西諸・西臼杵）

基本知識

大悟病院認知症疾患医療センター

三山 吉夫

診断

同センター 加藤 和男

他

◇主催
宮崎県
※宮崎県医師会


0985-22-5118

平成26年度在宅医

療推進のための連

携・スキルアップ

研修事業

２月21日�

14‥00～17‥00

木城町総合交流

センター

自分らしさの先にあるもの－関わりがもたらす癒し－

栄光病院チャプレン（病院専属牧師）

清田 直人

在宅医療 初めの一歩

木城クリニック院長 永田 昌彦

◇主催
児湯医師会
◇共催
木城町
高鍋町
新富町
川南町
◇後援
西都児湯歯科医師会他

単
位

1.5

４

３

CC
・
がん
検診

１

２

28

５

６

11

12

14

19

29

69

３

10

12

14

80

81
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

日本プライマリ・

ケア連合学会

第10回九州ブロッ

ク総会・講習会

（２日間）

２月21日�

18‥00～19‥00

２月22日	

９‥15～16‥20

県医師会館

テーマ「地域医療の未来・展望－地域包括ケアの推

進－」

２月21日�

プライマリ・ケアに必要な皮膚の見方

宮崎大学医学部附属病院皮膚科 古結 英樹

２月22日	

シンポジウム‥在宅医療と多職種連携～地域包括ケ

アの実践～

基調講演‥医の現在と未来

日本医学会会長 �久 史麿

対談‥見えてきた総合診療医専門医制度

日本医師会副会長 今村 聡

日本プライマリ・ケア連合会

理事長 丸山 泉

ワークショップ‥みんなでごちゃまぜIPEを体験し

てみよう！～多職種連携教育を広げよう～

揖斐郡北西部地域医療センター長 吉村 学

参加費‥3,000円（医師，歯科医師，薬剤師）

2,000円（コメディカル）

無料（学生・研修医）

◇主催
日本プライマリ・ケ
ア連合学会九州支部


0985-22-5118

単
位

６

CC
・
がん
検診

５

７

10

13

14

26

58

80

81

82

第19回宮崎市郡

医師会病院循環器

セミナー

２月23日�

19‥00～20‥10

宮崎市郡医師会

病院

心筋血流SPECTの実際

－検査、読影から最近の話題まで－

東海大学医学部専門診療学系画像診断学

教授 橋本 順

◇共催
※宮崎市郡医師会病院


0985-24-9119
日本メジフィジックス㈱

１
２

９

日 州 医 事 平成27年２月第786号 75



名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

日向市東臼杵郡医

師会学術講演会

２月24日�

19‥00～21‥00

ホテルベルフォー

ト日向

難治性高血圧攻略法－G Lから次の一手へ－

鹿児島大学医歯学総合研究科

心臓血管・高血圧内科学教授 大石 充

◇共催
※日向市東臼杵郡医師会


0982-52-0222
日向市東臼杵郡内科医会
日向市・東臼杵郡薬剤師会
アステラス製薬㈱
日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

宮崎県医師会創立

126周年記念医学会

２月25日�

19‥00～20‥45

県医師会館

過疎地域に位置する当院の高齢者胆道内視鏡治療の

現状と問題点

串間市民病院内科 井上 龍二

宮崎大学医学部のミッション

宮崎大学医学部長 丸山 眞杉

◇主催
※宮崎県医師会


0985-22-5118

単
位

１

1.5

CC
・
がん
検診

74

82

１

13

84

宮崎市郡内科医会

総会並びに学術講

演会

２月24日�

19‥00～20‥00

宮崎観光ホテル

花粉症の治療Up To Date

山梨大学医学部附属病院

耳鼻咽喉科・頭頸部外科教授 増山 敬祐

◇共催
※宮崎市郡内科医会


0985-53-3434
サノフィ㈱

１
11

39

西臼杵郡医師会

学術講演会

２月26日


19‥00～20‥00

ホテル高千穂

高齢化時代における心房細動の抗血栓療法の実際

秋田県成人病医療センター

副センター長 阿部 芳久

◇主催
※西臼杵郡医師会


0982-73-2010
◇共催
延岡市
西臼杵郡薬剤師会
◇後援
日本ベーリンガーインゲルハイム㈱

１
８

78
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第91回江南医療

連携の会・症例検

討会

２月26日


19‥00～20‥30

宮崎江南病院

不安定型肘関節脱臼骨折（Terrible Triad）の治療

経験

宮崎江南病院整形外科医長 坂田 勝美

当院における胃癌リスク検診陽性者の内視鏡検査

結果（2013.８～2014.12）

同 放射線科医長 伊藤 泰教

外側上腕皮弁により上肢再建を行った３例

同 形成外科医員 石田 裕之

◇主催
江南医療連携の会
（連絡先）
宮崎江南病院


0985-51-7575

第９回宮崎血管治

療懇話会

２月27日�

18‥45～21‥00

宮崎観光ホテル

四肢血圧脈波検査による心血管疾患管理

東京医科大学循環器内科学

教授 山科 章

他一般演題

◇共催
宮崎血管治療懇話会
※大正富山医薬品㈱


092-451-7884

単
位

1.5

２

CC
・
がん
検診

53

56

10

62

63

73

第５回病診連携の

夕べ

２月26日


19‥00～20‥30

国立病院機構都城

病院

C型肝炎の最新治療（仮）

国立病院機構都城病院内科医長 加藤 順也

高度進行癌－特に胃癌による癌性腹膜炎やその他の

進行癌の集学的治療の成果－

同 外科部長 後藤 又朗

宮崎県の周産期医療

同 産婦人科 徳永 修一

◇主催
※国立病院機構都城病院


0986-23-4111

1.5

９

13

73

第２回「宮崎脊椎外

科を語る会」

２月27日�

19‥15～20‥30

県医師会館

腰痛疾患治療の現状と課題

長崎労災病院副院長 小西 宏昭

◇共催
宮崎脊椎外科を語る会
※日本臓器製薬㈱


090-5480-0179
◇後援
宮崎県整形外科医会
宮崎県臨床整形外科医会

１
60

61
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

宮崎県北地区整形

外科医会研修会

２月27日�

19‥30～21‥30

延岡市医師会病院

交通外傷－対応と請求の実際－

交通外傷－直面している問題点の整理－

ふくだ整形外科院長 福田 健二

◇共催
宮崎県整形外科医会
※宮崎県北地区整形外科医会


0982-21-6211
延岡医学会

第161回宮崎県眼科

医会講習会

２月28日�

16‥00～18‥30

宮崎観光ホテル

女性患者に対する眼科診療（メイクと眼障害，遠近

両用CL etc）

山本病院眼科医長 月山 純子

眼科手術のリスクマネジメント

久留米大学医学部眼科学講座

教授 山川 良治

参加費‥3,000円（開業医，勤務医）

2,000円（公的医療機関勤務医）

◇主催
※宮崎県眼科医会


0985-28-1015
◇共催
㈱シード

平成26年度宮崎県

医師会勤務医部会

後期講演会

２月28日�

16‥00～18‥00

宮崎観光ホテル

地域包括ケアシステムの時代に機能するジェネラ

リスト

飯塚病院総合診療科部長 井村 洋

新しい専門医制度－総合診療専門医の新設－

日本専門医機構理事長 池田 康夫

◇主催
※宮崎県医師会勤務医部会


0985-22-5118

単
位

２

２

２

CC
・
がん
検診

３

７

36

１

２

14

84

第55回宮崎イン

ターベンション

研究会

３月２日�

18‥45～20‥20

宮崎観光ホテル

循環器physicalexam ination の実際

みどり病院長 室生 卓

◇共催
※宮崎市郡医師会病院


0985-24-9119
田辺三菱製薬㈱

1.5

８

９

11
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

延岡医学会学術講

演会

３月４日�

19‥00～20‥30

ホテルメリージュ

延岡

心原性脳塞栓症の治療と予防

－新規経口抗凝固薬（NO AC）の活用－

熊本市民病院首席診療部長 橋本 洋一郎

◇共催
延岡医学会
※ファイザー㈱


092-281-7031
ブリストル・マイヤーズ㈱

延岡医学会学術講

演会（ABILIFY学術

講演会）

３月６日�

19‥00～20‥40

ホテルメリージュ

延岡

アリピプラゾールの可能性と世界

吉田病院 清水 謙祐

統合失調症のリカバリーを考える（仮）

杏林大学医学部精神神経科学講座

教授 渡邊 衡一郎

◇共催
延岡医学会
※大塚製薬㈱


0985-24-2287

平成26年度日本保

育園保健協議会九

州ブロック研修会

in宮崎

３月８日	

９‥30～15‥15

県医師会館

これからの保育保健

日本保育園保健協議会長 遠藤 郁夫

保育園における事故予防対策について－協議会によ

るAiシステムの活用と突然死対策を中心に－

世田谷こどもクリニック名誉院長

帆足 英一

他

◇主催
日本保育園保健協議会
◇共催
ファイザー㈱
◇後援
宮崎県他
（連絡先）
宮崎県医師会


0985-22-5118

単
位

１

1.5

4.5

CC
・
がん
検診

73

78

20

29

70

１

８

11

12

16

82

生活習慣病フォー

ラム

３月10日�

19‥15～20‥45

宮崎観光ホテル

Durabilityを考慮した糖尿病診療の重要性－注目す

べき新たな指標“受診間”変動－（仮）

九州大学医学研究院

附属総合コホートセンター教授 二宮 利治

◇共催
宮崎県内科医会
宮崎市郡内科医会
※武田薬品工業㈱


0985-24-6763 1.5

２

76

82
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名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第８回脂質異常症

と動脈硬化の治療

を考える会

３月11日�

19‥15～20‥45

宮崎観光ホテル

メタボリックシンドロームにおけるコレステロール

代謝制御の重要性他

慶應義塾大学医学部内科学講座

教授 渡辺 光博

他

◇共催
脂質異常症と動脈硬
化の治療を考える会
M SD ㈱
※バイエル薬品㈱


0985-60-2532

産業医研修会

３月14日�

14‥30～16‥30

宮崎市郡医師会館

�作業環境管理・作業管理

労働衛生保護具について

下津労働衛生コンサルタント事務所

代表 下津 義博

基礎研修・生涯研修の実地研修会‥２単位

◇主催
※宮崎市郡医師会


0985-53-3434

単
位

1.5

２

CC
・
がん
検診

23

73

75

９

10

11

46

延岡医学会学術講

演会

３月13日�

19‥00～20‥30

マリエールオーク

パイン延岡

当院におけるＣ型肝炎治療成績（仮）

宮崎大学医学部消化器血液学分野

講師 蓮池 悟

Ｃ型肝炎治療の現状と将来

国立病院機構九州医療センター肝臓センター

部長 中牟田 誠

◇共催
延岡医学会
※ M SD ㈱


0985-28-9496

1.5

８

９

73

宮崎県内科医会総

会並びに会員発表

会・特別講演会

３月14日�

16‥00～19‥00

県医師会館

ガイドラインから考える降圧薬使いこなしの極意

大阪大学臨床遺伝子治療学

特任准教授 勝谷 友宏

他会員発表６題

◇共催
※宮崎県内科医会


0985-22-5118
塩野義製薬㈱

２

２

８

13

74
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１ 専門職としての使命感
２ 継続的な学習と臨床能力の保持
３ 公平・公正な医療
４ 医療倫理
５ 医師－患者関係とコミュニケーション
６ 心理社会的アプローチ
７ 医療制度と法律
８ 医療の質と安全
９ 医療情報
10 チーム医療
11 予防活動
12 保健活動
13 地域医療
14 医療と福祉の連携
15 臨床問題解決のプロセス
16 ショック
17 急性中毒
18 全身倦怠感
19 身体機能の低下
20 不眠
21 食欲不振
22 体重減少・るい痩
23 体重増加・肥満
24 浮腫
25 リンパ節腫脹
26 発疹
27 黄疸
28 発熱

29 認知能の障害
30 頭痛
31 めまい
32 意識障害
33 失神
34 言語障害
35 けいれん発作
36 視力障害，視野狭窄
37 目の充血
38 聴覚障害
39 鼻漏・鼻閉
40 鼻出血
41 嗄声
42 胸痛
43 動悸
44 心肺停止
45 呼吸困難
46 咳・痰
47 誤嚥
48 誤飲
49 嚥下困難
50 吐血・下血
51 嘔気・嘔吐
52 胸やけ
53 腹痛
54 便通異常（下痢・便秘）
55 肛門・会陰部痛
56 熱傷

57 外傷
58 褥瘡
59 背部痛
60 腰痛
61 関節痛
62 歩行障害
63 四肢のしびれ
64 肉眼的血尿
65 排尿障害（尿失禁・排尿困難）
66 乏尿・尿閉
67 多尿
68 精神科領域の救急
69 不安
70 気分の障害（うつ）
71 流・早産および満期産
72 成長・発達の障害
73 慢性疾患・複合疾患の管理
74 高血圧症
75 脂質異常症
76 糖尿病
77 骨粗鬆症
78 脳血管障害後遺症
79 気管支喘息
80 在宅医療
81 終末期のケア
82 生活習慣
83 相補・代替医療（漢方医療を含む）
84 その他

日本医師会生涯教育カリキュラム（2009）
カリキュラムコード（略称‥CC）

名称・日時・場所 演 題
主催・共催・後援
※ ＝ 連 絡 先

第96回宮崎市郡医

師会心臓病研究会

３月16日�

18‥50～20‥20

宮崎観光ホテル

心不全治療における地域連携の取組み

北里大学病院循環器内科講師 猪俣 孝元

◇共催
※宮崎市郡医師会病院


0985-24-9119
日本メドトロニック㈱

単
位

1.5

CC
・
がん
検診

２

９

15

第52回宮崎県スポー

ツ学会

３月28日�

15‥00～19‥00

県医師会館

膝スポーツ外傷の治療とスポーツ復帰

弘前大学医学研究科整形外科学教室

教授 石橋 恭之

参加費‥1,000円（医師）

500円（コメディカル）

◇共催
宮崎県スポーツ学会
久光製薬㈱
◇後援
宮崎県医師会
（連絡先）
宮崎大学医学部整形外科


0985-85-0986

１
57

61
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私の想いをつなぐノート
（エンディングノート）について

宮崎市健康管理部 伊
い

東
とう

芳
よし

郎
ろう

診療メモ

１ 背景

いつの時期からか，「平穏死」「終活」「エン

ディングノート」といった書籍が増え，テレビ

や新聞紙上でも終末期医療に関する話題が多く

取り上げられるようになってきました。また，

平成25年８月にとりまとめられた国の社会保障

制度改革国民会議報告書でも，「死生観・価値

観の多様化も進む中，（略）『個人の尊厳が重ん

ぜられ，患者の意思がより尊重されるよう必要

な見直しを行い，特に人生の最終段階を穏やか

に過ごすことができる環境を整備すること』が

求められている。（略）超高齢社会に見合った『地

域全体で，治し，支える医療』の射程には，そ

のときが来たらより納得し満足できる最期を迎

えることのできるように支援すること－すなわ

ち，死すべき運命にある人間の尊厳ある死を視

野に入れた『Q O D（クォリティ・オブ・デス）を

高める医療』－も入ってこよう。」とあります。

２ 市内の状況

さらに，医療や介護の現場から，救急で運ば

れてきた患者に延命治療を行ったところ家族

が望まない，認知症で本人の意思が確認できな

い，延命治療を巡り家族の間で意見が違う，と

いった状況もお伺いしました（もっとも今に始

まったことではなく，20年以上も前に大学の

講義で，「患者本人の望む医療を行っても，東

京から看取りに帰ってきた子どもたちが『最善

の医療を行っていない』とクレームを言う」と教

わったことを覚えています）。

一方で，市民の意識調査を行ったところ，延

命治療を望まない方が約８割，望む方が約１割

という結果もでました（厚生労働省の調査でも

同様の傾向がみられます）。

こうした状況をみるに，質の良い最期を過ご

したいと思う方は増えているものの，患者自

身が最期まで治療を決めることは稀で家族が代

わって決めていることが一般的になっており，

本人の意向が必ずしも家族に伝わっていない現

実があります。そこで，市民一人ひとりが，自

分らしい人生の最期を迎えるためには，元気な

ときから，家族と一緒に，人生の最期の時間を
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どこで過ごしどのような医療・介護を受け

たいかを考えていただくことが必要ではな

いかと考え，有識者にご検討をお願いしまし

た。この在宅療養支援事業プロジェクトメン

バーとして，宮崎大学の板井孝壱郎教授をは

じめ，牛谷義秀先生，外山博一先生，黒岩ゆ

かり先生，塩屋敬一先生，雨田立憲先生，在

宅医療・介護に積極的に取り組んでいらっしゃ

る薬剤師の萩田均司さん，看護師の長内さゆ

りさん，長友あかねさん，ホームホスピス宮

崎の市原美穂さん，太田幸子さんにご参画い

ただきました。その結果，自らの意思を示し，

家族・関係者とコミュニケーションを図るツー

ルとして「私の想いをつなぐノート（略称：わ

たしノート）」及び「書き方の手引き」を作成す

ることになった次第です。

３ 考え方

行政で「エンディングノート」を作成するこ

とについて，逡巡するものもありました。ひ

とつは，既に「エンディングノート」は様々な

ものが市販化されているということ，もうひ

とつは，行政が終末期医療に積極的に取り組

むのは延命治療をさせない方向に持っていこ

うとしているのではないか，医療費抑制をね

らっているのではないか，と穿ってみられる

懸念があるということでした。

前段の問題については，既存のものは「延命

治療を望むか・望まないか」の２択が多いが，

延命治療といわれるものにどのような医療行

為があるのか説明しないで選択させるのはい

かがなものか，ということもあり，こうした

医療行為がイメージできるように「手引き」で

解説し，さらに事例紹介（延命治療を選択した

場合と選択しなかった場合の両者）を掲載する

ことにしました。

後段の問題については，啓発・周知方法で

工夫することにしました。そもそも「終末期医

療」という重い課題なので，窓口に置いて自由

に持ち帰ってよいとするのではなく，保健所・

保健センター，医療機関，薬局，地域包括支

援センター，介護施設等において，医療・介

護関係者が説明しながら配布することにして

おります。また，説明時のポイントとして，

①「書く」か「書かない」かは本人の自由で書く

こと自体を強要しない（「書きたくない」人に無

理に渡さない），②書くことよりも，何度も話

し合いの場を設けるという過程が大事で，書

いたら家族や親戚と内容を共有することが大

事，③「延命治療をしないこと」だけでなく「治

療をしたいこと」を伝えることも大事，④考え

は年齢とともに変わることもあるので，書き

直しはいつでも可，としました。

さらに，関係機関とも連携すべく，消防局

はもとより，救急告示病院にも機会をいただ

き事業説明をさせていただいたところです。

４ 最後に

こうして平成26年３月から「わたしノート」

の配布をはじめましたが，市全体に，本当の

意味で普及するまで10年程度かかるものと

考えており，だからこそ丁寧に啓発していく

必要があります。医師会の先生方には，ご指

導，ご協力賜りますようよろしくお願い申し

上げます。
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お知らせ

県医師会から各郡市医師会へ送付しました文書についてご案内します。詳細につきまして
は，会員専用ページをご覧いただくか，所属郡市医師会へお問い合わせください。会員専用
ページを見るためにはユーザ名，パスワードが必要ですので，県医師会にお問い合わせくだ
さい。また，M M A通信（県医師会から会員への情報提供メーリングリスト）でも本文書につ
いて随時お知らせしていますので，まだご登録されていない会員はぜひご登録をお願いしま
す。県医師会地域医療課（TEL 0985-22-5118）までご連絡ください。

送付日 文 書 名

平成26年
12月４日

・平成26年長野県北部地震による被災者に係る被保険者証等の提示等及び公費負担医療
の取扱いについて

12月５日 ・肝炎医療費助成制度におけるバニヘップカプセルの取扱いについて
・エボラ出血熱患者等の移送に係る消防機関の協力について
・感染性胃腸炎の流行に伴うノロウイルスの感染予防対策の啓発について
・医療分野の「雇用の質」の向上のための労務管理等に関する研修会（医療勤務環境改善
支援セミナー）の開催について（依頼）

・（記者発表）感染性胃腸炎の集団発生について
・毎月勤労統計調査（第二種事業所）への調査協力依頼について（依頼）

12月８日 ・平成26年度A i研修会の開催について（ご案内）
・「輸血療法の実施に関する指針」及び「血液製剤の使用指針」の一部改正について
・再生医療等安全性の確保等に関する法律に関する通知について
・遺伝子治療臨床研究に関する指針の一部改正について

12月９日 ・３種混合ワクチン（D PT）の販売中止について
・抗インフルエンザウイルス薬の安定供給等について（通知）
・感染性胃腸炎の流行に伴う予防対策の徹底について（依頼）
・抗インフルエンザウイルス薬の使用上の注意に関する注意喚起の徹底について
・「病原微生物検出情報」の送付について

12月11日 ・遺伝子治療臨床研究に関する指針の一部改正について（通知）
・安全情報「警鐘事例」のご案内について（通知）
・（記者発表）エイズの不安のある方は保健所へご相談ください

12月12日 ・看護師等業務従事者届の協力依頼について
・宮崎県特定健診・特定保健指導に関する従事者研修会（実践編）の開催について（依頼）
・感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律の一部を改正する法律等に
ついて

・インフルエンザ疾患関連死亡者数迅速把握事業について

12月15日 ・医療機器の貸与業の取扱いに関する質疑応答集（Q ＆ A）について
・独立行政法人福祉医療機構の貸付利率の改定について
・国民健康保険被保険者証の無効について
・公知申請に係る事前評価が終了し，薬事法に基づく承認事項の一部変更承認がなされ
た医薬品の保険上の取扱いについて

・使用薬剤の薬価（薬価基準）等の一部改正について
・公知申請に係る事前評価が終了した医薬品の保険上の取扱いについて
・（記者発表）高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例の発生について
・（記者発表）高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認について
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送付日 文 書 名

12月17日 ・総務省消防庁の熱中症による救急搬送人員数に関するデータの提供について
・指定難病に係る診断基準，重症度分類等及び臨床調査個人表の送付について

12月25日 ・「肝炎治療特別促進事業の実務上の取扱いについて」の一部改正について
・（記者発表）食中毒注意報の発令について（通知）
・（記者発表）感染性胃腸炎が流行警報レベルを超えました
・（記者発表）市内における感染性胃腸炎の定点あたり報告数の警報レベル超過について

12月18日 ・ノロウイルスによる感染性胃腸炎の感染制御対策等の周知等について
・労働災害防止対策の徹底について（要請）
・高額療養費制度における自己負担限度額の見直しの周知用ポスターの送付について
・12月５日からの大雪による被災者に係る被保険者証等の提示等及び公費負担医療の
取扱いについて

・データ提出の実績が認められた保険医療機関のデータ提出加算の取扱いについて

12月19日 ・高病原性鳥インフルエンザ（H5亜型）が疑われる事例の発生について
・高病原性鳥インフルエンザ発生に伴う防疫作業従事者の発熱時の診療対応について
（依頼）
・（記者発表）インフルエンザの流行シーズンとなりました

12月24日 ・「難病の患者に対する医療等に関する法律」の施行に伴う生活保護受給者への対応に
ついて（通知）
・障害者総合支援法の対象になる難病等の見直しに関する医療機関への周知について
（依頼）
・医療事故情報収集等事業「医療安全情報№97」の提供について（通知）
・医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する法律の一部を改正す
る法律等について（危険ドラッグによる保健衛生上の危害の発生の防止等）

・医療機器の保険適用について

12月26日 ・難病の医療費助成制度における患者負担の当面の取扱いについて及び指定医及び指定
医療機関の指定に関する取扱いについて

・薬局等で行う薬剤師の業務に関する日本薬剤師会との協議について（検体測定室及び
健康情報拠点推進事業に関する件）

・児童福祉法の一部を改正する法律等に係る告示及び関係通知等の送付について
・児童福祉法第六条の二第一項の規定に基づき厚生労働大臣が定める小児慢性特定疾病
及び同条第二項の規定に基づき当該小児慢性特定疾病ごとに厚生労働大臣が定める
疾病の状態の程度等について

平成27年
１月５日

・平成26年度看護職のワーク・ライフ・バランス（W LB）推進事業フォローアップワーク
ショップの開催について（案内）
・「労働安全衛生法第28条第３項の規定に基づき厚生労働大臣が定める化学物質による
健康障害を防止するための指針の一部を改正する指針」の周知について（協力依頼）
・難病の患者に対する医療等に関する法律に係る関係通知等の送付について
・再生医療等の安全性の確保等に関する法律運用支援システム各種申請書作成支援サイ
ト設置について（情報提供）

・「出産育児一時金等の支給申請及び支払方法について」の一部改正について
・難病法の施行に伴う入院時生活療養費の生活療養標準負担額について
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あなたできますか？（解答）
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２月といえば節分，節分といえば豆まき。私の実家
でも，私が小さかった頃から豆まきをよく行っていま
した。鬼はー外！福はー内！当初は，父が鬼のお面を
つけてくれていました。家の中で豆まきをすると後片
付けが大変なので，豆まき開始後すぐに，父は庭に飛
び出し，庭で飼っていた犬と一緒に軽快に豆をかわし
ていました（翌朝までには一粒も残さず犬が豆を食べ

てくれていました。これにより後片付けもスムーズに行えていました）。今思えば大量の豆をものすごいス
ピードで投げつけていたので，父も大変そうにしていたような気がします。
鬼役は世襲制であり，２代目は姉，３代目は兄，そして４代目が私というように引き継がれていきまし
た。先代方の背を見て育ってきたため，私も軽快に豆をかわすつもりで庭に飛び出しました。しかし，な
かなか避けられません。彼らの投げる豆のスピードの速さは鬼もひくレベルでした。今まで投げつけられ
てきた人達の，気持ちが乗った，いいスピードの豆でした。やられたらやり返される。いい社会勉強にな
りました。
今では私も兄も姉も皆，実家を離れているので，このように家族で厳しくも楽しい豆まきを行うことは
なくなりました。もしかすると今後もないかもしれません。そう思うと少し寂しくもありますが，今でも
良い思い出として，私の胸に大切にしまっております。 （川上）

� � � � �

日南市の「酒谷地区むらおこし推進協議会」が「第５
回地域再生大賞」で準大賞に輝きました。おめでとう
ございます。酒谷地区にある坂元棚田といえば皆さ
んもご存知のように，日本棚田100選にも選ばれてい
る美しい棚田です。そこには田植え，石垣清掃，稲
刈り，収穫祭に参加ができ，お米や野菜も送っても
らえる棚田オーナー制度というものがあり，数年前
まで私も家族で参加していました。その縁もあり今
回の受賞は本当にうれしく思います。また田植えを
したくなってきました。 （沖田）

� � �

いよいよ妊娠６か月目に入りました。お腹の赤ちゃ
んと一緒に昼寝したり仕事をしたりと，幸せな時間
を過ごしています。昨今の海外の過激派による女性
や子どもへの暴力や虐殺事件，洗脳教育などの事件
の数々。女性に生まれ教育を受け，仕事をしながら
子どもを育てられるなんて，日本に生まれて本当に
良かったと思います。そしてどうか，遠い国からで
はありますが，迫害に遭っている女性や子どもたち
に援助の手が差し伸べられますように。 （大野）

� � �

先日，中３の息子とキャッチボールをしていて，
遠投勝負で負けた。想定外のぼろ負けで，「こんなに
肩が強くなっているの」とびっくりした。腕相撲は今
でも勝ったり負けたりだが，50�走は数年前から１
度も勝っていない。身長はもうすぐ追い越されそう
だ。身体能力はこちら落ち目，あちら伸び盛り。
まあ良しとしよう。次は勉強面で負かしていただこ
うか。 （西田）

� � �

今年のインフルエンザの報告は例年の３倍以上ら
しく，我が家では５人いる子供達のうち４人が感染
しました。家に帰るとリビングのソファーや床に，
マスクをした子供達が毛布をかぶって咳をしており，
まるで病児保育所のようです。全員にワクチンを２
回したのに，駄目なときはこんなものなのでしょう。
私自身は喉の軽い痛みが数日続いた後，発熱するこ
となく治ったので，かかったかどうかもわかりませ
んが，当分マスクは外せません。 （岡本）

� � �

最近，ゴルフ熱が再発しています。部活を引退し
て，朝練をしていた時間帯にやることがなくなった
同級生たちの間で，ゴルフがブームになったためで
す。200球打ってから一時限目に現れる姿や，小林の
雪の中でゴルフをする姿，そして大晦日にもラウン
ドの誘いをしてくる姿を見ていると，自分も頑張ら
ねば…と思います。身体を動かしながら，友人と交
流を深められる素晴らしいスポーツだと，あらため
て感じています。 （枝元）

� � �

今年から年金に従来の物価スライドに代わってマ
クロ経済スライドが導入されます。これによって
物価上昇率が２％の時，年金の引き上げは１％程度
に抑えられます。私は同じ手段で医療費も抑制され
るのではないかと心配しています。それが10年，20
年続けば医師はワーキングプアになります。今後は
インフレ率と診療報酬改定率に注目する必要があり
ます。 （佐々木）
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◯今 ◯月 ◯の ◯ト ◯ピ ◯ッ ◯ク ◯ス
新春随想

今年は34編の随想をお寄せいただきました。ご投稿ありがとうございました。先月
号に続き，残りの13編を掲載いたします。会員皆様の様々なお考えに触れ，深く考え
させられたり，あるいは思わず笑わせていただいたり，はたまた仰天驚愕のご趣味に
ど肝を抜かれたりです。
それにしても「おこのみ・よねちゃん」の開店が待ち遠しくてなりません（笑）。

６ページ

メディアの目 子どもの貧困を取材して

今月のメディアの目は，共同通信社の池谷孝司宮崎支局長から寄稿していただきま
した。「子どもの貧困」は，昨年から宮日新聞でも取り上げられ反響を呼びましたが，
お話は東京に勤務されていた頃のご自身の取材経験です。「虫歯は家計のバロメーター」
とのお話や，医師や歯科医は貧困や虐待に気づいてあげられる可能性が大きいとのご
指摘は，心に留めておきたいものです。 22ページ

診療メモ 私の想いをつなぐノート（エンディングノート）について

緩和ケアの考えが少しずつ浸透し，終末期医療の在り方も徐々に変化してきていま
す。救急の場であわてることなく，「個人の尊厳が重んぜられ」「人生の最終段階を穏
やかに過ごす」ためには，日頃からご本人の意思と家族の思いが確かめられていること
が大切です。宮崎市が「自らの意思を示し，家族・関係者とコミュニケーションを図る
ツール」として「私の想いをつなぐノート」と「書き方の手引き」の配布を始めてもうすぐ
一年になります。宮崎市健康管理部の伊東芳郎部長に紹介していただきました。

82ページ
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